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Phantomile 


夢 は 不思議 。 確か に 見 た は 
ず な の に 、 起き て みる と どう し て も 思い 
出せ な い 夢 。 頭 で は 分 か っ て いる の に 、 言葉 
で は 説明 で き な い 夢 。 まる で これ か ら 起 きる こと 
を 予知 する か の よう な 夢 。 幼い 日 の 思い 出 の よう 
だ が 、 その 頃 の 記憶 が も う あ や 必 や で 、 実際 に あっ た 
こと な の か が どう か 分 か ら な い 有 夢 。 果たし て 現実 な の か 
夢 な の か 区別 が つか な い 夢 。 生ま れ て か ら 、 そん な 夢 
を いろ いろ 見 て きた 。 





その 日 見 た 夢 は 、 思い 出 と 不 
吉 な 予感 と に 彩 ら れ て いた 。 
ツー 空 か ら 降 っ て きた 大 き な 
指 輔 。 そこ に 宿っ て いた リン グ の 精 ヒ ュ 
ー ボ ポー。 親友 と 出逢っ た と き の 大 切な 
思い 出 。 そし て ふた り は 夢 の な か で 
も 、 いつ も の よう に 草むら を 駆け まわ 
る の だ 。 そこ に た ちこ め る 暗雲 。 村 の 鐘 
の 丘 に 墜落 する 、 空 か ら の な に か 。 響き わ 
た る 大 き な 衝 撃 音 。 負 ろ し いい な び か ら 。 切 
変 する 世界 …… 

うな され て 夢 か ら 醒 め た 。 夢 で 
よかっ た 。 だ が 、 ヒュ ー ポ ー と の 大 
切な 思い 出さ えも 、 夢 だ っ た か の よ 
うに 思え て 寂し く な っ た 。 で も 、 ヒュ 
ー ポ ボー は ちゃ ん と そば に いた 。 夢 で 
な く て よかっ た 。 

外 か ら 大 き な 衝 撃 音 が 伝わっ て 
きた の は 、 その 次 の 瞬間 だ っ た 。 
宮 か ら は 、 鐘 の 丘 の ほぼ ほう に た な び 
く 煙 が 見 える 。 これ は 夢 、 それ 
と も 現実 ? 胸騒ぎ と 好奇 心 

と に 背中 を 押さ れ て 、 扉 を 
開け て 外 へ 駆け 出し た 。 
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Door to Phantomile、 つま り フ よう に 位置 し て いる 。 下 の 世界 全 図 で 見 る 

ァ ン トマ イル へ の 扉 を 開け る と 、 そこ と 、 手前 左側 に 見 える の が 木 の 村 フォ ー ロ 

に は さま ざま な イン スピ レー ショ ン に ッ ク 、 右側 が 水 の 国 ジ ャ グ ポ ッ ト 、 そし て 災 

満ち た 別世界 が 広がっ て いる 。 すばらし に ある の が 風 の 村 ブリ ー ガ ル で ある 。 そ の 

く 調 和 の と れ た 世界 で 、 まる で 理想 卿 の よ 三角 形 の 中 央 に は 、 住む 人 も な い 人 広大 な 平 
うに も 思え る が 、 実は 暗雲 が た ちこ め て い 野 が 広がっ て いる 。 また 、 風 の 村 の 近く に は 、 
る 。 この 、 ファ ント マイ ル と いう 世界 を 、 こ 歴史 的 に 価値 の ある 遺跡 な ども 見 られ る 。 

れ か ら 置 険 し て いく こと に な る 。 そし て 空 に 浮か ん で いる の が 太陽 の 神 民 










ファ ント マイ ル の 大 地 で は 3 つの コミ ュ ニ コロ ニア で ある 。 また 、 この 世界 の どく 輝 
ティ が 形成 され 、 ちょ うど 三角 形 を 作る か の に 、 月 の 国 ク レス が 封印 され て いる と いう 。 
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人 川 川 人 IP" 州 


クロ ノア が 住む 村 。 村 の 
中 央 に は 大 風車 が あり 、 村 
人 は その 風力 を 利用 し 
て 暮らし て いる 。 ま た 、 
売る 石 が 眠る ガン 
スト ン 鉱 山 を 有する 
が 、 現在 で は 十分 な 採掘 
時 が 期 待 で きず 、 全盛 期 に ニー 
集まっ た 働き 手 に も 見 放さ れ 
だ た よう だ 。 光 の 届か な い 鉱 山内 
部 で 働く 人 々 に 時 を 知ら せ た 、 丘 
の 頂上 の 釣り 鐘 だ け は 、 今 も 昼 と 
夕方 に 吹く 時 の 風 に よっ て 鳴り 故 
きき 、 当 時 の 繁栄 を し の ば せる 。 ち 
な み に 、 村 の 崖 に 歌 尋 レフ ィ ス の 
レリーフ を 彫っ た り 、 塔 を 建設 し た 
り し て いる バル ー は 、 か つて 銘 山 
で 働く 者 の 親分 で あっ た 。 その ほぼ ほ 
か の 産業 と し て は 、 風 を 吹き つ 
ける 技術 を 使っ て の 石材 加工 
が 有名 で 、 水 の 国 な どか ら 仕 
事 を 請け 負っ て いる 。 








































_ 店 本 の 村 フォ ー ロ ッ グ | 
村 の 中 心 に は 2 

大 木 が そびえ 立ち 、 そ OO 

の 上 に 長老 オバ バ の 住む 、 

大 き な 歯 車 の つい た か らく り 

屋敷 が ある 。 また 、 その 下 に は 

大 木 に 守ら れる よう に 木々 が うっ 

そう と 茂り 、 村人 の 住居 と な っ て い 

る 。 木 か ら 木 へ 渡り 歩け る よう に と 、 

豊富 な 材木 や 植物 の ツル な ど を 使っ て 

の 、 独 自 の 交通 手段 が 発達 し て いる の 

も 特徴 。 これ ら は みな 、 木 を 加工 する 技 

術 に 長け た 村人 た ちの 手 に よる も の で 

ある が 、 村 の 外 か ら の 仕事 も 積極 的 に 引 

き 受 け て お り 、 た と えば 風 の 村 の つり 橋 

や 、 風車 小屋 の ゴン ドラ な どの 建設 も 

担当 し て いる 。 

と ころ で 、 この 村 の 緑 を 豊か に し 

て いる の は 、 水 の 国 か ら 供 給 さ れ 

る 水 で ある 。 








k の 存 ジャ グ ポ ボッ ト 連 


ファ ント マイ ル 和 全域 に 、 水 を 送り 出し て い | 

る 国 。 大 き な 水 車 を 備え た 上 貝 の 城 が あり 、 

この 水車 が 回 り 続 ける 限り 、 水 は こ の 国 か 

ら 無限 に 湧き 出す と 言わ れ て いる 。 その 上 貝 
の 城 に は 、 国王 シー ド フ が 住ん で お り 、 神秘 
的 な 巨大 魚の 親子 、 パ メラ と カラ ル と と も に 
水 を 守っ て いる 。 

風 の 村 に ある 滝 も や 、 ここ を 
水源 と し て いる 。 また 、 
ここ に ある 石柱 や 柚 
干 な ど は 、 風 の 村 

の 人 々 が 手がけ 
た も の で ある 。 









ファ ント マイ ル の 空 「 

に 浮か 京 神殿 。 神殿 と 大 

地 を 結 点 交通 手段 が な いた 

め 、 お と ずれ る 人 も な く 、 謎 の 

存在 と な っ て いる 。 月 の 国 の 封 

E 印 を 解く と され る 祭壇 が ある 。 
神官 た ち が 育 て て いる ン ガ ポ 

コ と いう 生命 体 は 、 月 の 国 に 送ら 

れる 傍 中 で こぼれ た 夢 の エ ネル 

ギー を も と に た ま ご を 産み 、 世界 

中 に 運ん で いる 。 た ま ご に は 夢 の 

か けら や 、 傷 を いや す 物 質 、 それ 

に 悪夢 に 取り 込ま れ 、 悪夢 エネ 

ルギー と し て 月 の 国 に 送ら れ た 

も の の 途中 で こぼれ て 助かっ 

た 人 な ど ご が 入っ て いる 。 


ファ ント マイ ル の 
どこ か が に 封印 され て 

いる と いう 幻 J の 国 。 月 の 

ペン ダン ト が 太陽 の 祭壇 に 
捧げ られ る と 発生 する 日 食 の 
流動 に より 、 その 封印 が 解 か れ 
る 、 と され で て いる 。 

人 々 が 睡眠 中 に 見 る 夢 の 一 部 
は 、 夢 の エ ネル ギー と し て この 国 
に 集め られ て いる 。 そ の た め 、 
人 々 は 起き た と き に 有 夢 を 思い 出 
せな いこ と が ある が 、 月 の 国 で 
は その エネ ルギー を 使っ て 、 ファ 
ント マイ ル と いう 世界 自体 と 、 そ 
ご に ある あら ゆる も の を 形作っ て 
いる の だ 。 わずか に 、 マイ ナス 
因子 で ある 悪夢 の エネ ルギー 
も 届く が 、 月 の プリ ズム で 
分 解 し て いる 。 





hs 





ファ ント マイ ル の 人 々 

ン 主 要 キ ャ ララ クタ =- 縮 介 < 

主人 公 の クロ ノア を は ほじ め 、 ご の 冒険 で クロ ノア に 深く 関わ っ て くる 
ファ ント マイ ル の 信人 た ちの プロ フィ ー ル を 縮 介 し て お こう 。 


クロ ノア “… 0 に 、[ リン グ の 靖 選 ユー ポ 一 1 
好奇 心 吐 盛 で や ん ンコ ES っ も 
ちゃ 、 ちょ っ と いた ずら 、 峡 、 「 
好き な 主人 公 。 長い 了 且 、、 王 較 

と 、 イカ す マー ク 入 り の SI 
青い 幅 子 が トレ ー ド マー 
ク だ 。 風 の 村 ブリ ー ガ 
ル に 住ん る で いる だ け あ 
っ て 、 風 を 耳 で と ら え 
て は ば た く な ど 、 風 
の 力 を 使う こと が 

で きる 5 
































」 幼い 頃 ク ロ ノ ア が 拾っ た リン 

に グ に 宿る 、 ク ロ ノ ア の 大 親友 。 

SO クロ ノア の 風 の 力 を 増幅 させ 、 
風 だ ま の 発射 を 助け る 。 


歌 旭 ユ レプ イス pe 

「 再 生 の 歌 」 を 歌っ て 
世界 を 再生 させ る こと の 
ーーー gi ke デ 。 に 、、 で きる 、 伝 説 の 著 
2 ^ /R hs【 和 較 、 姫 。 幻 の 月 の 国 に 
ニ 4 全 | 書 住ん で いる と され ね 





る 。 そ の 力 を 疎ましく 
5 思う ガ デ ィ ウ ス に 追わ れ 。 


捕え られ て し まう 。 


閣 な る 王 放 デイ 『 フ スズ 、cmeeoes 

3000 年 も の 長い 眠り か ら よ み が え っ 
た 痢 の 王 。 フ ァ ン トマ イル を 悪夢 の 世界 に 
変え る こと で 、 か つて 自分 を 封印 し た 
人 々 に 、 自ら の 死 を も 辞 さ な い 覚 悟 で 
復讐 し よう と し て いる 。 闇 を 自由 自在 
に 操っ て 、 異 空間 を 創り 出し 、 ク ロ ノ 
ア た ち を 苦し め る 。 











じ つ ち ゃ ん ……* 


/ 條 風 の 村 の 長老 で あり 、 クロ ノア の 育 
て の 親 で も ある 。 現在 も クロ ノ 
。 ア と 一 緒 に 暮らし て いる 。 フ 
ァ ン トマ イル の 歴史 や 伝説 に 
つい て の 深い 知識 を 持つ 。 


と 1 113 
/ ーー カー" 


ガ デ ィ ウ ス に 忠誠 を 区 うし も べ 
2 と いう か 使い っ 走り と いっ た 
役どころ 。 一 生 懸 命 や っ て る の は 
分 か る が 、 どこ か 抜け て いる 。 






*oho オ ババ ゃ ーッ 


木 の 村 フォ ー ロ ッ ク の 長老 
で 、 村 の 中 心 に そびえ 立つ 
財 な る 大 木 の 上 に か らく り 
屋敷 を 構え て いる 。 じ っ 
ちゃ ん 同様 、 フ ァ ン トマ 久 
イル に つい て の 深い 信二 
知識 を 持つ 。 いい 


/ 


N\ コ て ほ 略 の 村 の ガン スト ン 採 掘 場 で 石 
モエ 寺 め て いた が 、 最近 で は 月 の 国 ま 
WW カ ャ テ 叶 知る うと 昔 闘 し て いる 。 な ん で も 、 
< ス に 芸 い た い の だ と か 。 












ンー ドブ フキ: Seadoph 紹 
まめ の 国 ジ シャ ツボ ポット 上 " 
昌 証 三 - 記 の 城 に 住み 、 久 か つて は ファ ント マイ ル に 数 多く ほ : 


還 地 に 計れ る こと の な 
MK を 守っ て ゾ 
is。 だ が 、 ガ 代 


棲 思 し て いた と いう 、 神 秘 的 な 巨大 
魚の 生き 残り 。 水 の 国 ジ ャ グ ポ ボット の 
貝 の 城 を 守っ こい る が 、 シ ー ド フ つ 王 


HL 


和 導 0 MA 
』 を 4 


ディ スズ が 現れ 同様 、 最 近 よ うす が お か し い 。 カ ラ = 
電王 よ うす が ル と いう 名 の 子供 が いる 。 


















ファ ント マイ ル の 歩き 方 
本 ガイ ド は 、 各 ビ ジョ ン の マッ プ と 、 そ 
の 見 どこ ろ や 冒険 の 難所 な どの 解説 で 構 
成 さ れ て いる 。 マ ッ プ に つい て は 、 難 ビ 
ジョ ン を さら に いく つか の エリ ア に 分 け 
る こと に よっ て 縮尺 率 を あげ 、 地 形 や そ 
こ で 入手 で きる アイ テム の 位置 な ど を 、 
で きる 限り 正確 に 再現 し て いる 。 

マッ プ 


= = ご に ちち て < る ちゃ 
ーー っ て その 厨 、 そ れ は 頂 際 
プア 食い て 京 を 靖 び 出す 。 


1 ) 2 以 ジ ャ ンプ は 品 須 テク (の mhtsneW < き 28 ト 6 


の 上 の 琶 のり サ 三 を 取る に は 、 で 段 ジ この ンー ガ 









員 矢 印 : 進行 方 向 ( 攻 
9 略 ル ー ト ) を あら わす 。 
用 同じ マッ プ を 何 度 も 
/| 行っ た り 来 た りす る 
| 場合 に は 、 見 や すく 
鐘 放 | する た め に 矢印 の 色 
。 | を 変え て いる 。 例外 


ボ つ の た 室 ご は 、 一 
ェ ー ズ こい いう この デー ム の の 二 テ クニ ッ ク が 発 、 首 の 上 に ある か の よう だ 
= 一 エニ ビー ボタン で て 「 虹 に ま 」 で 出し 、 本 が 、 弄 に まほ 月 。 静 は | ルート を は 
生ま ネー ニ ゼ 中 で の ジャ ンプ 中 に 、 も う 一 本 ジャ すれ た と ころ に あ ゃ 。 生 真 の 
ニー テー ン そ せ ピ ゴー アー- よう に 背中 在 け て 。 筐 開店 
ーーー つけ む マ で 。 





トン 

ドニ キー ニー ころ に 生 の か 
ョ ーー- で ニテ デー 硫 ジャン 
ーー 芋 い る ば ど 、 そば に 
= でき 王 つ 吾 テ ッ ト ン そ を 





























hm ネー デモ の 必要 は な し 。 悪い と ころ まで 可 ん の と 
= こそ 、 の 、 属 こ ご と の プロ フィ ー ル と 玖 語 ア っ ラン アー ーー ーー の 
eee (⑤) 有 の に 全訳 | も ある が 基本 的 に は 
これ は 五 エ の バル ー ダ 下 度 ー 衝 . ト EE 内 
アン た &, 「 還 還 認 7 傘 華 | ピン ク 色 より も 、 縁 
=ーー ニ ジ で 和 に 系 っ エア ィ テム を 匠 り 、 信 計っ て いる の と かど P に ち の っ 色 が 、 緑色 より も 黄 
モ 友 宇 だ 。、 型 に 県 のり が の コ 由 ジャ ン 守る = 、 ヽ 1 っ が ゴー 
つや が ウ 下 の の ゆけ らち 、 旬 り 天 り Cc N ーーー 党 い $ 記 色 の ほう が ゴー ル に 
き 和 に る 投 ブ ジャ ンプ を すれ ば ぼ 四 し や すい 。 ーー ニャ ンー デー ー - ^、 ヽ 1 
< 1 20 SF い 。 
(の 二 モ ポル ー ト . - 議 計 大 : 各 ビジ ョ ン ご と 


















屯 の か けら を 友 り な が ら 導 で 語 当 ー 較 
の に 守 ん で いく と 、 下 の 2 革 の ( 才 間 077 を で sS (に こ 、 カ タカ ナ で 記号 
ます は か ら 棄 虹 か ら 斉 び 殖 り る こと に な る 。 gz 調 ビ ジョ ン で は 証 基 S 
9 5 る 如 分 、 思 を 山 て すぐ 胃 る と 、 そ の ーー サー 見 を つけ た 。 同 ヒン 
こよ に な っ で い * し は に よー - す つ 電 め や こと が で | 「 コ 
つこ ころ に は 、 上 E 軸 の 製 時 計 な どの アイ テム が 着 こ か ら 拓 の 出口 暑 粒 症 <<.」 cu、 で 上 論 ヨ ン 内 の 同 じ 記 号 の 
。 モ その で 計量 。 住人 を 時 ける に は 、 い っ た ん ら ば の ルー ト 分 妹 点 識 P ア 証 月 ル ー ト に ある すべ K 扉 と つなが っ て いる 
。 ロジ ャ ン フ で な 上 に あがり 、 放 び 隆 り る 陳 に へ と 刻 っ て 今 拓 栓 て の の の か けろ e 







き 、 由 の 短 を 出現 さ せ で か ら 遂 える ま 


は 下 の ル ー ト < 攻 半 請 = 
や で に 居れ ば 、18 の 人 


時 し よう 。 





ムー ビー 
マッ プ 内 の 記号 
語 = の かけ ら (d) : 100 個 集め る と クロ ノア の 数 が ひと り 増え る アイ テム 。 わき に か か れ た 数 字 は 、 その 付 
近 に か けら が 複数 個 あ る こと を 示す 。 
厩 の か けら (大 ) : 夢 の か けら ( 小 ) の 5 個 分 に 匹 英 する 。 
は Im さ な ハー ト は 1 段階 大きな も の は 3 段階 クロ ノア の 体力 を 回 復 す る 。 
= フー ノア を ひと り 増 や す ア イ テ ム 。 
記 信 の 置き 時 詩 : こ の 時 計 を 取っ て お く と 、 ク ロン ノア が 倒れ た と き に 、 その 場所 か ら 再 出発 する こと 





1 


が で きる 。 
ヨコ の た ま ご : 月 の 国 へ 送ら れる 傍 中 に こぼれ た 夢 の エ ネル ギー を も と に 、 太陽 の 神殿 で 、 た ま ご を 生む お 
ョ = ご コギ コ 。 その 中 に は 、 夢 の か けら な どい ろ い ろ な も の が ……。 中 が 透け て 見 える 透明 た ま ご も 存在 する 。 


基 邦 に 所 じ 込 め ら れ た 住人 : ガ ディ ウス の 登場 に よっ て 世界 の 夢 の バ ラン ス が 崩れ た た め 、 悪夢 に と ら わ れ 、 
三 に 圭 夢 に 魅入 られ て し まっ た 人 々 。 ビジ ョ ン ご と に 6 人 が 救出 を 待っ て いる 。 


語 の 天 : そ の 昔 、 いた ずら 好き で 、 いろ いろ な も の を 鏡 に 映し て ら 倍 に し て いた 妖精 。 ある 
日 、 太陽 を ら 倍 に し て 夜 を な くし て し まい 、 神 の 怒り を か っ つて 封じ 込め られ て し まっ た と い 
う 。 出し て や る と 、 し ば らく の 間 、 取っ た 夢 の か けら の 数 を ら 倍 に し て くれ る 。 


カキ : 扉 を 開け る た め に 必要 な アイ テム 。 


に キー アイ テム : カギ の よう に 、 取っ た り 壊 し た り し な いと 先 へ 進め な い ア イ テ ム 。 クリ スタ ル や 宝玉 な ど が 
っ 2 ある 。 


ズ スイッチ : こ れ を 入れ る と 、 マッ プ の どこ か に 変化 が ……・。 








VISION1-1 


桂 に 空 か の ら な に か が 落ち て くる 夢 を 
見 た クロ ノア 。 そ し て その 朝 、 そ れ は 現 
実に 。 ク ロ ノ ア は 或 いて 家 を 飛び 出す 。 


( 1 ) ら 展 ジ ャ ンプ は 必須 テク (②) 吊 き あぁ る 2 ロ ノ ア 0 の 佐 


看板 の 上 の 夢 の か けら を 取る に は 、 2 段 ジ この ン ガ ポコ の た ま ご は 、 一 

ャ ンプ と いう 、 この ゲー ム の 必須 テク ニッ ク が 見 、 道 の 上 に ある か の よう だ 
いる 。 ロロ また は 〇 ボタ ン で 「 風 だ ま 」 を 出し 、 敵 が 、 影 に 注目 。 実は ルー ト を は 
を 捕まえ た 状態 で の ジャ ンプ 中 に 、 も う 一 度 ジ ャ ずれ た と ころ に ある 。 写真 の 
ンプ ボタ ン を 押せ ば オー ケー。 よう に 背中 を 向け て 、 敵 を 上 ぶ 


ann ーー つけ れ ば 神 る こと が で きる 。 
(③) 便 利 な テッ トン 6 上 


また 高い と ころ に 夢 の か 較 
けら が 。 も ちろ ん ら 段 ジャ ン 議 識 譲 
プ で も 取れ る けど 、 そ ば に 開陳 隊 講 』 






















いる 透明 の 敵 テ ッ ト ン を 90 が TDI 
捕まえ れ ば その 必要 は な し 。 高い と ころ まで 運ん ii 


で くれ る 。 な お 、 敵 ご と の プロ フィ ー ル と 攻略 ア 


ドバイ ス は P158 を 参照 。 月 の 国 を 目指 す !? 6 


珍 の か けら を 全部 取る に は これ は エ の バル ー が 叶 

中 の 塔 。 伝説 の 歌姫 レフ ィ ス が 

扇 風 区 と いう 、 風 を 出す 不思議 な 草 が 住 お と いう 、 月 の 国 を 目指 し て 
吹き 上げ る 風 に 乗っ てこ アイ テム を 取り 、 住 造っ て いる の だ と か 。 な か に は 
人 を 救出 だ 。 風 に 乗り な が ら の ら 段 ジャ ン 夢 の か けら が ある の で 取り 忘れ 
プ も 有効 。 が け 下 の 夢 の か けら も 、 飛び 降り な いよ うに 。 
る 際 に ら 段 ジャ ンプ を すれ ば 回 収 し や すい 。 






まずは 上 ルー ト か ら 


マッ プ 上 で 影 に な っ て いる 部 分 、 塔 を 出 て すぐ 中 
の と ころ に は 、 記 憶 の 置き 時 計 な どの アイ テム が 回 
ある の で 注意 。 住 人 を 助け る に は 、 い っ た ん らら 詩 
段 ジ ャ ンプ で 左上 に あがり 、 飛 び 降 り る 了 共に 加 
か 風 だ ま を 当て よう 。 さ て 、 こ こ で ルー ト が 
上 下 に 分 か れ て いる が 、 先 に 上 か ら 攻 
e め る と 効率 が いい 。 
AR 名 


6966 





PT-W- 





人 








四 ホ WN ヾ っ を 取り な が ら 道 な ( _ 
四 sm こい く と 、 風車 の ら 暗 の (@) 角 の 精 の 力 を 借 り て 
還 議 還 到 びび 詩 り る こと に な る 。 各 ビ ジョ ン で は 生 
日語 二 。 倒 胡 の 場 の か けら を 150 纏 





末 還 手中 きる 。 こ ずつ 集め る こと が で 「 
還っ の 出口 そ きる 。 1 - 1 で は 、 下 = 
ーー 三 ルー ト に ある すべ と 
時 坪 っ て 、 今 て の 夢 の か けら ニ 
を 、 鏡 の 精 を 出現 させ て か ら 消 える ま 


[ w*p レ し レート を 攻 
に 


し 





で に 取れ ば 、150 個 達成 可能 。 








空 が の ら な に が が 落ち た の は 、 風 の 村 に 
ある 鐘 の 丘 の ほう 。 ク ロ ノ ア と 相棒 の 
ヒュ ー ポ ボー は ば 、 鐘 の 丘 を 目指 すこ と に 。 


(@⑱) の つけ か ら 回 り 道 


スタ ー ト 位置 の 左上 に 見 える 住 

人 を 助け る に は 回 り 道 が 必要 。 写真 ( 左 

下 ) の 位置 か ら 飛 び 降 り る と 、 左 方 向 へ の 

ルー ト が ある 。 そ の 左端 で 吹き 上 げ て いる 
強風 に 乗れ ば オー ケー だ 。 

と ころ で 、1- ら で 夢 の か けら を 150 個 集 

め る に も 、 鏡 の 精 を 出現 させ な いと ダメ 。 鏡 

















信 ち な み に 、 ク ロ ノ ア が 残り ひと り に な 
る を だ 。 と どど に 避 ツ ウ ガ ポ コ の た ま 選 が 出 現す 
る こと が ある 。 中 身 は 1UP だ 。 


この 柱 の 胃 則 は …… 


P18 の map 1 - ら -1D は 、 右 の map 
1- ら -1a を 別 の アン グル か ら 指 いた 
も の 。 マ ッ プ a で は 、 こ の 柱 の 裏側 
が カゲ に な っ て し まっ て いて 見 る こ 
と が で き な い が 、P ロ 18 の マッ プ D で 
確認 する こと が で きる の で 参照 され 
た し 。 





(③ トロ ッ コ は 完全 自動 運転 


トロ ッ コ に 乗っ て いる 間 、 クロ ノア は どの よう に 動 こ うと 転落 する こと は な い 。15 個 中 
まで の 夢 の か けら は 、 ほぼ 一 定 の 間隔 で 空中 に 3 個 ず つ 並 ん で いる 。 全部 取る に は : 
ャ ンプ だ け で な く は ば た き が 必要 。16 個 目 か ら は 、 ト ロッ コ の 中 央 付近 に 立つ て い 


ば 取れ る 。 
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の 精 は 、 出現 後 10 秒 定 ら ず で 消え る まで @ 
間 、 クロ ノア が 取っ た 夢 の か けら を ら 倍 に 
て くれ る 。 2 ら 段 ジャ ンプ と 、 ジャ ンプ ボタ 
の 押し っ ぱな し で 空中 に と ど ま る “は ば だ た 層 
の テク ニッ ク を 組み 合わ せ 、 鏡 の 精 の する $ 
隣 に ある 1 ら 個 の か けら を 時 間 内 に 回 収 過 
て みよ う (写真 右 下 )。 





信 か けら は 左右 2 列 ず つ 2 回 に 分 け て 取る と い 


い 。 ジャ ンプ し が て ら 1 列 、 降下 し な が ら 1 列 ゲ 
ッ ト を 2 セッ ト 。 
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InaDT- グ -1 








裏側 は …… 


P16 で も 触れ た と お り 、 この 

map は P16 の map 1- ら - 1a の 別 

アン グル バー ジョ ン だ 。 扉 ⑦ に 入る 

と 、 こ の マッ プ Db で は 壁 で カゲ に な っ て 

いて 見 えな い ト ロッ コ 乗 り 場 へ 出る 。 マ 

ッ プ a を 参照 の こと 。 な お 、 ト ロッ コ の 終 
点 は 、 ご どちら の マッ プ で も 確認 で きる 。 
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この あたり で 足場 が 棚 切 れ て いる と こる 
は 、 下 か ら 強 風 が 吹き 上 げ て いる の で 、 沙 ま 
る 心配 も な く 、 上 へ と ラク ラク 移動 で きる 
た だ し 、 一 度 風 に 乗っ こし まう と 後戻り は で 
き な い の で 、 ア イ テ ム の 取り 忘れ に 注意 。 
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この ン ガ ポコ の た ま ご も 、 ル ー ト を は ずれ た 
と ころ に ある 。 写真 の 位置 で 、 この よう に 正面 を 
向い て 敵 を ぶつ けれ ば 割れ る 。 
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' ジ ツジ ャ イア ント ム み ゥ 登場 





i 体 は 、 そ の 還 
アン トム > ゥ ウ 較 
kc 
' ま で 点 く ら 軸 

請 : よ SPP し ば らく する と 
ゝ て し まう 。 と 、 一 見 強 そ うだ が 、 た だ 
うけ る だ け で 倒せ て し まう 。 ジャ イア 
を はじめ 巨大 な 敵 は 、 倒す と 夢 の か 

! 出 て くる 場合 が ある 。 





の る 





還 の よい 半 あ 方 


こ で ルー ト が 上 下 に 分 岐 し て いる が 、 完 に 下 へ 行っ た 
ほう が 和 効率 が も \U\。 扉 に 入っ た あと に 矢 EH の と お り 進 め ば 、 
分 岐 点 付 近 に 戻っ て くる 。 その あと で 上 の ルー ト を 行き 、 扉 
⑤ へ た どり つけ ば ムダ が な い 。 ちな み に 、 扉 〇 付近 に ある ン ガ ポ ボ 
コ の た ま ご は 、 目 に 見 えな い 。 クロ ノア が 触れ れ ば 見 える よう に 
な る の で 、 探 し て みよ う 。 














か けら を 取る 前 に 鏡 の 精 を 


1 - ら で の か けら を 150 個 集め る に は 、 
写真 上 の すべ て の か が けら を 、 鏡 の 精 を 出現 
させ て か ら 取 る 必要 が ある 。 と ころ が 、 その 鏡 
の 精 の も と へ た どり 意 くに は 、 どう し て も 手前 
に ある か けら を いく つか 取ら な きゃ いけ な いよ 
うに 見 える 。 が 、 そう 見 える だ け で 、 実は これ 、 
ちょ っ と トリ ッ キ ー な シチュ エー ショ ン だ 。 鏡 の 

青 は 風 だ ま か 敵 を ぶつ けれ ば 出現 する の で 、 わ 
ざわ ざ そ ば に いか な く て も 、 写真 の 位置 か ら 敵 
を 投げ つけ れ ば いい 。 


















売 に 下 の ル ー ト へ 





ここ で ルー ト が 上 下 に 分 岐 し て いる が 、 先 に 下 の ル ー ト 
を 攻略 し た ほう が 効率 よく 進め る 。 下 ル ー ト 上 に ある アイ テ 
ム を 回 収 し た あと 分 岐 点 まで 戻り 、 続い - 上 ルー ト へ 進 も う 。 
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マル に バッ テン は 要 チ ェ ッ ク 


NPD の ここ | で 、 上 の ルー ト に 進ん だ は いい が 、 スグ に 行 
AM " ーー ン N き 止 まり だ 。 ここ は ひと つ 、 道 を ふさ いで いる へ 
ン な マー ク の 描か れ た 柱 の よう 
な も の に 、 捕まえ た 敵 を ぶつ け て 
みよ う 。 する と 柱 は 倒れ 、 進路 が 
ひら ける 。 今後 も 、 マ ル に バッ テ 
“ ン の 印 が 描か われ て いる モノ を 
見 た ら 要 チェ ッ ク 。 それ が な 
ん で あれ 、 と りあ え ず 敵 を 
し ぶつ け て みる こと だ 。 
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引 の 丘 の 上 で 事件 に 適 遇 ! 
や っ と 鐘 の 丘 に た どり 六 い た クロ ノア と 
ヒュ ー ポ ボー。 そこ で ふた り は 、 ガ デ ィ ウ ス 
な る 人 人物 が 歌姫 レフ ィ ス を さら っ て 空 に 
消え る の を 目撃 し た ! ガ デ ィ ウ ス の 
。 。 手下 の ジョ ー カ ー は 幻 獣 を 呼び 出 

し 、 ふた だ た り を 始末 に か か る 。 


SN ロ ノ アァ SS 1 と JE: ら 】 Fa ] 
の あと 点 た た cO 飛 ぶ 上 が 


は ペニー に に ーー ここ で 
sss S 
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に SS am に アコ ます 
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上 半身 ご と 前 に 倒れ て くる ご 
SS 倒す 回 貞 5 5j こ の) 背 ! SR ャ シ ン ン RES 


レコ rp]P 必 っ fe: は 9 周 叶 。 
くく Dj て 玉 に 回 D 和 み 、 














く に NN こ - 
Ni ツ ーー ーー で CS に = 
ロン ゴラン ゴ は 


に まま W/ 


2 ニン す 。 | ド 







2 ま に コ 


さと 計 okA 届 び びき 和装 て て きこ よ 
。 と 誰 了 ま の と 滞 装 帯び びす の re さき 
St 。S 藤 は と 癌 ご rc は rru る で 人 














和紀 3 ハー ト が は 


す ガ ディ ウス 、 ジョ ー カ ー ー と 呼ば れる 
吉 そ うな ふた り 組 が 、 な に か た くら ん 
で いる よう す だ 。 















口 ン コラ トク 5 | Rongo Lanmgo 


mm えな が 、 自ら 製 作 し た 人 形 に 、 チカ ラ の 
IE 陸 諾 載 半 学 の 種 を 埋め 込む こと で 生み 出 
ョ ミミ フフ ル な 腕力 と 、 優れ た 跳躍 力 

F を あわ せ 持 ち 、 
生身 を 使っ て く 
り だ す 衝 撃 波 で 周 
囲 の も の を 粉々 に 砕 
く 。 た だ し 、 知 性 は 低 
く 命 令 さ れ た こと を 実行 
人 隊 の 9IP 









大 変 な こと に 巻き 込ま れ た !? 


ガ デ ィ ウ ス た ち も 探 し て いた 月 の ペン ダン ト 
は 、 釣り 鐘 の 下 に 隠さ れ て いた 。 それ を 拾っ た ク 
ロ ノ ア と ヒビ ュー ボー は 、 家 に 帰っ て じ っ つ ち ぢ ちゃ ん に 
すべ て を 打ち 明け る 。 大 変 な こと が 起き ぎ き て いる 
と 悟っ た じ っ ち ゃ ん は 、 木 の 村 フォ ー ロ ッ ク の 
オバ バ に この 事件 を 報告 する よう に と 、 クロ 
4 本 72 つ (2 


へ さき w 一 合議 ご 深 , 兵 テツ 
>Smr uskAS み SA へ IT 


at は NNHN の 邊 誰 さき ペ 。 放 の 





デー 





SOKXOSSS き 人 風 の 村 の 長 で ある じ っ ち ゃ ん に さえ 、 手 に 負え な いこ ご 
0 。 SN と な ん だ ろう か が !2? そん な に 大 変 な こと な の ? 










































月 の 国 、 歌 姫 の ペン ダン ト 、 ガ ディ ウス 
…… 数 々 の 謎 と 異変 を 知ら せ に 、 ク ロ 
ノア は 木 の 桂 の オバ バ の も と へ 切 ぐ 。 





右 の 上 下 の マ ッ プ は 、 同じ マッ プ を 異な る アン グル 

か ら 摺 いた も の 。 それ ぞ れ 木 の 幹 な どの カゲ に な っ て 見 

えな い 部 分 が ある が 、 も う 一 方 の マッ プ で 確認 で きる 。 

と ころ で 、 map ど - 1 - 1a の スタ ー ト 地点 付近 に は 、 クロ ノア が 

残り ひと り に な る と 、 シンガ ポコ の た ま ご か 出現 する こと が 
ある よ 。 


新しい 仕掛 け 登場 


ど 枚 の 木の葉 が 空中 に 漂い 、 一 定 の 間隔 で フワ フワ と 上 へ 
下 べ へ を 繰り 返し て いる 。 タイ ミン グ を 見 計ら っ て 飛び 乗り 、 
右 へ 移動 し よう 。 乗っ て も 破れ た りす る こと な く 、 安全 。 


(③) 夢 の か けら 150 個 へ の 条件 


ど - 1 で は ここ の 鏡 の 精 の 使い 方 が ポイ ント 。 まず 、 左 
「 側が か ら ジ ャ ンプ は ば た き で ジャ イア ント ムッ ゥ を 飛 
び 越 え 、 写真 の 位置 へ 。 そ し て 鏡 の 精 を 出現 させ 、 
2 右 に 飛び 降り 敵 (普通 の ム ゥ ) を 捕獲 。 左 に 戻り が て 
らら 5 つの か が けら を 取り 、 ジャ イア ント ムッ ゥ に 敵 を 投げ つ 
ける 。 す る と 、 ジャ イア ント ム ゥ を 倒す と 出る フ つ の か 

けら を 、 鏡 の 精 が 消え る 前 に 収集 で きる 。 
































上 下 ど ちら の マッ プ で も 見 えな 
の だ が 、 ここ に map ら - 1- ら に つなが 
扉 ⑦ が ある 。 道 な り に 行け ば た どり 閣 
は け 旨 。 





テッ トン の 使い 方 


P ど 8① の 立体 交差 の 上 ルー ト か ら こ こ へ 出る 。 ここ の ン ガ 
ポコ の た ま ご を 割る に は 、 テッ トン を 利用 し よう 。 テッ トン は 捕 
まえ る と 勝手 に 上 昇 し 、 そ の あい だ は ジャ ンプ ボタ ン が きか 
な く な る が 、 そ の ほか の 操作 は 通常 どおり に で きる 。 つま 
り 、 上 昇 中 に 攻撃 ボタ ン を 押せ ば た ま ご に テッ トン を 投 
げ つ けら れる し 、 方 向 キー を 押せ ば た ま ご の そば へ 移 
動 で きる 。 アイ テム を 取り 終わ っ た ら 右 か ら 飛 び 降 

り れ ば 、 すばやく 扉 ⑦ に 戻る こと が で きる 。 
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カキ が な いと 開か ない 扉 


作 な り に 行く と 、 扉 ② が 開か ず 、 こ こ 頻繁 に 登場 する 。 カギ は 一 度 使う と な 
“行き 止ま D り に な っ て いる 。 は て 困っ 。 く な っ て し まう の で 、 その つど 見 つけ 
) . と 道 を 引き 返 そ うと する と 、 森 の な けれ ば な ら な い 。 通常 は ほか の アイ 
削 人 が カギ を くれ る イベ ント が は じ ま テム と 同様 、 道 端 で 入手 で きる 。 
この 、 カギ の 絵 の 描か れ た 扉 は 、 ちな み に 、 扉 ② を 通る と どこ に 出る か 
) が な いと 開か が な いも の で 、 飼 後 も は 、map ら -1-1a(P1 フ ) を 参照 。 











テ 


扉 の か ら ス グ の と ころ が 立体 交差 

に な っ て いる 。 1 回 目 は 立体 交差 の 上 を 行 

きき 、 や る こと を すま せ て 放 た た び 扉 ⑦ に 戻り 

(P ら Z⑤ 参 照 )、 そ れ か ら 道 な り に ルー ト を 行こ う 。 

立体 交差 の 上 に 出る に は 、 写真 の 位置 か ら 左 ヘ ジ 

ャ ンプ 。 その あと 道 な り に 行く な ら 、 その まま 右 へ 進 
め ば い い 。 


( み ) さ ら に 高く 飛ぶ に は 


上 空 の 聞 の か けら を 取る に は 、 ら 段 ジ ャ ンプ 中 に 敵 を 捕 
まえ 、 さ ら に 2 段 ジ ャ ンプ を する “乗り 換え ら 段 ジャ ンプ " 
で 、 高く 飛び あがる こと が 必要 。 それ に は まず 、 転がっ て 
いる 敵 シ ェ ル ル を 捕まえ る 。 ち ぢ ちなみに シ ェ ル ル は 殻 か ら 

顔 を 出し た と き し か 捕まえ られ な い の で 注意 。 そし て 写 

真 の 位置 で ど 段 ジャ ンプ し 、 ぶら さがっ て いる 敵 ム ゥ マ 
ン キ ー を 空中 で 捕獲 、 ス グ に ジャ ンプ ボタ ン を 押す 。 



















0 の 82 の 原 7 ポ 旧 。 
| 29824 


。 か いさ へ べ 退 へ W べ 圧 潤 
と ヶ 虹 3③ いと へ Qu 鏡 rc 
と 時 き 渦 前 へ 記 舎 












信 カ ギ を 取る と 、 画面 の 右 
上 に カギ の 絵 が 表示 され 

る 。 その 状態 の と き に 扉 に 
骨 れ る と 、 扉 が 開く 。 
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(@) た ま ご は どこ に ある !? 


道 が ルー プ 状 に な 

っ て いる が 、 その まん な か 

の 空間 に 、 シン ガ ポ コ の た ま ご 

が ふたつ 漂っ て いる 。 シェ ルル 

を 所 まえ 、 写真 の よう に 背中 を 向 

け て ルー プ の 内 側 に 投げ つけ よう 。 
た ま ご は 動い て いる の で 狙い に くい 
まき まき 人 ぞ の うち 当たる っ て 。 





"ーー 


0) スレ ア / 


NN 
へ | 








奥行 き に は も う 慣 れ た 3? 


ここ に は テッ トン が いる が 、 よー く 見 る と 影 が 


/ NM 
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ャ ンプ し て 空中 で 捕獲 すべ し 。 


テッ トン は ルー ト 上 に いる の で は な く 、 
本 ジ 


ずれ た と ころ に いる の た 
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その 右 側 で 、 呈 くら ん で は トゲ トゲ の 玉 を 吐き 出し 





ト を は 
た 
玉 を 吐く の 


皿 れ 
r ュ 窒 さ 
て いる 黄色 い 敵 の 名 は ムイ ムイ 。 ム イム イ は 着地 する と 同時 
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な い 。 つ まり 、 
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(@) ふ た つの た まさ が お 出迎え | 


扉 ⑦ 付 近 に は ン ガ ポコ の た ま ご が 
ぶ ふた つ あ る 。 ひと つ は クロ ノア が 触れ る ま 
で は 目 に 見 えな い の だ が 、 地面 を よー く 見 て 
みる と 、 な に も な い の に な ぜ か 影 だ けが ある 部 分 
が ある 。 これ は 見 えな いた ま ご の 影 。 その あたり を 

よー く 探 し て みよ う 。 
ふた つ 目 は 道 の 下 に あり 、 クロ ノア 自身 は 絶対 に た 
どり 着け な さそ う 。 敵 を 捕まえ て か ら 木 の 葉 に 乗り 、 敵 
を 投げ つけ て 割る ろう 。 


(②) 転 落す る た て ムウ 


盾 の 役目 も 兼ね 備え た 槍 を 装備 し こい る や 
り ム ウゥ ウ 。 コイ ツ を 倒す に は 、 背後 に まわ りこ ん 
で 捕まえ る の が 鉄則 だ が 、 足場 は 狭い し 、 や 
り ム ウゥ は す ば し っ こい し で な か な が 難し い 。 
そこ で 、 正面 か ら 風 だ ま を 連射 し こみ よ 
う 。 攻撃 自体 は 慎 に は ね か えさ れ て し 
まう が 、 その 際 に 反動 で や り ム ゥ が 少 
し ずつ 後退 し 、 し まい に は 足場 か 
ら 転 落し こし まう ぞ 。 
ちな み に 、 クロ ノン ア が 残り ひと り 
に な る と 、 ここ に 1UP が 出現 する こ 
と が ある 。 








サミ ィ の トゲ 王 


一 番 大 き な 赤 い キ ノコ の 上 で は 、 サミ ィ と いう 瑞 が ピ ョ コ ピ 
ョ コ と ジャ ンプ し な が ら 、 ト ゲ の 付い た 玉 を 発射 し て いる 。 道 は 、 
この キノ コ を グル リ と 囲 お よう に つい て いる の で 、 サミ イィ は いろ いろ 
な 方 向 か ら トゲ 玉 を 発射 し て クロ ノン ア を 狙う こと が で きる 。 うま く 避 
けた と 思っ て 進ん で いく と 、 頭上 か ら 不 意 討ち を くら うこ と が ある の で 
気 を つけ て 。 


根 の か けら 150 個 収集 の た め に 


靖 の 精 が いる と ころ が か ら ゴ ー ル 
まで に ある 夢 の が か けら ( 緑 メ 1 1、 
青 ぶ どら ) を 、 鏡 の 精 が 消え る 前 に 
全部 取っ ちゃ いた いと ころ だ が 、 
時 間 的 に キビ シイ 。 ここ で は 、 制 
限 時 間 内 に 緑 の か けら を 9g 個 
と 、 青 の か けら を ひと つ 取 れ 
ば 、 150 個 収集 が 達成 で きる 
の だ 。 写真 の 3 つ は 鏡 の 精 
が 消え て か ら で も 大 丈夫 。 








TRG 


ml PS 水 の 国 ジ ャ ク ポット の 
も オバ バ に 会 い に 木 の 村 へ や っ て 来 た の だ が 、 
渡し の 木 が 枯れ て いて 行き 止ま り に な っ て いる 
と ご の まま で は この 先 に いる オバ / 2 5 
ヒビ ュー ポー が 聞き 出し た 話 に よる と 、 兵隊 が 住 の 

に も 民 が 5 き て の て っ だ さ o: 史 結 ク 4 ョ アタイ 2 は の 兵 人 に 子 人 時 は 

曽 し こみ る こと に 。 され た く な いで ち 。 


人 DINERSRRRIRERIRIRRINI 間 記 
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結局 、 オ / \ バ の も と へ た ど り 着 け な か 
つた クロ ノア 。 そ ご で 、 異 有 が 起こ っ て 
いる らし い 水 の 国 に ちょ っ と 寄り 道 。 


(@⑱) 新 た な 敵 と 新た な 仕掛け 





スタ ー ト し て すぐ 、 台 の 上 に 

乗 つ か つっ た ム ゥ 、 ムウ ボウ 登場 。 

乗 つ か つこ る ムウ ゥ を 捕まえ る と 台 

だ けが 残り 、 これ を 足場 と し て 利 
用 で きる 。 

少し 進む と 、 水 が 定 期 的 に 勢い よ 

く 吹 きき 上 げ る 仕掛 けが ある 。 ビジ ョ 


開 了 4 
NN 


ここ で 早速 、 ム ゥ ボウ か ら 台 | 
を 礁 つて こみ よう 。 で 、 捕まえ ! 


た ム ゥ を 使っ て 、 台 の 上 で ら 
段 ジ ャ ンプ 。 する と 、 右上 に い 


る 住人 を 助け る こと が で きる 。 

















ここ ら へ ん は 、 足 場 が 狭い うえ に 敵 の 攻撃 が 激しい 。 う まく 切り 抜け る に は 、 ま ず 写 真 の 
位置 に 落ち 着く 。 こ こ で 左側 か ら の トゲ 玉 攻 撃 を ジャ ンプ で 避け 、 緑 色 の 敵 フ ィ フ ィ が 牙 
上 が っ て くる の を 待つ の だ 。 そ し て フィ フィ を 捕まえ 、 ト ゲ be し 
玉 攻 撃 を 仕掛 け て いる 敵 ダ ビィ に 投げ つけ て 倒す 。 6 1 ON 上 si。8 林 庫 | し 、 足 場 を 切り 開い て いこ う 。 
続い て 、 も う 1 匹 フィ フィ を 捕まえ 、 ム ゥ の 頭上 で ら 段 四 | 
ジャ ンプ , ク ロ ノ ア は 捕まえ た 敵 を 下 に 蹴り 飛ば し 
て ら 段 ジャ ンプ を する の で 、 そ の 際 に 下 に いる 敵 
を 倒す こと が で きる の だ 。 ム ゥ を 倒し た あと に 
は 、 ア イ テ ム の 回 収 を 忘れ ず に 。 





































(map ら - ら - ら の 住人 を 助け る に は 


MAP ら - ど - ら ( 扉 ⑦) へ 行く た め に は 、 左側 に いる 
フィ フィ を つか まえ て 、 ら ぢ 段 ジ ャ ンプ (⑧@ の 要領 で ) し 
て 下 の 扉 ⑦ の 入口 か ら 入 る 。P36④ の 住人 を 助け 
た ら 、 扉 ⑦ の 前 を 通っ て 住人 を 助け た あと 、 た た 
ン 1 に あっ た 風 の 仕掛 け と 同様 、 乗っ び こ こ に 戻り 、 マップ の 右上 方 向 に 移動 。 
か れ ば 上 へ と 移動 で きる の だ 。 

水 に 吹き 上 げ ら れ て 右 を 見 る と 、 夢 
の が けら が 8 つ 並 ん で い 
る 。 クロ ノン ア が 残 ひ と り 


4 と ここ に 1UP が < IM | 当 k 208m ニ 1 吹き 上 が る 水 の し か け に 乗る 前 に 、 その 右側 で 
出る 場合 が ある 。 2 7 Il ソン “ ム ゥ を 捕まえ て お こう 。 緑色 の 足場 か ら 赤 い レ ン 
ガ 作 り の 道 へ 飛び 移る に は 、 ら 段 ジ ャ ンプ が 必要 
だ か ら だ 。 

















ここ で は 、 鏡 の 精 
が 消え る まで の 間 
に 、 青 いか けら を 
ひと つ 、 緑 を 3 つ 
| 凍 呈 還 8 取れ ば オー ケー。 
Im ==@』 衣 限 時 間 に は 余裕 が あり そう だ が 、 取 
「 り 方 に コツ が いる 。 写真 の 位置 か 
ら 右 方 身 へ ジャ ンプ し て 飛び 隆 
り る 途中 、 飛 ん で いる 敵 フ ラム 
ゥ を 捕まえ 、 即 ら 段 ジャ ンプ 。 す る 
と 、 下 に 蹴り 飛ば され た フラ ム ゥ に よ 
り 、 鏡 の 精 が 出現 する 。 そ の まま は ば た 
き 続 けれ ば 青い か けら が 取れ る 。 あ と は 普 
通 に 緑 の か けら を 収集 。 


人 ) 狭 い 足場 に ジャ マ な ムウ 


クロ ノア ひび ひとり 立つ の が や っ と 
と いう 狭い 足場 に 、 ム ゥ と いう 先客 
が いる 。 フ ィ フ ィ を 捕まえ 、 ムウ ゥ の 
頭上 で ら 段 ジャ ンプ を し て ムッ ゥ を 倒 








ンク 












この マッ プ で ツボ の カゲ に な っ て いて 見 えな い 部 分 
は 、 道 な り に 進ん で いけ ば 大 丈夫 。 や が て 扉 ① が 現 
れる の で な か へ 入ろう 。 
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入 青い 夢 の か けら と 住人 が 
1 見 える この 場所 に 登る に は 、 扉 
ニン ⑦② を くぐっ て か ら 最 初 に 出会う ム 
ウゥ ボウ ゥ の お 世話 に な る 。 まず 、 台 の 
上 の ム ゥ を 捕まえ 、 その まま 台 に 乗っ 
て 左 へ 移動 。 台 が つっ か えた と ころ で 、 
左上 へ 飛び 移る 。 そし て 、 飛び 移っ た 足 
場 の 左端 で 、 捕まえ た ム ゥ を 利用 し て ら 段 
ジャ ンプ を すれ ば 、 アイ テム の ある 場所 
へ と 登れ る の だ 。 
た だ し 、 ら 段 ジ ャ ンプ を する ポイ ント に 
は 、 無 敵 の 浮遊 物体 ササ ルン が ウロ ウロ 
し て いる 。 サ サル ン は その トゲ トゲ の 体 
で 、 ど 段 ジ ャ ンプ の た め に ぶ ふくらませ た 
ム ゥ を 、 バ チン と 割り か ね な い 。 
も し 、 ム ゥ を 割っ て し まっ た ら 、 
_ 右 へ 引き 返 そ う 。 マ ッ プ 右 下 の 、 
。 、 夢 の か けら が 並 点 先 に は フィ 
交 公 5 導 2 フイ が 橿 し て いる 。 フ ィ 
2  ) フィ を 捕まえ 、 台 に 乗る と こ 
! _ ろか が か がら や り 直 し だ 。 








ご こ に フィ フィ が 住ん で いる 。 
ムウ ゅ を 割っ て し まっ た ら 、 2 段 ジ ャ 
シ プ 用 に フィ ブフ ブ ィ を 捕まえ よう 。 


年 ふく ら ま せ た 煎 
サル ン に 触れ る と 購 
て し まう 。 ク 回 只 

ササ ルン に 接触 ず 四 
ダメ ー ジ を 受け る 。 


| いる 住人 を 助け る に は 、 いっ た ん 扉 
者 出 て 、 map ら - ら -1 に 戻り 、 扉 ⑦ に 入 
時 が ある 。 P34 の ⑤ を 参照 の こと 。 住 
者 朋 け た あと に は 、 上 ふ た た び 扉 ⑦ か ら 
mm ビ ど -1 に 戻る 。 





























完 に 左 ル ー ト を チョ イス 


写真 の ポイ ント で ルー ト が 左右 に 分 岐 し て いる 
\、 先 に 左上 ルー ト を 選ぶ と ムダ が な い 。 
左 へ 進ん で いく と 、 ム ゥ ボゥ の 台 
無人 で ビョン ピョン は ね て いる 。 こ 
れ に 乗っ て いく と 、 マッ プ 左 下 の 住 人 
を 助け る こと が で きる 。 住 
人 を 助け た ら 分 岐 点 ま 
で も どっ て 、 今度 は 右 
> の ルー ト を 行こ う 。 

















ラー ニー 扉 〇 付近 に ある 記憶 の 置き 時 計 は 、 ルー ト を は ずれ た 
















ジン と ころ に ある 。 ル ー ト の 手前 側 に ある の で 、 クロ ノア が 正面 を 
デニ 向い て 風 だ ま を 撃て ば オー ケー。 この 奥行 き 感 、 
れ て も トリ ッ キ ー だ 。 
と ころ で 、 し ば らく 進む と 夢 の か けら が た て に 3 つ 並 ん で 
いる が 、 ここ に は 目 に 見 えな い ン ガ ポ コ の た ま ご が 隠さ れ て 
いる よ 。 
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VISION 2-2 
(@⑱) 強 制 スク ロー ル に 注意 。 


扉 ゆ か ら 入 っ て し ば らく の 間 は 、 ク 

ロ ノ ア の 意志 と は 関係 な く 、 水 の 流れ に 乗 M 

っ て 強制 的 に 前 進 さ せら れ て し まう 。 一 度 そ の 

流れ に 乗っ て し まう と 引き 返す こと が で き な い の 

で 、 ジ ャ ンプ や は ば た き を 駆使 し て アイ テム の 取り 

も らし を 防ぐ よう に 。 ま た 、 こ の マッ プ の 後半 で も 、 
同じ よう な 強制 スク ロー ル 区 域 が ある 。 


ほ ) ジ ャ イ アン ト た て ム ら 登場 


の 、 マッ プ で は ちょ うど 柱 の カゲ に な っ て 見 えな いと 

へ 証し か か る と …… 出 た 一 >、 盾 を 装備 し た た て ムウ ゥ 
ロッ カイ 版 、 ジ ャ イア ント た て ム ゥ ! まず は 背後 か ら 

時 上 いつ け て 倒し 、 夢 の か けら を いた だ いて し まお う 。 倒 
『 も 人 し て も 、 新た な ジャ イア ント た て ムウ が どこ か が ら と 
や つて くる が 、 か けら を 出す の は 最初 の 1 回 だ け だ 。 

| 、 写真 の 位置 で ぬ ふくらませ て お いて 、 速攻 で 別 の 

量 生 用 よ え て くる 。 そし て ふく らん だ ジャ イア ント た て ムウ 
| 目 っ て 足場 と し 、 そ の 上 で 2 段 ジ ャ ンプ を キメ る と 、 アイ 

ま ム が 並ぶ シー クレ ッ ト ド ト (!?) コ ー ナ ー へ 行け る 。 






















ロロ し リア 人 定 
() カ ラル と の 出会い 


この ゲー ト を くぐる と 、 カ ラル と 
いう 名 の 小 触 が オリ に 閉じ 込め 
られ て いる 。 ス イッ チ を 操作 し て 
) は 風 だ ま か 敵 を 当て 2 リ に 閉じ 込め られ て いた 小 魚の カ PR 
WW で きる 。 と ころ で この ラル 。 そ の 姿 も 鳴き 声 も 言葉 づか い ど ヽ 異変 は この 国 の お 城 の な 

! ルー ト を は ずれ た と も 、 と っ て も か わい い 。 さ ぁ 、 マ マ を が で も 起 寺 て いる らし い 。 カ 

の だ 。 助け に 行こ う ! ラル の ママ も ガ デ ィ ウ ス 

に 操 ら れ て いる の か 、 へ 
ン に な つっ ちゃ っ て いる 
と いう の だ 。 ク ロ ノ 
の 志 区 ユー ポー は 力 
ラル の 背中 に 乗っ つて 、 お 
城 に 乗り 込む こと に 。 



































奥行 ぎの 感覚 が つか め て き て も 、 
ここ の 3 本 の 柱 の 回 り を グル グル 
回 つて いる ササ ルン の 軌道 は ど 一 W 
も 分 か り に くい 。 影 を 観察 すれ ば 分 か る が 、 写真 
の よう に 苦 柱 の 左端 に いれ ば ササ ルン に は 当 た 
ら な いよ 。 
と ころ で 、 ここ の 1UP を 取る に は 、 一 度 左上 
に 登っ て し まっ て 、 そこ か ら 飛 び 降 り る の が 
手 っ 取り 早い 。 ちな み に 、 クロ ノア が 残り 
ひと り に な る と 、 ここ と に も う ひ と つ 1UP 
が 出現 する 場合 が ある ぞ 。 
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ーー カラ ル の 育 に 乗せ られ て 
ーー _ カラ ル の 背 に 揺 ら れ 、 到着 し た の は 水 の 
ーー 国 の 貝 の 城 。 カ ラル か ら 聞 いて いた と お 
ニニ り 、 マ マ の パメラ の よう す が お か し い が 、 
2 王様 の シー ド フ も ヘン で 、 ガ デ ィ ウ ス 
Se の 名 を 口 走 る 。 すべ て は ガ デ ィ ウ ス 
。。。。。。。 の し わざ な の だ ろう か ! 









KC ニ EZa 

言 が そ 

o: 7 の 
EE Ce | 
ミミ SS た ちえ 縛 細 細 軸 記 

ー な や ゃ ば 

人 ご あ ま に 

- 5 が 水 

2 や う 

。 Na の で 

人 ン ム 、 上 還 菜 公 ae0E に に 

W ここ 

う つ 

の た 

に デベ 


信 シ ー ド フ 王 が 呼ん だ 巨大 魚 パ 
メラ は カラ ル の お 母さん だ 。 心 
配 そ うな カラ ル 。 
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エ ウ ツィ ルル パメラ か 
gwith エ ヴ ィ ル シー ド フ 王 Kimd Evil sheadoph 
計 さ ん で ある パメラ は 、 こ の 水 の 国 ジャ グ ポ ッ ト を 愉 

sm 講 - その 背中 に 乗る シー ド フ 王 は 、 こ の 国 の 王様 だ 。 
= ニニ 未 は 善良 な 存在 だ が 、 現在 、 シ ー ド フ 王 は 闇 の *。 

ピー ド 仮面 を か ぶせ られ て ガ デ ィ ウ ス 
1 に 操 ら れ て いる 。 また 、 パメラ に は 
ま ど い の 種 が 埋め 込ま れ て い 
る 。 必 た て に 分 か れ て 攻撃 
を し て きた りら り 、 敵 の 位置 を 常 
に 正確 に 感知 する な ど 、 その 知力 
の 高 さ を 見 せつ け て くれ る 。 hh 


ます! 





生 に が えつ た パメラ と シー ド フ 

ガ デ ィ ウ ス に 操 ら れ て いた パメラ と シー ド フ は ほ 、 
よう や く 我 を 取り 戻し た 。 クロノア か ら 事 件 の 話 
いて 譜 を 聞い た シー ド フ 王 は 、 ガ ディ ウス が 月 の 国 を 
主 ミ SSSSSEE 記 認 2 日 つこ て いる こと を 悟る も 。 そ し て 、 月 の 国 の こと 
-s 庫 を 知る 木 の 村 の オバ バ の 身 を 案じ る の だ っ た 。 
木 の 村 へ 女 ぐ クロ ノア た ち を 、 カラ ル が 送っ 
て いっ て くれ る こと に な っ た 。 


px \ 
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ST は Ok 胃 上 本 SN さ ロ 
ゞ Y 本 上 四 コ テー 党 d 弄 征 M 





ご 
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or は より 計 の の 呈 還 慌 





人 オバ バ が 狙わ れ て いる !2 クロ ノア た ち は カ ラテ ラル に 友 
っ て 、 急い で 木 の 村 へ 戻る こと に 。 








VISION 3-1 


水 の 国 で の 問題 を 解決 し た クロ ノア は 、 
3 木 の 村 へ と 戻る 。 今 度 こ そ 異 変 の 謎 を 解 
上 - く 氏 を 握る オバ バ に 会 わな く て は 。 








(@) 気 に な る 印 の 木 逢 発見 ! 


スタ ー ト 地点 か ら 少 し 歩く と 、 スプ リン グ 
が ふた つ あ る 。 乗っ て ジャ ンプ すれ ば 高く 飛 
ぶ こ と が で きる し か け だ 。 ちな み に 、 クロ ノア 
が 残 り ひ と り に な る と 、 ふた つの スプ リン グ の 問 
に 1UP が 出現 する こと が ある 。 
さて 、 道 な り に 進 お むと 、 マル に バッ テン 印 の 木 箱 
が 見 えて くる 。 な ん だ か 敵 を ぶつ け て みた く な る が 、 
あい に く こ の あたり に は 敵 が いな い 。 そこ ご で 、 右 へ 
進ん で みる と ゴン ドラ が ある の だ が 、 動く 気配 は な 
い 。 あ ぎ ら め て 左 へ 戻 ろ うと する と 、 どこ か ら と も 
な く 敵 が ワサ ワサ 現れ る 。 早速 、 赤い ム ゥ を 捕 ま 
ズ えて 木 箱 に 点 つ け て みよ う 。 案の定 壊れ る 。 と 
ころ で 、 銀 の 敵 は よろ い ム ゥ 。 風 だ ま を は ね か 
えす 鎧 を 装着 し て いる の で 捕まえ られ な い 
\、 英 を ぶつ けれ ば 鎧 は 壊れ る 。 


- イ - べ : 欠 の 
(②) mm グー) 
番 人 に 道 遇 


木 箱 を 壊し て 左 へ 進 お むと 、 誰 
が が 縄 で 縛ら れ て いる ! 実は 
従 は ゴン ドラ の 番 人 で 、 縄 を と 
いた クロ ノン ア へ の 恩返し に 、 ① 


で 見 が けた ゴン ドラ を 動か し て 









JICIomoa 
door 


Phantomiie | 


W98 記 き - 朋 - 肖 
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上 う 


マッ プ の 最上 部 で は 

















9 ラ 


また コ 


コロ 人 
に 、 も う ひ と つ ゴ ンド ラ が ある 。 こ 
れ に 乗る と 、 カ ギ の 入っ た ン ガ ポコ 
の た ま ご な どの ある や ぐら (!?) の 
よう な と ころ へ た どり 薄く 。 ア イ テ ム 
を と っ た ら 引 き 返 し 、 左 へ 行こ う 。 カ 
ギ で 扉 を 開け る 前 に 、 上 に いる 住人 
を 助け る の を 忘れ ず に 。 扉 を 開け る 
と ゴン ドラ が ある 。 そ の 行き 先 は 矢 
EHI の と お り 、 同 一 マッ プ 上 だ 。 
















ら 段 ジャ ン フ で 木 納 を 壊せ 


この 木 箱 を 壊す に は 、 その 真 上 
で ら 段 ジャ ンプ を すれ ば いい 。 そし 
て 夢 の か けら を 回 収 し 、 住人 を 
助け よう 。 
















ゴン ドラ に 乗っ て 、 この マッ プ の 最上 部 まで 行く と 、 ル 
ー ト が 左右 に 分 岐 し て いる 。 先 に 右 へ 行く と ムダ が な く て 
いい 進み 方 が で きる 。 

右 ル ー ト の つき あたり に 、 よろ い ム ゥ が 3 匹 ウ ロウ ロ し て 
いる と ころ が ある が 、 その 奥 に 例 の EH の 木 箱 を 挟ん だ 柱 が 
見 える 。 画面 で は 確認 で き な い が 、 実は この 柱 、 上 に も う 
ひと つ 木 箱 を 乗せ て いる の だ 。 画面 で 確認 で きる 木 箱 に 
狙い を 定め て 敵 を 投げ つけ る と 、 木 箱 が 壊れ て 柱 が 崩れ 、 
向かい 側 に も う ひ と つの 木 箱 が 落ち る の が 見 える 。 

続い て 分 岐 点 まで 戻り 、 飼 度 は 左 ル ー ト を 。 する と 、 
さっ き 沙 ち た 木 箱 が ルー ト 上 に 落ち て いる 。 な か 
に は 扉 ⑦ を 開け る カギ が 入っ て いる 。 
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0606 
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進ん で い 


| 測 活 ⑧ | る 。 _ 島 > ミア ァ ム ーー il l に く と 、 ル ー ト の 
| が で も 。 ン ッ 前 SS、 1 |」 ' 二手 前 に 花 の つぼ 





み が 見 える 。 こ れ に 
ーー 英 を 投げ つけ る と つ 
ほぼ み が ひ らき 、 花 の な か か ら ン ガ ポ ボコ の た まどか 現れ る よ 。 この ビジ 較 議 
ョ ン に は ほか に も 花 の つぼ み が い くつ か ある の で 、 見 つけ る た びに 敵 
を ぶつ け て みよ う 。 ちな み に 写 真 の 場所 に は 、 クロノア が 残り ひと り 
に な る と 、 1 UP が 出現 する 場合 が ある ぞ 。 





























まず 、 ス プリ ング が ふた つ 並 ん で いる と こ 

ろ で フラ ム ゥ を 捕まえ 、 つり 橋 へ の 玄関 口 に 

ら 段 ジャ ンプ で 登り 、 夢 の か けら な ど を 取 

る 。 次 に 、 その 場 で フラ ム ゥ を 捕まえ て 
4 れ 。 左側 に 飛び 降り 、 ジャ イア ント よろ い ム ウゥ 

思 46) に フラ ム ゥ を ぶつ け よ う 。 す る と 、 体 の 

青い ジャ イア ント ム ゥ に 成り 下がる の で 、 

風 だ ま を 当て て ふく ら ま せ 、 上 に 登っ 

て フラ ムッ ゥ を 捕まえ る 。 これ を ジャ イ 

アン トム ゥ に ぶつ け て 倒し 、 その と 

き に 出 た 夢 の か けら を 回 収 する 。 


木 の 幸 の な か に ム ら が ! 


上 の マッ プ の 後半 で は 、 木 箱 は ある し 、 花 の つぼ み は あ る 
し 、 ど 段 ジ ャ ンプ を し な いと 行け な いと ころ は ある し で 、 敵 
を 捕まえ だ たい 気 持ち で いっ ぱい な の だ が 、 あたり に は よろ 
い ム ウゥ ウ し が か いな い 。 だ が 、 写真 の 木 の 寺 に は 穴 が あい て 
いて 、 な か に は ムウ が 住ん で いる 。 スプ リン グ に 乗っ て 
ジャ ンプ し て 、 一 番 高く あがっ た と ころ で 奥 に 風 だ ま 

を 黄 て ば 、 ム ゥ を 捕まえ る こと が で きる 。 











) ス 々 の トロ ッ コ 面 


トロ ッ コ に 乗っ て か らし ば らく の 
間 は 、 サ サル ン を ジャ ンプ な ど ご で 避 
けつ つ 、 アイ テム を 集め よう 。 サ サル 
ン に 触れ る と 、 一瞬 クロ ノア の 操作 が 生生 エリ ァ の ササ ルン は 、 
で きき な く な り 、 アイ テム を 取り 逃がす 小さ な アク ショ ン で 避け よう 。 
合 も ある の で 気 を つけ て 。 NB 市 かけ 信 を 
鏡 の 精 を 出現 させ た ら 、 大 きく 右 に しま < くり で クロ ノア の 価 の 
カー ブ す る まで の 間 の 夢 の か けら を き が ヤバ イ っ て 感じ 。 
っ ちり 取 ろ う 。 それ が この ビジ ョ ン で 
の 150 個 達成 へ の 条件 。 サ サル ン は ら 
列 に な っ て 動い て いる が 、 ここ で は ジャ ンプ な どの 大 きい 

アク ショ ン で 和 避け る より も 、 列 と 列 の 間 を すり 抜け る 微 

妙 な 操作 を し た ほう が いい よう だ 。 」 
続い て 出現 する ササ ルン の 輸 は 、 ジ ャ ンプ で く ぐ ろ う 。 信 150 個 収集 を 目指 し て い 割 
その あと は アイ テム も な い の で 、 サ サル ン を 和 避け る こ に か けら を 取り 逃がし た 自 


yo 。 終点 の 記憶 の 置き 時 計 は 了 民 
と だ け に 集中 すれ ば いい \。 な い 。 そ の 状態 で ミス すれ | 


ふた た び ト ロッ コ の は じ 史 誠 
ら や り 直 すこ と が で きる 。 





つ 
maDp ラ - - き 











pharm / 1 「 












この セク ショ ン の 歩き 方 弁 べ ン 


原 ② を 出 て まっ すぐ 行く と 、 スイッチ を 操作 する に は 敵 を ぶつ け また また 
動か な い ゴ ンド ラ が ある 。 これ いい の だ が 、 う っ か ら 手 前 の ジャ イア ン 上 《) : 行き 止ま り !? 
を 動か す た め の 手順 と し て 、 まず 、 ゥ に 当たっ て し まう と 、 倒し た と き に 出 者 
































ちょ っ と 引き返し た と ころ に ある 木 箱 の か けら を 回 収 で き な く な っ て し まう 。 履 改作 の 住 お 屋敷 を 目前 に 
を 二 じ と スン リン グ 全 える まう に いら 、 イア ント ム ゥ が 動く タイ ミン グ を 見 計ら 評 環 旧 還 輌 また も や 行 き 目 まり 。 "0 
その 上 で ら 段 ジャ ンプ を キメ て 左上 に 登 ろ スイ ッ チ だ け を 狙 お むう 。 邊 斬 そこ を 警備 する 森 の 番 9 0700 の 表 、 
う 。 続い て 、 道 な り に 進 お と ジャ イア ント よ スイ ッ チ を 入れ た ら 、 右 方 向 に 飛び 陣 本 す AWAY の ちい 2 円 に 9 の Ja UBS 。 LU: 


生生 敵 を 投げ つけ れ ば ゴン ドラ の そば に 着地 で きる 。 ゴ 詩 選 帆 ま れ て し まっ た こと を クロ ノア ア に 告げ 、 オ / 人 の 屋敷 へ と 案 
。 鎧 が 壊れ て ジャ イア ント ム ゥ に 成り 下 が 。 ラ で 上 に あがっ た ら 、 まず 左 の ジャ イア 調 両 了 癌 くれ る よ 、 ちょ っ と 手 荒 だ けど ね 。 
な に ウロ ウロ bi は ID その 巨体 の う ムウ ゥ を 倒し 、 夢 の か けら を 回 収 。 続 いで 
し ろ に 隠れ て いた ゴン ドラ の スイ ッ チ が 見 え ルー ト へ 進み 、 花 の つぼ みや 木 箱 な ど 過 
る よう に な る 。 り 組 も う 。 





スイッチ だ け を 狙っ て 敵 を 投 代 と まで てく 入 ほ 、 の セタ ショ 
げ つ ける 。 か けら 150 個 取得 を ン も 終盤 。 ち な み に 、 ク ロ ノ ア が 
狙っ て いる の な ら 、 ジ ャ イア ン 残り ひと り に な る と 、 こ こら へ ん 
トム ウゥ を ここ で 倒し て は ダメ 。 に 1UP が 出る こと が ある よ 。 








し た 所) 


WISIO 向 
に | 





MIomoa 
OF 


Pantomile 


ニニ ーー ニニ モミ IE 昌 (④③ 敵 を 調達 し て こ な き ゃ 
木 の 村 の 長 巻 で ある オバ パ ババ が 住む お 屋 表 


- に は 、 か らく り じ が けが いっ ぱい 。 オ バ | | カポ コ の た ま ご が ある が 、 ぶ つけ る 敵 が いな い 。 
パ 教 出 は 一 筋 縄 で は いか な いみ た い 。 本 草 左側 の ゲー ト を 戻っ て 、 map 3- ら -4a (P54 参 


照 ) で ブッ ピ ィ を 捕まえ て こよ う 。 
イ (P55 の ②⑧@ の 続き ) 
イペ タラ 

O 名 人 


へ コン ドラ ミル ー ト 家内 

/ スイ ッ チ を 入れ る と 、 木 の 幹 の 周囲 を 循環 す 
る ゴン ドラ が 動き 出す 。1 周 する 間 に 、 特定 の 場 
所 で 4 回 停 田 し 、 ご どこで も 乗り 降り 自由 だ 。 まず 
は 、 スイ ッ チ 近く の 乗り 場 。 次 に 、 map 3-- 
ら (P52 ら 参照) に つなが る 扉 ② に 止ま る 。 3 番目 
に は 、 カギ 付き 扉 ⑦ へ 続く ルー ト の 玄関 口 に 停 
百 。 4 番目 に 止ま る の は 、 map 3-2- ら へ と 
出る 扉 の と 、 map 3-2-4a に 続く 扉 の の 間 
だ 。 

この ビジ ョ ン は 吉 マッ プ が 複雑 に つなが 
っ て お り 、 移動 の 際 に は この マッ プ へ 何 度 
も 戻っ て くる こと に な っ て や や こし い 。 あ 

ら か じ め 、 ムダ の な い 歩 方 の ポイ ント 
を まとめ て お こう 。 

最初 に 扉 ⑦ へ 。map 3-2- ら の 扉 。 
②③ へ 入り 、 道 な り に 進ん で カギ を 。 
取り 、 ゴン ドラ まで 戻っ て 再 乗 
車 。 そ の カギ で 扉 ⑦ を 開け 、 


































_ 条 の 番 人 に 案内 され 、 と い 
うか が スッ 飛ば され 、 オバ バ の 屋 
敷 の な か に し か けら れ て いた 
網 に キャ ッ チ され た クロ ノア 
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時 限 爆弾 生物 








ys map 3- ら -4a へ 。 ア イ テ ム を 回 収 
間 し に 後 、 扉 G か ら 道 な り に 進み 、 map 3- 
11 や 1 靖 3 - 0 5 
ろ つ く 敵 の 名 は ブッ ピ ィ 。 用 人 の 乗降 場 、 ス ター ト 地 上 4p(P56 参 照 ) 羽 へ 出る , 度 鹿 
クロ ノア が 近づく と 体内 の っ すぐ 来れ ば ここ 。 づ へ 入り 、 カギ を 探し 当て た ら 引 き 返 し 、 





扉 ぢ へ 。 スイ ッ チ を 操作 し 、 歯車 が まわ っ た 

ら 、 道 を 引き 返し 、 扉 め か ら ゴ ンド ラ 乗 降 場 
へ 戻る 。 そ し て map 3-2-3(P53 参 照 ) の 
ゴン ドラ に 乗り に 行き 、 あと は 道 な り だ 。 最初 






爆発 性 物質 が 反応 し 、 光り 
出す 。 そ の 後 、 光り 方 が 激 
し く な っ て きた ら 注 意 。 
まもなく 爆発 する 。 爆風 に 
巻き 込ま れ な いよ うに 。 







全 PT 雇 の か 員 
ら 木 の 幹 の な か の 通路 を 通 に 一 周 し て お け ば 、 裏 に ある 扉 ③① 付 近 の 青い 





リ 





夢 の か けら を 取り の が ざさ ない で す お けど ね 。 






3-2-3 へ 。 






、「TIaD 
通常 、 捕まえ た 敵 は 璧 に ぶつ ける と 消え て し まう が 、 ブッ ! 用 に 舎人 絡 8 人 
ビィ は 消え ず に 床 に 落ち 、 や が て 爆発 する 。 ここ の スイ ッ チ 放 の 屋敷 の 





は 、 こ の ブッ ピ ィ の 特徴 を 利用 し て 操作 する の だ 。 ス イッ 
チ の ある 壁 の 穴 に ブッ ピ ィ を 放り 込め ば 、 その うち 爆発 
し 、 爆風 で スイ ッ チ が 入る 。 
と ころ で 、 クロ ノン ア が 残り ひと り に な る と 、 ここ 
ら へ ん に 1UP が 出る こと が ある よ 。 








人 4 番目 の 乗降 場 。 扉 ヴ は 木 
の 幹 の な か の 通路 へ 出る 扉 
⑦ と 同じ 役割 だ 。 
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Phanfomnile | 














木 の 野 の な か の 通路 


木 の 幹 の な か に 設け られ た 通路 。 扉 ⑦ も 





(2) ろ 回 は 足 を 運ん で ね 


に この マッ プ へ は 、 少な く と も どら 度 定 を 運 



















(〈⑦ も 、 ゴン ドラ の 停止 場所 に つなが っ て いる 。②⑦ か ら 叶 に こと に な る 。1 度目 は ゴン ドラ の 上 の カ 
は 、 隣 の 木 の 幹 へ の 通路 を 経て 、 map 3- ら 6-3 へ と 出る "な を 取る た め 。 そ の 時 点 で は ゴン ドラ は 
こと が で きる 。 ae 細 動い て いな い の で 、 カギ を 取る ほか に や 





も こと が な い 。 

| ンド ラ が 動き出す の は 、 map - ど - 
(P60 参 照 ) に 行っ て か ら 。 そ の 後 、 ゴン 
| っ に 乗り に 立ち 寄り 、 1 度目 に 行け な か が 
た 上 の ルー ト へ と 進 も や う 。 


更 x3 





便利 で は な い 動 く 歩道 


ゴン ドラ に 乗っ て た どり 着い た 上 の ル 

ー ト で は 、 床 が 自動 的 に 動い て いて 移動 

NF し に くい の で 気 を つけ て 。 クル クル 回 る 
ササ ルン に も 注意 。 


Phantomnile 













の は 扉 付 近 に いる 鏡 の 精 を 出現 させ 、 緑 の か けら を 1 ら 個 取る の が 条件 。 
。 。  ” ” れ に は まず 、 敵 を 捕まえ て 写真 ( 左 ) の 場所 へ 登り 左側 に 飛び 降り な が ら 敵 
。 。 。 右 の スイ ッ チ めがけ て 投げ よう 。 する と スイ ッ チ が 入り 、 スプ リン グ 右 側 の 床 が | 
け 、 か けら が ら 個 並ぶ 床 下 へ の 出入 り が 
可能 に な る (写真 中 ) 。 次 に 、 も う 一 度 英 を 







































捕まえ 、 ラ 度 は 鏡 の 精 に 投げ て 、 出現 させ | ) スイ ッ チ を 入れ 、 次 に 鏡 の 信 続 いて 、 整 然 と 9 個 も 並ん で い 含 コン ドラ 左 が ゲー ト の 。 こ こ か ら 
よう 。 ふ た た び 左 に 飛び 降り る つい で に か は け | 川中 させ 、 3 つ 並 ぶ 緑 の か け る 緑 の か けら も も ら っ ち ゃ お う 。 入り 9 個 の か けら を 取っ ちゃ っ た 人 “ 


いた 差 を 訪 。 結構 制限 時 間 が キツ イ 。 も いる の で は ? 


ッ プ 左 は し の その 先 は 


扉 ③ 付 近 に いる ブッ ピ ィ を 捕まえ 、 ど 段 
ジャ ンプ で 右上 に 飛び 上 り 、 青 いか けら 
を 取り に 行く と 、 目 に 見 えな か っ た ン ガ ポ 
コ の た ま ご が 出現 する よ 。 

扉 に 入っ た ら ④ の 通路 を 通過 し 
て map3- ら -4 へ と 進む 





ビジ 2 ら を 3 つ 取 り 、 例 の が けら 9 個 も 回 収 だ 。 
。  。 実は 、 扉 の は map 3-2-1 の 循環 ゴン ドラ 乗 パ 
_ 職場 に 続い て いる (写真 右 )。 その た め 、 カギ 付 
_ 寺 扉 ⑦ を 通ら な く て も 、 ここ へ くる こと が で きる 
。 。 の だ 。 た だ し 、 そ の 場合 は 扉 の 付近 の 一 部 し か 
。  。 歩く < こと が で き な い が 、 そ の 一 部 と いう の が 、 
。 夢 の か けら が 9 個 並 ん で いる 場所 だ っ た りす 
_ る 。 も し 、 150 個 取得 を 目指 し て いる の に 、 
事前 に か けら 9 紀 個 を 取っ て し まっ て いた ら 、 
最初 か がら や り 直 そう 。 
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map3- ら -5 の 扉 ② か ら こ の 場所 
へ 出 ら れる 。 木 の 幹 の 周囲 に は た く 
さん の 夢 の か けら が ある けれ ど 、 鏡 
の 精 に ら 倍 に し て も ら う の は 、 下 か ら 
数 えて 6 個 目 まで で 大 丈夫 。 
ちな み に 、 夢 のか けら に まじ っ て 
1UP も ある けど 、 クロ ノア が 残り ひ 
と り に な る と 、 も う ひ と つ 1UP が 出 
る 場合 が ある よ 。 
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2 ) 大 き な 歯 車 の 裏側 に は 


" の 、 別 アン グル バー ジョ ン が ある に も 関わ な い 。 その 先 で カギ を 見 つけ て きた | 
すず す . まだ この マッ プ に は 見 えな い 部 分 が ある 。 ら 、 ここ へ 戻っ て き て 扉 を 開け よう 。 | 
きき 洒 歯 車 の 裏側 が カゲ に な っ て し まっ て いる そし て 歯車 を 回 し た あと に も う 一 度 戻 り 、 
上 赤 車 の 裏側 は 、 道 な り に 進む と カギ 付き 扉 ⑦ を 抜け 、 き た 道 を 扉 め の ゴン ドラ 乗降 





この マッ プ は 、map 3- た 、 上 の ほう の 木 の 幹 は 、 マッ プ a の 幹 あ | 

ど -4a を 違う 角度 か ら 描い た も じ も の 。 それ ぞ れ 、 カゲ に な っ て 見 えな い 

の 。 この マッ プ の 右側 に 見 える 部 分 分 が ある の で 、 ふた つの マッ プ を 見 比べ Q 直 
は 、 マッ プ a の 左側 と 同じ 場所 だ 。 ま 参考 に し て ね 。 













用 )、 ン ガ ポコ の た ま ご 、 扉 づ が ある 。 場 ま で 引 寺 返す 。 
"ご こ へ 来る の が 1 度目 な ら 、 扉 ③ に 進む っ きゃ 








1 の 0 1 





人 カギ 付き 扉 包 と ン ガ ポコ の た ま ど 。 
を 開け る と 、 そ こ は map 3-2-7。 | 








足 扉 づか ら は 、map 3-2-5 へ 進め る 。 
歯車 の 裏 に きた の が は じ め て な ら コ 
ツ チ 。 
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見 えな い 扉 か ら 


map 3- ら -4D の 、 大きな 歯 車 の 

裏側 に ある 扉 ざ を 入る と ここ に 出る 。 

P56 の マッ プ で は 、 歯車 の カゲ に な っ ちゃ 
っ て いて 見 えな い 扉 だ 。 


NRNG な 


NSK 


we 


すぐ に 閉まっ ちゃう 扉 


扉 の は 、 スイ ッ チ を 入れ て か らし ば らく の 間 は 開い て 
いる が 、 その うち 閉まっ て し まう 。 クロ ノア が 直接 スイ 
ッ チ を 操作 し 、 扉 へ と 怠 い で も 間に合わ な い の だ 。 
そこ で 、 また 時 限 爆弾 プッ ピ ィ を 使 お う 。 捕まえ た ら 
スイ ッ チ の 下 に 投げ 込み 、 速攻 で 扉 の 前 へ 。 や が 

て ブッ ピ ィ が 爆発 し 、 扉 が 開く 。 














(③) マ ッ プ の 上 の 部 分 に つい て 


ここ で は 無関係 だ が 、 map3- ら -5 の 扉 ⑦ を 抜け る と 、 右側 の 扉 に 出る 。 足元 
に 気 を つけ な が ら 、 村人 を 助け 、 左側 の ゴン ドラ に 乗 ろ う 。 扉 め を くぐる と 、 
map3- ら -4d の 木 の 幹 の 上 に 出る こと が 可能 だ 。 
マッ プ の 上 半分 は 、 この ビジ ョ ン の 後半 に 、 map 3-2-3 を 経由 し て た どり 六 
く こ と が で きる 場所 な の で 、 扉 づ を 入っ て きた 場合 は 関係 が な い 。 
苦労 し て た どり 着 い た 上 の 部 分 は 、 ベル トコ ン ベ ア 、 回 転 ド ラム 、 ゴン ドラ と 
派手 な し か け の 3 連発 だ 。 敵 も や いな いし アイ テム も な い の で 、 問題 な く 進 め る 


ころ うっ 。 
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舎 カ ギ は ジョ ー カ ー が 持っ て いる 
が 、 そこ まで 登れ ば 素直 に 渡し て く 
れる 。 結構 いい ヤツ な の か 、 ち ょ 
っ と 抜け て いる の か ……。 











map 3- ら -4b の 扉 に ラム ゥ を 捕まえ て の ら 段 ジャ ンプ 中 に 、 』 訓 

入る た め の カ ギ は ここ に ある 。 た フラ ム ゥ を 捕まえ て 、 さら に ら 段 ジャ ンプ 糧 
こし 、 カ ギ の ある 場所 へ 登る に は 、 カギ を 取っ た あと に は 、 飛び 降り つい a 害 

乗り 換え ら 段 ジャ ンプ が 必要 。 下 の フ アイ テム の 回 収 を 忘れ ず に 。 「 











信 乗 り 換 え 2 段 ジ ャ ンプ 
ば は 胃 要 な デ テク ニッ ク 。 
こ で は 1 回 の 乗り 換え で 
すむ が 、 今 後 2 回 、3 回 
の 乗り 換え が 出 て くる 
か も ……。 





操作 する 順番 が ある よ 


3 つ 並 ん だ スイ ッ チ 。 これ を 正しい 順番 で 粒 
作 す る と 、 map 3-2-4b で 見 た 大 き な 歯 事 婚 
回 り 出 し 、 map 3-2-3 の ゴン ドラ が 動き 凡 
す 。 その 順番 と は 、 左 、 右 、 中 央 だ 。 スイ ッ 
が 入る 音 が 、 キレ イ な 和音 に な っ て 聞こ え 慢 
その まま 来 た 道 を 戻っ て 、 扉 の へ 入る 。 扉 ⑳ 
ら 、 木 の 幹 に 入り 、 紫色 の 扉 ②⑦ へ 。 その まま 語 
むと map3- ら -3 へ と 出る 。 
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人 導い スイ ッ チ に 風 だ ま 人 この ビジ ョ ン の 前 半 で 還 
| を 当て 赤く する 。 潜 。 けた ゴン ドラ が 、 ス イ 太 語 
右 、 中 央 の 順番 で ね 。 よっ て 動き 出す 。 





この ビジ ョ ン の ゴー ル 直 前 の 
マッ プ 。 map3-2-4b の 扉 ⑦ か ら 、 
ここ に 来る こと が で きる 。 中 央 の ゴ 
ンド ラ に 乗れ ば 、 つい に 夢 に まで 見 
た 木 の 村 の オバ バ に 会 える !? 
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占 が で きる と 思っ 
ー カ ー に ジャ マ 


上 
ジョ 
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pp リ ae 
こ オ ババ と 
また また 


いい 】 
ーー 


させ る の た 
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グ ル ク グ ポ / ルム Gehelgboim 


ョ ミニ 財 め 込ま れ て 創り 出さ れ た 甲殻 幻 獣 。 
に = ( 替 有 の ) 種 子 を 意味 する 言葉 で 、 こ の 幻 
つ 員 コ さ う な 外見 や 特徴 を 持つ こと か ら 、 その よ 
スピ ー た うつ な 名 前 が つけ られ た 。 
] や わら か な 花 の つぼ み 
を 、 固い 殻 が 守っ て いる Se 
よう な 構造 だ 。 殻 の 部 分 の 防 き 、 1 
御 力 は 高く 、 ど ん な 攻撃 も 受け 「 
付け な い 。 テル マ の 果実 と 呼 
ば れる 実 を 産み 出す 。 


明らか に な る 月 の 国 の 伝説 


救出 され た オバ バ は 、 クロ ノア に 伝説 に も と づ 
くい ろ い ろ な こと を 教え て くれ た 。 拾っ た 月 の ペ 
ンダ ント は 、 幻 の 月 の 国 の 封印 を 解く た め の 鍵 
で ある こと も 分 か つっ た 。 し か し 、 こ の 話 を ジョ ー 
カー が 盗み 聞き し て いた ! 月 の ペン ダン ト 
を 秩 うた め 、 ジョ ー カ ー は 風 の 村 の じ っ ち ゃ 
NO の 0 つた 。 
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cr の びす 対 先 コ ご は SifY 
すり 計り 軸 記 モー 吐 呈 コー テ 





和信 月 の ペン ダン ト の 効用 と あり か を 盗み 聞き し て いた ジ 
ョ ー カ ー は 、 風 の 村 の じ っ ち ゃ ん を 狙う 。 
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段 ジ ャ ンプ を し て 、 住人 を 救出 。 
後 、 右上 の 扉 ⑨@| 


る 扉 の に 立ち 寄っ て お く と 、 
進め る 。 扉 の へ は 、 いっ た ん 扉 ⑦ の 
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アイ テム を 全部 取り 、 住人 を 助け る に 


は 、 乗り 換え ら 段 ジャ ンプ が 必要 。 下 の フ 

ラム ゥ を 捕まえ て お いて 、 タイ ミン グ を 見 る 。 

上 の フラ ム ゥ は 上 下 に ゆっ くり と 動い て いる が 、 
一 間 高 いと ころ へ 移動 し た の を み は か ら っ て か 
ら ど 段 ジ ャ ンプ すれ ば 、 一 番 上 の アイ テム に 余裕 
で 届く ほど 高く 飛び 上 が る こと が で きる ぞ 。 








受 度 は スピ ンク ル の ジャ イア ント 版 が 登 
場 。 体 は デカ く と も 、 弱点 は スピ ンク ル 
と 一 緒 だ 。 頭 上 で ら 段 ジャ ンプ を お み 
まい し て や ろう 。 倒す と 、 夢 の か けら 
が フ つ 出 て くる よ 。 そ し て 出口 の 
扉 か ら 前 真 の map 左 側 へ と 進 
や つづ 。 
































map 4-1-3 は ag-d ま で 合計 4 枚 あ り 、 それ 
ーー ニン ぞ れ つなが っ て いる 。 マッ プ a は その 1 枚 目 で あり 、 
2D0 進行 方 向 か ら 見 て 右 に マッ プ b へ と 続い て いる 。 マ ッ プ 
「 b は 、 a、 Cc d の すべ て の マッ プ と の 接点 を 持っ て いる 。 マ 
0 ッ プ c は b、 d と の 、 マッ プ d は b、 Cc と の 接点 を 持っ て いる 。 
マッ プ 同 士 の つなが り が 多少 複雑 と は いえ 、 この エリ ア は 
道 な り に 進ん み で いけ ば 迷う 心配 は な い 。 














只 た と えば 、 マ ッ プ 

b に ある 立体 交差 。 

っ 上 の ルー ト は マッ プ 

d へ と の 接点 で あり 、 

「 下 の ル ー ト を 右 に 行 

ま け ば a、 左 に 行け ば c 
へ と 続く o 








扉 ⑦ 付 近 に 出現 する 青白 い 敵 は 、 オ バケ み 
た い に 実 体 が な さそ う で 、 一 見 、 攻撃 が 通用 
し な いよ うに 思え る が 、 ちゃ ん と 捕まえ る こと 
\ で きる 。 ちな み に 名 前 は プラ ウム 。 

その あと に 石橋 の 上 で 遭遇 する 、 災 の 輪 の 


な か が で 水晶 玉 を 抱え て いる 敵 の 名 は バー ニ ィ 。 こと が マッ プ b と の 接点 
水晶 玉 が 光る と 、 徐々 を に 炎 の 輪 が 広がっ て い 便 神 出 鬼 没 の プラ ウム 。 霊 体 な の だ マッ プ a は 、 マッ プ Db と し 


3 。 、、 で 、 壁 を すり 抜け る こと と も で きる 。 * 
3 く 。 その と き に 思い きっ て 輪 の な か に 飛び 込 リー は が っ と VOSRkNO 記 。 
も , ) の ペー ジ に 戻 つ て くる 


め ば 、 バー ニ ィ を 捕まえ る こと が で きる ぞ 。 
県 は な いよ 。 

















信 炎 の 輪 の な か に 飛び 込め ば 、 バ 
ー ニ ィ を 捕獲 する こと が で きる 。 
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夢 の か けら 150 個 取得 へ の 箇 件 ”。。 


この ビジ ョ ン で 夢 の か けら を 150 個 

集め よう と 思っ た ら 、 鏡 の 精 が 出現 し て か ら ! 
消え る まで に 、 この ルー ト 沿 い に あ る 夢 の か け | 
ら 14 個 を 収集 する こと 。 地形 は 平坦 だ し 、 ジャ | 
マ し て くる 敵 は ササ ルン ぐら いし か いな いも の の 、 
制限 時 間 内 に 取る と な る と な か な か キビ シイ 。 | 


中 ブラ ンコ を 乗り 継い で | 


左右 に ブラ ン ブ ラ ン と ゆっ くり 揺れ る 、 空中 | 
ブラ ンコ の し か けが 登場 。 ブラ ンコ と ブラ ンコ 、 | 
ある い は ブラ ンコ と 足場 が 接近 する タイ ミン 「 
グ を 見 計ら っ て ジャ ンプ だ 。 うっ か り 悪 い タ イ 
ミン グ で ジャ ンプ し た と きも 、 は ば た き で ふ 
ん ば れ ば な ん と か な る 場合 も ちる ぞ 。 ジャ | 
ンプ で 飛び 移る と き に 、 ブラ ンコ の へ り に 着 , 「 





ッ プ b の 構成 


マッ プ a、 c、 d と の 接点 を 持っ て いる マッ プ b。 まず 

は マッ プ a と c に 続い て いる 、 立体 交差 の 下 の ル ー ト を 利 

用 する こと に な る 。 ら 度目 に ここ を 訪れ る と き に は 、 マッ プ qd へ 
の 接点 を 持つ 、 立体 交差 の 上 の ルー ト を 進む こと に な る よ 。 

















地 す る と 、 滑り 落ち て し まう こと も ある の 
で 気 を つけ て 。 
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ロー プ で 刷 ら れ て いる 
(!?) 足場 は 、 乗る と クル ッ と 
回 転 し て し まい 、 ずっ と その 上 
に 留まる こと は で き な い 。 で も 、 | 
遠く へ 移動 し な けれ ば な ら な いと 
き な ど 、 ら 段 ジ ャ ンプ の 拠点 と し て 「 
活用 で きる 。 まず 、 敵 を 捕まえ て 、 「 
足場 まで ジャ ンプ 。 そし て 足場 が 
転 し な いう ち に 、 そこ か らら ぢ 段 ジ ャ 






ーー マッ プ cC は 、 マッ プ b、d 
92 と の 接点 を 持っ て いる 。 最初 
に 、 マッ プ b と d に つなが っ て い 

る 、 下 の ルー ト を 利用 。 ら 度 目 に 利 
ンー 用 する と き に は 、 マッ プ d か ら つ な が 
ーー っ て いる 、 上 の ルー ト に 出る こと に な 
シー る 。 上 の ルー ト に ある ゲー ト は 、 こ の 4 






















ーー 枚 の マッ プ の ゴー 1 
た ル で ある だ け で な ンプ を キメ る の だ 。 | 








く 、 こ ご この ビジ ョ ン の 
W ww 終点 で も ある 。 














| アイ テム の 』 
取り 忘れ は な い ? 
この ゲー ト を く ぐ れ  。 
ば ぱ ば 、 こ の ビジ ョ ン は ク 4 
リア だ けど 、 慌 て 
な いで 。 プラ ンコ の 坦 議 
上 で フラ ムウ ゥ を 捕 ま 仙 罰 | 
え 、 ら 段 ジ ャ ンプ で 住人 を 
助け た り 、 夢 の か けら を 回 
収 し てこ から ゲー ト に 入ろう 。 
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2 マッ プ d は 、 b、 Cc と の 接点 
コン ン を 持っ つて いる 。 最初 は マッ プ c と 
2 b に つなが っ て いる 、 下 の ル ー ト 

を 進む こと に な る 。 ら 度目 に この 

2 マッ プ に きた と き に は 、 上 を 進む こ 

ニコ と に な る が 、 こ の ルー ト も や は り マ 

「 ッ プ b と c と に つなが っ て いる 。 
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の 適 跡 が 続く 。 そ の 歴史 に 興味 
は ある が 、 まず は じ っ つっ ち ゃ ん の 安全 だ 。 
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に ジョ ン 4- ら は 、 map 4-2- 1] か ら ス ター ト 。 
だ 、 導 な り に 進ん で いく だ け の 簡単 な マッ プ 
"か が 、 こ の 坂 、] 歩 踏み 出し こし まう と 勢い が つ 
いて 、 一 気 に 下 まで 滑り 降り て し まう の で 、 敵 が 
い ゃ る こころ で は 筐 を つけ て 。 方 向 キー を 反対 に 
用 け ば 、 一 応 の ブレ ー キ に は な る 。 

さて 、 扉 ⑦ 付 近 に は 、 目 に 見 えな い ン ガ ポ ボコ 
の た ま ご が ある の で 探し て みよ う 。 また 、 クロ 

「 ア が 残り ふた り 以 下 に な る と 、 最初 の 坂 を 隆 





リポ ば 貴 ソ 邊 

当 」」| 細 3 

リリ ナク 平 
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放 の 旭 で 

な フ 9 天 

【 し を f 

に で 見 ? テ 

履 も 計 リス 

前 らち を 
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り た と ころ に 1UP 入 り の た ま ご が 出 
現す る こと が ある よ 。 

map 人 4- ど ご - ら で は 、 一 度 水 の 流れ に 乗っ 
て し まう と 、 強制 的 に 右 方 向 へ 流さ れ て し ま 
い 、 道 を 引き 返す こと が で き な い 。 住人 を 助 
ける こと が で き な か っ た な どの 後悔 が ある の 
な ら 、 この 先 で 記憶 の 置き 時 計 を 取ら ず に ミ 
ズ し て し まえ ば 、 再度 や り 直 すこ と が で きる 。 

















































































































ここ で も 、 水 の 流れ に 乗っ て 、 強 制 
則 に 石 へ と 進ま され る 。 方 向 キー の 
を 押せ ば ブレ ー キ は か か る が 、 道 
き 引 返す こと は で き な い 。 流 れ は 
か な り 速 い の で 、 ア イ テ ム を 取り 忘 
中 な いよ うに 気 を 引き 締め て 。 
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アイ テム で 後悔 し な いた め に 


この マッ プ の 後半 で は 、 夢 の か けら が 並ん で いる が 、 ち 
よう ど 木 の カゲ に な っ て 見 え に く いと ころ に も か けら が ひ 
と つ あ る 。 そ の 手前 で ハー ト を 取る た め に ら 段 ジャ ンプ を 
キメ だ た あと 、 あま り 離 れ た と ころ へ 着地 し て し まう と 、 こ 
れ を 取り 損ね る こと が ある の で 注意 。 ピア 5 で も 書い た 
`、 ここ で アイ テム を 取り 忘れ て 、 引き 返せ ず に 後悔 す 
る よう な ら 、 map 4- ら -4 に ある 記憶 の 置き 時 計 を 取 
ら ず に ミス を すれ ば 、 や り 直 すこ と が で きる 。 
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赤く 光る と て も 大 き な 岩 


赤く 光る 大 き な 岩 が 道 を ふさ いで いる が 、 こ 
れ は 敵 を 応 つ け て も 壊せ な い 。 破 壊す る に は 、 上 昇 
気流 の 左側 に ある スイ ッ チ を 探 作 し な けれ ば な ら な い | 
の だ 。 ス イッ チ を 操作 する 前 に 、 緑 の 岩 を 壊す 必要 が あ 
る の で 、 い っ た ん 気流 の 右側 で プラ ウム を 捕まえ て こよ う 。 





緑色 に 光る 大 き な 岩 が 

行く 手 を は ば お む お が 、 これ は 敵 を 

ぶつ けれ ば 破壊 する こと が で きる 。 

た いて い の 場 合 、 壊す と 夢 の か けら が 
出 て くる の で 嬉し い 。 


(②) 上 上昇 気 流 に 乗っ て 


ここ で 上 上 昇 気 流 に 乗っ て い 
っ た ん 上 へ 行き 、 緑色 の 岩 を 壊 
し て 下 へ 降り る 。 住人 を 助け た 
Em 
今度 は その まま 右 に 進 や つう …… 
あ 、 待っ た 、 明生 の 
流 か ら 左 側 に 飛び 降り て みて 。 な ん が 、 水 の 桂 の な か に 、 
生物 が 閉じ 込め られ て な い !? 実は コレ 、 ム ゥ た ちの ご 
先祖 さま で ある 、 ムカ シム ウ ら し いよ 。 
1 ほか に も この ビジ ョ ン に は 、 フ ァ ン トマ イル の 歴 
。 、 史 を 物語 る を も の が いろ いろ 隠さ れ て いる 。 解説 の 
_。 ペー ジ も ちゃ ん と も うけ て いる けど (P180 参 
照 ) 、 冒険 の つい で に 自分 で いろ いろ 探し て み 
る の も 面白 いで し より? 
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_VIsION 4-2 
cms 


扉 〇 を 入っ て か ら ス グ の と ころ に ある 、 巨大 
魚の 化石 の 頭 付 近 で 、 ルー ト が 右 へ と 上 へ と に 分 岐 
し て いる が 、 効率 よく 進む な ら 先 に 上 ルー ト を 行き 
④ を 目指 すこ と 。 た どり 着く に は 乗り 換え ら 段 ジャ ンプ が 
必要 だ けど 、 も う 慣 れ た ? ( 扉 ゆ の 中 は P84 を 参照 ) 


(②) 化 石 の 下 に アイ テム が 


扉 の か ら 出 て きた ら 、 写真 の 位置 か ら ジ ャ ンプ 

で 飛び 降り て フラ ム ゥ を 捕まえ 、 緑 の 岩 を 壊し て 、 

巨大 藤 の 化石 の 下 に ある アイ テム を 回 収 し よう 。 夢 

の か けら を 150 個 集め よう と し て いる の な ら 、 化石 

の 下 の 左 側 に ある 緑 の か けら 8 つと 青 の かけ らぶ ふ 
た つ を 、 鏡 の 精 に ら 倍 に し て も ら う べし 。 

その あと 必 た た び 写 真 の 位置 に 戻り 、 フラ ムウ 

を 捕まえ て 右側 へ ら 段 ジャ ンプ 。 上昇 気 流 に 乗 

っ て 上 へ と 進 も う 。 気流 の 模 に 、 夢 の か けら 

な ど が 並ん で いる が 、 これ を 取る に は 気流 か 


























(友和 る に B 


左 方 向 へ 進む 前 に 扉 あ へ 入っ 因 
お きた いと ころ だ が 、 上 昇 気 流 ば 琴 
こま で 届か な い 。 いっ た ん 、 スピ 話 











ら 飛 び 降 り る こと だ 。 クル が ら 匹 いる 左側 の 通路 に 移動 
し 、 そこで プラ ウム を 捕まえ だ 番 
(@) 巨 大 魚の 化石 の FI に て と 、 上 昇 気 流 め が け て ら 2 段 ジ ャ 調 
プ ! 気流 の な か で すか が ささ ず フラ 双 





ここ ら へ ん の 化石 は も ろく 、 上 に 乗る と 
すぐ に 壊れ て し まう の で 、 も た も た せ ず に 左 

の 化石 へ と 飛び 移っ て いこ う 。 
さて 、 縦 に 夢 の か けら が 6 つ 並 ん で いる と 
ころ で は 、 フラ ムッ ゥ を 捕まえ て 住人 の 真 上 で ら 
段 ジ ャ ンプ を すれ ば ば 、 住人 の 救出 と か けら の 収 
集 が 同時 に で きる 。 た だ し 、 上 の 方 は 取り づら 
い 。 上 の ほう の か けら を 取る に は いろ いろ な 方 
法 が ある だ ろう が 、 オ スス メ は いっ た ん 左 の 上 
昇 気流 に 乗っ て 、 上 の 方 で フラ ム ゥ を 捕まえ る 。 
そし て 上 昇 気流 か らら 段 ジ ャ ンプ で 飛び 降り る 
や り 方 。 BR 紀 は ME の の 
狙い と お り の 場所 に 着地 で きる 。 議 
と ころ で 、 壊れ て し まっ た 化 
石 は 、 し ば らく する と 再生 す 
る 。 扉 の を 抜け る と 、 いよ 








ゥ に 乗り 換え て ら 段 ジャ ンプ を ず 前 
ば 、 扉 ③ へ と た どり 着く 。 
( 扉 @ の 中 は PB5 を 参照 ) 








いよ じ っ ち ゃ ん の 待つ クロ 当  ・ 0P し リャ 
WISIOM ノア の 家 へ 。 令 こ こと で フラ ムウ を 捕まえ 含 気流 か ら 飛 び 降 り 、2 段 
W る 。 緑 の 岩の上 か ら ジ ャ ン ジャ ンプ で 失速 し て 、 夢 の 
プ す る と 捕まえ や すい 。 か けら を 取る 。 
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(②) 気 流 か 飛び降り 


刀 流 か ら 飛 び 降 り る 信 中 で フラ ムウ ゥ を 
晴 ま え 、 速攻 で 2 段 ジ ャ ンプ する と 、 ア 
「 テ デム が 並ぶ ポイ ント へ 飛び 移る こと が 








= 上 昇 気流 の な か に 住人 が いる 。 気流 の な 
ビー ニー か を 泳ぐ よう に 移動 し 、 風 だ ま を 当て て 助け よ 














ーー う 。 その あと 、1UP や 夢 の か けら を 取り な が ら 一 4 ーー 
に 気 に 飛 び 降 り る の が 快感 ! この あと 、 map4- ら -5 の 由 和 の の ロン アザ ンマ 人 
0 扉 の へ 戻る 。 島 い 位置 に いる タイ ミン グ を 選 ぼ う 。 
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旬 語 


扉 ③@ を 出る と 、 向かい に 見 える の は クロ ノア の 家 ! 
| 較 議 幼 M。、 。 つい に 風 の 村 に 帰っ て きた の だ 。 じ っ ち ゃ ん も 無事 で 、 
陳 RI クロ ノア が HH と 外 に 出 て き て くれ る 。 

か う Eutor 無事 だ つ RAErrt。 導 し か し 、 その 上 空 に は ジョ ー カ ー の 乗る 飛 空 艇 が ! 


に ここ ここ ここ に に 


Ws 


値 や っ と 帰っ て きた 我が家 。 ビジ ョ ン 1-1 で 、 ジョ ー カ ー は クロ ノア の 家 を 破壊 し 、 レ フィ ス の 月 の 
の ロ ノ ア が 飛び 出し て きた の が この 家 だ 。 ジョ =ー ンダ ・ー 1 
計 カ ー の 姿 は な く 、 じ っ ちゃ ん も 無事 だ 。 2 リン 計 人 5 wt 

取っ て し まう 。 果 た 


し て 、 じ っ ち ゃ ん は 
大 丈夫 な の か !? 





CO 
1 ! 


の 
ST 


叶 め ちゃ くち ゃ に 壊れ た ク 
ロロ ノア の 家 か ら 、 レ フィ ス 
の 月 の ペン ダン ト を 見 つけ 
て 、 奪 い 取 る ジョ ー カ ー。 


or で いり 
5 
Or より 
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oc ぷ 時 ご ご 贅 必 避 必 
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VISION eo 
4-2 「 ーーーー 


JHKjonoa 
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Phantomile 









月 の ペン ダン ト は 圧 わ れ た 


じ っ ち ゃ ん か ら 月 の ペン ダン ト を 奪っ た 
ジョ ー カ ー を 追う クロ ノア 。 つり 橋 に さ し 
が が か が っ た と ころ で 、 ジョ ー カ ー は その 画 
端 を 破壊 し 、 巨大 な ブラ ンコ に 変え 
て し まう 。 クロ ノア は 揺れ る ブラ ン 


コ の 上 、 幻 獣 と 戦う こと に 。 


朱 立 で と 
裕 , 一 サー ロロ Ni 立 り 滞 選 滴 時 潜 合 





放 * 
リ 
の 
月 
の 
ズ ペペ 
ン 
る 
ピン 
ト 
を 








信 クロ ノア が つり 橋 の 上 に さ し か か 
る と 、 橋 の 両端 が 壊さ れ 、 ブ ラン コ 
状 選 な っ て じ ま っ た 。 












まま 
サイ すま を すす 














話 ata バラ ディ ウム ,。。。。。 


ーーーーーーーーーーーーーー… 


寺 っ た へ ビ の よう な 形態 の 飛翔 紀 獣 。 
議 つこ き は 空中 で 同じ と ころ に ずっ と 浮 
着 し こい る だ け で 、 その 届 を 活か し た 移動 
ーー ラン など は みせ な 
[ い が 、 す ば や ぐさ 
の 種 か ら 創 り 出 
され た と され て いる 。 多種 多 
彩 な 攻撃 方 法 を 誇り 、 攻撃 は 間 
最大 の 防御 、 と いう 言葉 を 実 
践 する 。 




















彰 し いじ っ ちゃ ん と の 別れ 


じ っ ち ゃ ん は 無事 で は な か っ た 。 クロ ノア に 月 の 
ベン ダン ト を 取り 戻す よう に 告げ る と 、 息 を ひき 
と っ て し まう 。 ヒュ ー ポ ー も 、 じ っ ち ゃ ん を この 事 
件 に 巻き 込ん だ の は 、 まる で 自分 の 責任 だ 、 と 
いう よう に 謝り 、 辛 そ うだ 。 ふた り は じ っ ち ゃ ん 
の 遺言 を 果たす た め 、 ジョーカー の 飛 空 抵 を 
追っ て 、 パメラ の 背中 に 乗り 、 空 を 飛ぶ ! 
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き | 党 は 
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。 門 は らき 杏 
で で は と ど へ て の ッ 


こせ 


aa 







全 巨 大 魚 パ メラ は な ん と 空 を 飛ぶ こと 
ジョ ー カ ー を 追っ て 、 いざ 太陽 の 神殿 へ ! 











VISION 5-1 


] 
月 の ペン ダン ト を 圧 っ た ガ ディ ウズ た 
ち は 、 太 陽 の 神 典 に 向かっ た に 違い な 
い 。 あ と を 追う クロ ノア と ヒュ ユー ポー。 








mmmmrnNnWNWM で で で ーー で ーー ヤー ニヤ ーー ムイ ーーー コ ーーー バー 





凍ら と と / 
時 1 Km こと が 
CA で 、 人 スラ が 叶っ C く 3 


(AUG 











































iD あめ - - ダ 
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mi 


パメラ の 背中 か ら 降 り た クロ ノア が 、 神 

内 の な か が に 潜入 する の に 使っ た 扉 が 
そし て 奥 に 見 える 扉 づ 〇 が 、 祭壇 へ の 扉 
4 つの 宝珠 を 取り 戻せ ば 、 この 扉 が 開 
) こと 7 グ 。 

4 つの 宝珠 の うち 、 赤 と 青 の 宝珠 は 扉 

の 先 に 隠さ れ て いる 。 ま た 、 緑 と 黄色 の 


em 


る と 、 空 生物 (?) の 
に S ら ニン 5 だ (12) コ 回 ニア の 
凍 し リク ロン ア た 
キ 人 TGC 4 レレ < 表 半 ktY/al2 ア = トコ ヒ <KGzo12 リ K パ 1 

だ が 、 立 ち 位置 が 左 で 、 口 の 悪い ほう 








V/ 語 人 馬 『 う に は いい ヽ 神 際 の 付 三 の 所 弟 2 衣 | 
5 た め の 4 コ つの 宝珠 を 、 ガ ディ ウス の 手 
ちか 持っ て いっ て し まっ た ん だ そう で 、 


『 








宝珠 は 、 扉 ゆ の 先 に 隠さ れ て いる 。 宝珠 を 
ひと つ 見 つけ る た ば に 、 クロ ノア は 扉 
②⑦ か ら こ の 部 屋 に 戻っ て くる こと に な 
る よ 。 

宝珠 を 探す 順番 は 自由 だ が 、 本 
書 で は 青 、 赤 、 緑 、 蓄 の 順 で 攻略 
し で いる 。 


KIBIEH:OI め 6 2 0 

- サカ の ファ ン | 
9 CN 0 ) の キ 
6 2 の 2 0 ー 性 は に ヽ が 












2 
ち に 取 D 返 し て 飲 1274 1 の 7497 り / 選 必 こら 


クロ コン ア た ・ 
痢 383 に ま な お に の 
か な い 。 「 
ちな み に 、 ふた り を 連れ て き ぎ き て 、 また 連 
れ 去 っ て いく 空 飛 ぶ ヤ ツ こ そ が 、 ン ガ ポ コ 
MM ANAN ら 0 
6 5 アル ェ ンカ 
NG ま ご を 送り 届け て 
0 キャ ラク ター で ある 。 


マイ ル 中 に 、 ア 


< 人 < 4 れる 2 る ) 、 も 2】 


| 
1 78 ^ ン て ム 
| 
」 
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| 











































一 先 に 終わ っ て クー ル だ ぜ い 。 

















ガ デ ィ ウ ス の 手下 た ち は 、 ファ ント マイ ル 
の 人 々 を 困ら せる た め に 宝珠 を 持ち 去っ 
た ん だ と 思う が 、 その ワリ に は 探し や すい 
よう 目 EHI を つけ て くれ て いて 親切 だ !? 

扉 め の 上 に は 、 な ん だ か 赤い マル の 指 
か れ た 看板 が ある が 、 ご 想 父 の と お り 、 
この 先 を 探せ ば 赤い 宝珠 が 見 つか る と 
いう ワケ 。 そう いえ ば 、 この 部 屋 に 入 
る 前 に も 、 赤 と 青 の 看板 が 出 て いた 
で し ょ ? 。 ほか の 色 の 宝珠 に つい 
て も 、 それ ぞ れ 看板 が 出 て い 
る の で 、 道 に 迷う こと も な 





OF 
Phantomnile 


さす が 太陽 の 神殿 だ け あ っ て 、 し か け の ぼう も 
アツ い 。 オレ ンジ 色 に 光る 溶 窒 は 、 触れ る と アウ ト の 
危険 地帯 。 ら 段 ジャ ンプ で 飛び 越し てこ し まお う 。 その と ぎ 、 
住人 の 真 上 で ら 段 ジャ ンプ を 決め れ ば 、 住人 の 救出 と 移動 が 


親切 な ガ デ ィ ウ スズ の 手下 # 







iap5-1 -S 





トコ 絞 | 
く 楽勝 ! た と えば 、 扉 ② の 前 を 通り 財 と 用 
て 道 な り に 進む と 、 す ぐに 青 の 看 板 が 購 9 7 日 
いる 。 8 な 
話 は それ る が 、 クロ ノア が 残り ひと り | 還 貞 間 記 。 : ン 
る と 、 扉 ② の 前 に ン ガ ポコ の た ま ご が 出 員 還 作る 
る こと が あ し 
る 。 こ れ の 用 湊 
中 身 は 1UP 由 9 

が 入っ て い を | 
る よ 。 は 
進 の 














Lam 
















大 切な も の の ハズ な の に 、 青い 宝珠 は 道端 に 無 
防備 に 置か れ て いる 。 ガ デ ィ ウ ス は ファ ント マイ ル を 悪 
夢 の 世 界 に 変え た いら し いけ ど 、 こ ん な ん で 本 当 に 成功 
する の !? 手下 に 恵まれ て な いん じゃ な いか な 。 敵 な が 
ら 、 な ん だ か 同情 し て し まう よ 。 

さて 、 を くぐり 、 道 な り に 進め ば 、 map 5-】- ら に 戻る 。 0 
青 の 宝 珠 を 台座 に お さめ て 、 ふた た び 、 ほか が の 色 の 宝珠 を 探 … 
し に 出かけ よう 。 扉 ① を 抜け る と map5- 1 -4b へ 進む お 。 













進路 を ム ゥ で 
切り 開け 


手前 と 奥 を 行っ た D き た 
り し て いる ゴン ドラ が ら 機 
ある が 、 乗る と き に は よ 
く 足 も と を 確か め て 。 
足もと に ある と 思っ 
た ゴン ドラ が 、 実 
は 画面 の 手前 
側 に あっ た と いう よう な 目 の 錯 覚 が 起こ る 
と 、 落ち て し まい 悲劇 だ 。 

その ら 機 の ゴン ドラ に 挟ま れ た 足場 に は 、 目 
に 見 えな い ン ガ ポ コ の た ま ご が ある 。 地面 に 映る 
慰 を よー く 見 る と 分 か る よう に 、 この た ま ご は 上 下 
に ゆっ くり 動い て いる の だ 。 影 が 大 きく な っ た と き に 
ジャ ンプ で 体 当 た り を すれ ば 、 た ま ご に 届く 。 

さて 、 クロ ノア が 取る べき ルー ト は 、 2 ら 機 目 の ゴ ンド 
ラ に 乗っ た 先 な の だ が 、 そこ で は よろ い ム ゥ が 行く 手 を 
阻む お 。 そこ で まず は 、 ら 機 目 の ゴ ンド ラ を 飛び 越え て 左 
側 へ 行き ぎ 、 ム ゥ を 捕まえ る 。 そし て 、 その 向かい 側 で ピ ョ 
ン ビ ピョン 飛び 跳ね て いる よろ い ム ゥ に 投げ つけ て 鎧 を 壊 
し 、 さらに も う 一 度 ム ゥ を ぶつ け て 倒し て し まう の だ 。 つ 
いで に ン ガ ポコ の た ま ご も 割っ て お こう 。 これ で 、 道 は 
開け た 。 

ど 機 目 の ゴ ンド ラ を 降り て 左側 へ 進む と 、 溶岩 の 
ほか が に 、 定期 的 に 高く 火 を 吹き 上 げ る し か け も 登 
場 す る 。 タイ ミン グ を 見 計ら っ て 移動 し よう 。 











































災 が 了 吹 寺 が る し が け 
_。 最初 に 赤 の 宝珠 か ら 探し は じ め た 人 に と っ て 全 
は 初 登場 の し か け は 。 定期 的 に 、 高く 炎 を 吹き 上 げ る 。 | 
炎 を ら 段 ジャ ンプ な ど で 飛 び 越 し て も いい し 、 災 が 出 て 
いな いと き な ら 普通 に 床 と し て 踏む こと が で きる よ 。 


er me 
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マル に バッ テン 印 司 場 


ゴン ドラ で 移動 し て いく と 、 奥 の ほ うに 気 に な る マー ク の 柱 (? ) の よう な も の が 見 え 
マル に バッ テン の 印 な の で 、 敵 を ぶつ け て みよ う 。 案の定 、 バ タッ と 倒れ る 。 コレ を 倒し 
し 。  。 も 、 い ます ぐ ク ロ ノ ア が 助かっ た りす る ワケ じゃ な い が 、 まあ 倒し て お こう 。 「 
ゴン ドラ を 隆 り る と 、 足場 が 回 転 ド ラム に な っ て いる 。 この ドラ ム の 上 で じっと し て い 
| に 。 と 、 深 岩 地帯 に 振り 落と され て し まう の で 気 を つけ て 。 そし て 、 その 奥 に も 例 の マー タ 旨 
_  。 柱 が 見 える ぞ 。 ドラ ム の 上 で 敵 を 捕まえ た り 投げ た り 、 な 
か な か タイ ヘン だ 。 に: 
と ころ で 、 溶岩 か ら 飛 び 上 が っ て くる 敵 は 、 水 の 国 で っ て 見 えな い 。 次 の ペー ジ に 、 この マ 
人 _ 、 見 か けた フィ フィ と 同種 の 生物 だ 。 フィ フィ の 体 は 緑 “ ッ プ を 別 の アン グル か ら 描 いた も の 
7 の N 。。 色 だ っ た けど 、 溶 岩 地 帯 に 住ん で いる も の は ピン 加 


) が ある の で 、 そちら を 参照 し て ね 。 
N _ 、 ク 色 に な る みた い だ ね 。 ーー 









張 の 宝珠 へ 


青 の 宝 珠 を 手 に 入れ た と き と 同 じ く 、 
次 は 赤 の 宝珠 を 手 に 入れ る 。 map5- 1- 
ら の 扉 ⑦ か ら 、 map5- 1 -3 の 扉 ② に 進 
お と 、 こ の マッ プ に た どり つけ る 。 この 
先 の よう す は 、 柱 の カゲ に な っ て し ま 































夢 の か け 5150 個 
取得 へ の 材 件 


この ビジ ョ ン で 夢 の か けら を 150 個 集 
め よ うと し て いる な ら 、 ここ ら へ ん に 並 点 緑 
の か けら 10 個 と 青 の か けら 1 個 を 、 鏡 の 精 
に ら 倍 に し て も ら わ な いと アウ ト 。 
その た め に は 、 まず 、 上 の ほう で フラ ムウ ゥ 
を 捕まえ て き て 、 写真 の 位置 に 。 ここ が ら フ 
ラム ゥ を 投げ 、 鏡 の 精 を 出現 させ る 。 次 に 、 す 
ば や く 上 へ 駆け 上 が り 、 ふた た び フ ラム ッ ゥ を 捕 
まえ 、 ら 段 ジ ャ ンプ で ら 5 つの 緑 の か けら を 取 
る 。 そし て 、 右 下 へ ジャ ンプ で 飛び 降り 、 は ば 
た き を つか っ て 、 青 と 緑 の か けら を 6 つ 取 る 。 


IN door 骨 
呈 Phantormile 


こち ら 側 に 


前 の ペー ジ で 出 て きた マル 
に バッ テン の 柱 は 、 敵 を ぶつ は ほ 
て ちゃ ん と 倒し て お いた が が な 還 
実は 、 あの 柱 は こち ら 側 に 倒 抽 
て 、 溶 震 に か か る 橋 の 役割 考 
し て くれ る っ て ワケ だ 。 


イサ 


青 の 宝 珠 を 
持っ つて いる 3 


ここ に ある ン ガ ポコ 
の た ま ご は 、 赤 の 宝珠 
を 取っ た あと で も 、 青 
の 宝珠 を 取っ た あと で 
も 見 える ん だ けど 、 実 
際 に 割る と な る と 、 青 
の 宝珠 を 取っ た あと で 
な いと ムリ り 。 た ま ご を 
割る と 、 村人 を 助け ら 
れる 。 そ の あと 人 道 な り 
に 進ん だ 扉 ⑦ に 入り 、 
Imap ら 5- 1 - ら へ 戻 ろ う 。 


(④) ア イ テ ム を 取る に は 


⑦ の の 下 の ア イ テ ム を 取る に は 、 左 
ト に 飛び 降り る 傍 中 で ジャ ンプ ボ 
ッ ン を 押し 、 は ば た いて いる 最 中 
に 方向 キー の 右 を 押せ ば オー ケー。 
だ けど うっ か が り 下 まで 落ち て し ま 
) こら 、 フ ィ フ ィ を 捕まえ 、 ア イ 
" ム が ある と ころ の 1 段 下 か らら 段 
ジャ ンプ を キメ て みよ う 。 さ て 、 次 
は 緑 の 宝 珠 を 手 に 入れ に いこ う 。 
iap5- 1 - ら の 扉 ⑦④ に 入る と この マ 
ッ プ に 出る 。 と りあ え ず 、 最 初 は 
に … こ を 通 遇 す る だ け 。 次 の 頁 の 
iap ら 5- 1-6 へ と 進 も う 。 


よろ い ム ゥ の 行列 


一 番 下 へ 降り る と 、 よろ い ム ゥ の 行列 が 動き 出 
す 。 コイ ツ ら を 倒さ な いこ と に は 先 に 進め な い 。 ここ 
は フィ フィ を 捕まえ て 、 左上 の 安全 地帯 (写真 ) で ちょ っ 
ご よう す を 見 て いよ う 。 行列 の 最後 尾 の ム ゥ が 溶岩 地帯 
を 折り 返し た ら 、 すか さす 飛び 降り て フィ フィ を 投げ つけ 
る 。 する と 、 鎧 の 壊れ た ム ゥ だ けが その 地点 か ら 道 を 引き 
返し て くる の で 、 そい つ を 捕まえ に 行き 、 新た に 最後 尾 と 
な っ た よろ い ム ゥ に 投げ つけ よう 。 これ を 繰り 返す 。 
通路 左 は し で ム ゥ と 接触 する と 、 その 反動 で 溶岩 に 落ち 、 
即死 し て し まう の で 気 を ン 必 | 
つけ て 。 また 、 あま り 右 の 
ほう で 負 を 壊す と 、 右端 
で 折り 返し て きた よろ い 
ムウ と 、 美 を 壊し た ム ゥ と 
が 軍 な っ て し まい 、 ムウ を 
うま く 捕 まえ る こと が で まき な く な っ て し まう 。 いずれ の 
場合 に も 、 いっ た ん 安全 地帯 に 避難 する の が 賢明 。 さ 
あ 、 残す は 黄色 の 宝珠 だ 。 扉 め を 抜け て map5- 
1- ら へ 戻 ろ う 。 









































生 味 の 
探し 方 


緑色 の 枠 の 付い た 3 つの 扉 
』 を 出 た り 入 っ た り し て 、 の map 

ら - 1 -5 と の 間 を 行っ た りき た り し 
な が ら 、 緑 の 宝珠 を 探す こと に な 
る 。 

まず 扉 に 入り 、 map 5-1-5 で 
スイ ッ チ を 入れ て 扉 ② を 開け 、 こ こ 
の マッ プ に 戻っ て くる 。 そ し て 人 金網 






















た ま ご に の な か に ある スイ ッ チ を 入れ る と 、 
(② た E 扉 が の 開く 。 緑 の 宝珠 は 、 その 先 に 
所 つい て ね ある 。(P9 フ ④⑤ 参 照 ) 
この 通路 の 奥 に ン ガ ポ 





















コ の た ま ご が ある ん だ け oyus 1BO 全 寺 へ 


nl こ 動い 
ポ ボ ポ ヨ ヨー ン で スイ ッ チオ 7 回 転 ドラ ム の 上 に 整然 と 並 応 1 ら 個 の 緑 の か けら 。 これ を 鏡 の 精 に 
て お り 、 下 の ぼ うに ある ど 8 っ 合 ea 
La 』 。。 き に は 通路 の カゲ に な っ 0 
、 ここら へ ん に スプ リン グ の し か 、 証 証 議 』 = さ に は 通 苔 の カゲ に な っ まず 、 右 の 回 転 ド ラム の 上 で フラ ム ゥ を 捕まえ 、 鏡 の 精 の 上 で ら 
り りか ある が PR ル か ら 、 名 いで 通路 を 碑 段 ジ ャ ンプ 。 この 時 点 で 鏡 の 精 が 出現 する 。 その ら 段 ジャ ンプ で 、 
AA 抜け る と 、 た ま ご の 存在 記 証 拓 間 詳 詳 議 重 左 出 の 列 の か けら を な る べく 取っ て し まう 。 次 に 、 右 の 回 転 
スプ リン グ に 乗っ て 、 ジャ ・ た ま ご の 存 代 ドラ ム に 駆け 上 が り 、 フラ ム ら を 捕まえ て 5 彼 ジャ ンプ で 右 の ら 列 の か けら を 回 収 。 











ンプ で RE が っ た と RE し て も し 、 左側 の 列 の か けら で 取り 逃がし た も の が ある の な ら 、 こ の あと 、 右側 の ド 。 
. き に 、 敵 を スイ ッ チ まで 投げ つけ よう 。 スイ ッ チ が 入 、 こと が あら 、 損 を する 。 人 ム か ら 2 段 ジャ ンプ を し て 取り に 行く 。 人 
る と 、 その 左側 の ほぼ うに 見 える 緑 の フ チ の 扉 が 開く 。 さて 、 向かい 側 に いる 、 

。 ちな み に 、 ク ロ ノ ア が 残り ひと り に な る と 、 ス プリ ン トゲ だ ま ハ ンマ ー(?) イ ぐ の ン . 倫 、 
、 グ の 右側 に ン ガ ポコ の た ま ご が 出現 する 場合 が ある 。 振り の か ざす 敵 の 名 は アル .)- 

中 身 は 1UP。 和 ne 「 O 祭壇 へ の 道 は 

避 つ 、 Pr mmm ' 8 
開け た ! 


イツ 、 左右 に ハン マー を 振 用 川 | 0 
本 り 回 す だ け で な く 、 奥 か | IM 


青い か けら を 取り た い の 前 へ も 攻撃 を 仕掛 け で [ 上 1 _ と も 集め る と 、 
だ けれ ど 、 その 前 に は 基 を くる の だ 。 た ま ご に 気 を 取 「 間 上 | map5- 1 - ら の 





吹き 上 げ る し か けが 。 し か られ て 、 ヤツ に 殴ら れ な い 。 扉 ③ が 開き 、 

も 、 こ の し か け は 、 ず ー っ よう に ね 。 ド | の ン ウ クック こ 

と 和 炎 を 吹き 上 げ て いる 。 K 2 と 出 て くる 。 : スイ ッ チ が ある の で 操 
それ で も 観察 し こい る 作 す る と 、 祭壇 へ と 通じ る 光 の 道 


Cs 5 炎 の 勢い が 弱まる タイ ミン グ が ある 。 {どの り 写 大 
に 、 左側 か ら 普 通 に 飛び 降り れ ば 、 青い か が けら の あ 


が 出現 する 。 
それ を 説明 する た め に 、 ふた た 








る と ころ に た どり 着け る 。 び ソ ・ ラ ー ル と ソ ・ レ ー ル が 現れ 
/ 夫 脱出 する と き に は フラ ム ゥ を 捕まえ 、 ら 段 ジ と 人 コ の redfidrc お さっ も ヒア ペン /m アク 
/。 ャ ンプ で 一 気 に 記憶 の 置き 時 計 の ある と こ は 、 イマ イチ よく わか ん な か っ た ガ 
ろ ま で 登っ て し まお う 。 “ ディ ウス の 正体 を 知る こと に な る 。 
し 骨 隊 「 
2 NN 28 っ - 家 











_ ガ デ ィ ウ ス の 企み を 明 止 せん と 、 神 官 
た ち に 乗せ られ る まま 、 神 腸 の 宗 壇 へ 
と や っ て きた クロ ノア た ち だ が ……-。 


JHKiomoa | 


phantomile 


















( 2 ) ムウ を 連れ て 戻 つ て き て ね 


扉 ⑦ の 中 の 光 の 人 道 を と お っ て ここ へ 登っ で 
くる と 、 通路 の 左 の ほう に 、 記憶 の 置き 時 証 
と 夢 の か けら が 並ん で いる 。 そし て その 上 の ' 
ほう に も 、 記憶 の 置き 時 計 と ハー ト が ある の 
が 見 える 。 
ここ に 1 回 目 に 訪れ た と き に 取る こと の で 
きる の は 、 下 の ア イ テ ム だ け 。 
や が て 、 ここ ヘム ウゥ を 捕まえ 
て も う 一 度 戻 っ て くる こと に な る 。 
そし た ら 、 ら 段 ジャ ンプ で 上 に 登り 、 
アイ テム を 取っ て 扉 @ へ 。 


で ラウ 


《 》 月 の 国 ク レス の お 話 


CA 


祭壇 へ の 人 道 を や っ て きた クロ ノア は 、 
大 神官 モ ・ エ ー ル が 倒れ て いる の を 発 
見 する 。 助け 起こ し た モ ・ エ ー ル は 、 ガ 
ディ ウス が 月 の ペン ダン ト を 神殿 の 宗 
壇 に 捧げ て 、 幻 の 月 の 国 べ へ の 扉 を 開け NAM Ok 、 
て し まっ た 、 と クロ ノア に 話す 。 0 ルル ウロ 
その 存在 の 真 傷 さえ も 分 か っ て いな 2 らち ツィ ウー ル た らち 
か ら た だ 、 伝 隔 の 月 の 国 ク レス と は 。 馬 CAU と 、 い 
見 る 力 を 集め て ファ ント マイ ル と いう っ た い ど うい うこ と か な ? 
世界 を 創り 出し て いる 、 い わ ば すべ て ーー ーー 
の 創造 の 地 大 と いう 。 ど うし た ウケ だ 
ME さき /et ク 4m 有 ラ あ 4 FE と 59 の oy だ の Y) 
の ey の は 和 に に コ KcE IL っ GAY/ っ 】 の 
い 。 そ の 国 へ の 扉 が 、 ガ ディ ウス に よっ 
て 開か れ よ うと し て いる 。 82RB05D れ CUBo 
1 や や が て 信 説 の 国 が より が え 5。 
Ap up/ と くに 0 三 【 の DE Re pk っ) ^ ルト 」 
夢 の 力 を 悪夢 へ と 変え 、 世界 を 章 に 閉 ディ ウス の こと や 月 の 国 ク 
Saogd5/ し 0 旬 全 / ( い ・ 
民間 印 が 健 か れ だ わけ じ や な い 。 多 信 2 ee の 
ら ガ ディ ウス の 企み を 阻止 する こと は  。 で きど と と が 、 よ う や く 見 え 
で きる 。 クロノア は 先 を 急ぐ ぞ ! 02 
































IaDS- る - 













































































この ビジ ョ ン で は 、 短 
_ い 間 隔 で 日 食 が 繰り 返さ れ 
る 。 日 食 の 間 は 、 世界 が 間 に 閉 
ざさ れ 、 いろ いろ な 異変 が 起 ぎ る 。 
下 の 写 真 に も ある 、 ダイ ヤ 型 の 石 
が 紫色 を 帯び て きた ら 有 要 注 意 。 日 食 が 
近づい て いる 知ら せ だ 。 や が て 石 は 青白 
く 光 り だ し 、 日 食 の 到来 を 告げ る 。 
する と 、 いま まで ウロ ウロ し て いた 敵 た ち 
が 、 エク リプ ス と いう 名 の 敵 に 変身 し て し ま 
う 。 陸上 の 生物 は 紫色 の エク リプ ス に 、 空 を 
飛ぶ 生物 は 青い エク リプ ス に 姿 を 変え る 。 ま 
た 、 どこ か ら と も な く 、 ピン ク 色 の エク リプ ス 
が 発生 し 、 空中 を 漂い な が ら ク ロ ノ ア を 追 
っ つか け て くる 。 敵 は 、 エク リプ ス に 変身 し 
て いる 間 は 無敵 な の で 、 た だ ひたすら 


人 日 食 を 知ら せる ダイ ヤ 型 の 石 。 色 の 変化 に 
気 を つけ て いれ ば 、 日 食 の 到来 を 予測 で きる 。 


信明 る いと き に は 役に立た な い が 、 日 食 の 
間 は 大 きく な っ て 活躍 する 足場 。 


w プ I 


0 時 mm 


に] 8 


避け る し か な い 。 た だ し 、 日 食 が 終わ っ て 明 
る く な れ ば 変身 じ こ て いた 敵 た ち は 元 の 姿 に 戻 
り 、 ピン ク の エク リプ ス は 消え る 。 

な ん だ か 恐ろし い 日 食 だ が 、 歓迎 すべ き 点 
も ある 。 明る いう ち は 上 に 乗る こと の で き な 
い 足 場 が 、 日 食 中 に は 大 きく な っ て 乗っ か る 
こと も で きる よう に な り 、 移動 や アイ テム 回 収 
に 役立つ 。 

な お 、 写真 の 足場 の 上 に は 、 夢 の か けら が 
並ん で いる が 、 クロ ノア が 残り ひと り に な る 
と 、 1 UP が 現れ る 場合 も ある ぞ 。 


スイ ッ チ と ン ガ ボコ の た ま ご が 、 通路 の 奥 に 並ん で 
いる 。 ム ゥ を 捕まえ て 投げ つけ よう 。 日 食 が 来る と 、 せ 
っ か く 捕 まえ た ム ゥ が 消え て し まう の で 悲し い 。 ダイ ヤ 型 _ 
の 石 も そば に ある こと だ し 、 タイ ミン グ を は か ろう 。 
スイ ッ チ が 入る と 、 右 方 向 へ の 進路 が 開け る 。 


この 先 は 、 次 の ペー ジ の map 5-2-5b へ と 続い て いる の 
で 、 そちら を 見 て ね 。 











前 の ペー ジ か が ら の 続き 


と いう こと で 、 map 5- ら -a を 道 な り に 進む と 、 ここ へ 出 て く 
る 。 前 の ペー ジ か ら の 続き だ よ 。 


イッ チ を 入れ て 日 食 を 待つ 


扉 の の ある と ころ へ 飛び 移る に は 、 まず スイ 

_ ッ チ を 入れ る こと だ 。 そう する と ブロ ッ ク が せり 

出し て くる 。 日 食 を 待っ て 大 きく な っ た 足場 に 登り 、 

せり 出し た ブロ ッ ク を 足がかり に 、 扉 の まで ジャ ン 
。 プ し よう 。 の の 中 の 紹介 は P106 を 参照 。 


JIKIomoa 
OF 


(. 
phaint を oi 


P10Z7 か ら の つづ き に な る が 、 扉 ⑦ が 出 た あと 、 ゲー ト 
に 入る 前 に 、 左側 に アイ テム が ある の で 忘れ ず に 取り に 行こ 
う 。 日 食 を 待っ て 足場 に 登り 、 そこ か ら 先 は 明る く な る の を 待っ 
て フラ ム ゥ を 捕まえ 、 ら 段 ジ ャ ンプ を する の も いい し 、 災 が ひっ こ 
ん だ と き に 災 の し か け の 上 に ジャ ンプ し 、 そこ を 足がかり に する の 
も いい 。 と ころ で 住人 は 、 敵 を ぶつ け な い と 助け られ な い 位 置 に い 
る よう に 見 える けど 、 実は 風 だ ま を 当て る だ け で 大 丈夫 。 





















































や 


こら / 


落ち る 際 | 
- ど -Gb だ 。 


マ 
ノ 


CS 


各 ち れ ば 大 丈夫 。 


ゃ 
| 


な 


向 キ ー の 右 を 押し て お こう 。 この あ 
入り 、 アイ テム を 入手 後 戻 っ て き て 、 扉 


⑤ へ と 進む お 。 出 る と ころ は map5 


中 で は ば た いて 、 一 度 ハ ー ト の あ 


②I 


扉 


ゴン ドラ の 上 に 確実 に 乗る に は 、 飛び 


降り る 傍 
ャ ンプ ボタ ン を 再び 押し っ ぱな し で 、 は ば た いて 


る と ころ に 乗っ か っ て し まお う 。 端 か ら 、 


の 上 に 乗 る に は 
に スト ン と 下 | 
いる と き [ 
と 、 


ドラ 


ンク 


旦 
る 


ゃ 


プ し ちゃ お う 。 
日 食 の 


や 


段 ジ ャ ンプ を キメ れ ば 


え 


や 
1 
h 
K 
し 0 
ム ね 半 
NG D 
D 
志 
拓 
1 
わり 


トニ 
こ 有 夢 の が か けら 


と ころ で この 空間 は 建物 の 内 部 な の 


を 受け な い の だ 


プ 中 に フラ ムッ ゥ を 捕 ま 
オー ケー。 つい で | 


の ⑦ を 出 て か ら 、 上 に 進む の に ちょ っ 
ン が 左 へ 行く タイ 


乗り 、 サ サル 


(ーー 
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(2 ) 夢 の が けら 15Q 個 取得 へ の 秒 件 












~ の ビジ ョ ン で か けら を 150 個 集め よう まだ 明る いう ち に 、 鏡 の 精 の そば ・ 
人 月 ココ = エレ = アタ " 凡 つ た ら 、 鏡 の 精 を 出現 させ て か ら 消 え へ 行っ て お こう 。 日 食 を 待っ て 鏡 の 精 を 











ni ーー ーーーーーーーーー ーー " よ で の 間 に 、 こ こら へ ん に ある 緑 の か け 出現 させ 、 エク リプ ス に 気 を つけ な が ら 、 
ンー ニ MI map 5- ど 己 D(P105 参 照 ) の 扉 の を 出る と 、map 5- ら - "| 人 個 、 青 の か けら 1 個 を すべ て 取ら な け か けら を 回 収 。 敵 を 避け る の に も た も た し 
1(P101 参照 ) に 戻る 。 が 、 スタ ー ト 地点 と 同じ と ころ に 戻 「 1 は な ら な い 。 て いる と 、 時 間 が 足り な く な っ て し まう 。 


る ワケ で は な く 、 その 1 段 上 に 出る の だ 。 そし て スイ ッ チ 左 
(③) 落 ちな いよ うに を 選 け て 


入れ る と 、 さら に 上 へ と 通じ て いる 光 の 道 が 開け る 。 そし て 
この ゴン ドラ に 乗っ て いる と 、 壁 か ら 有 勢い よく 


光 の 道 を 昇り 、 扉 の を 
NII IN 本 = < ジー CO リリ 
ES 「 MI | 記 ご る 災 が 吹き 出す 地点 を 通過 する こと に な る 。 ゴン 
SS 1 2 | この ピジョン と は 、 ドラ が 自動 的 に 動い て いる た め 、 災 が 出 て いな 
王 ov 。 これ を 同じ よう な こと | い タ イミ ング を 見 計ら っ て 進 お むこ と は で き な い 
お デー デー 計 6UEI ワン ご 目 の で 、 ジャ ンプ で 避け る っ きゃ な い 。 狭い ゴン 
0 | 叶 記 また 旧 っ ドラ の 上 で の ジャ ンプ に は 、 十分 
て いく の だ 。 " 気 を つけ て 。 ジャ ンプ し た と き と 
1 TO 着地 する と き で は 、 ゴン ドラ の 
位置 も 変わ っ て いる こと も 頭 に 
入れ て お いて ね 。 
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この 続き は 次 の ペー ジ で ね 


ここ か ら 先 は 、 map 5- ら -4b へ と 続い 
て いる 。 次 の ペー ジ に その マッ プ が あお 
る の で 参照 し て ね 。 












全 ) 前 の ペー ジ か ら の 続き だ ント エク リプ ス 


と いう こと で 、 前 の ペー ジ の map ら -4 を 道 な り に 進 お むと 、 ここ へ 出 て くる よ 。 ーー ul | Sp 
いい mm 1 | ント よろ い ム っ ら が 行く 手 を 阻ん で いる 。 
ー 「 人 間 1 3 OS 手前 で 、 空 飛 点 敵 ス フ ォ ー ク を 捕まえ 
ゴン ドラ に 乗る 前 に 、 ス フォ ー ク 9 の 9 ' 0 "| ' (本 の て が から ゴン ドラ に 乗り 、 よろ い ム ゥ に 投げ 
を 捕まえ て スイ ッ チ 目 が け て 投げ つ : 要 Fear 還 較 0 、 Tr rr) 1 や YR 3 つけ て 鎧 を 壇 し 、 その ムウ を 捕まえ て ジャ 
け て お こう 。 そう し な いと 、 ゴン ドラ を 軒 記 2 旨 較 nw ,。 リノ ア を 狙っ て 飛ん で くる の 日 食 が くる と ジャ イア ント エッ イア ント よろ い ム ゥ の 鎧 を 壊し …… と いう 
降り た と ころ で 、 ブロ ッ ク が ジャ マ を し て 生計 ーー ペ 上 こう や っ て 風 だ ま を 連射 し リプ ス に 変身 する 。 コ レ は ちょ の も ひと つの 方 法 と は 思う が 、 これ だ と ゴ 
先 に 進め な いか ら ね 。 ウン 7 アク ] ば た や すく 捕まえ られ る 。 っ と 人 迫力 が ある ね 。 ンド ラ に 乗っ て る 途中 で 日 食 が 起き た ら オ 
FPSL NII actat EEE ジャ ン だ し 、 向こう 岸 に つい て か ら 日 食 が 起き る の も 杭 し 
操作 し て 、 ブロ ッ ク を 元 の 位置 に 戻 そ う 。 プ チ を 操作 し て ひっ こめ る 。 進む の が ラク 。 2 ジャ イア ント よろ い ム ゥ は ジャ イア ント エク リプ ス に 
ロッ ク の 上 か ら ジ ャ ンプ し て は ば た け ば 、 右 変身 する ん だ ぜ ! 
上 へ と 進む こと が で きる 。 と か ら 、 ゴン ドラ に 乗る 前 に 、 手前 か ら 敵 を 投げ つけ て 、 
Ps ii | 。 進路 を 開け る 下 準備 を し て お こう 。 よろ い ム ゥ 、 ジャ イア 
ント よろ い ム ゥ の 両方 に 1 回 ずつ 敵 を ぶつ け て 、 それ ぞ れ 
里 を 壊し し お くだ け で いい 。 そう すれ ば 、 ゴン ドラ で 移 
動 後 に ジャ イア ント ム ゥ を 倒せ る の で 、 その と き に 出る 
夢 の か けら を 確実 に 回 収 す る こと が で きる 。 
ちな み に 、 ス フォ ー ク は 奥 か ら 手 前 に グー ン と 人 迫 
つて くる 。 し か も 、 クロ ノア の いる 位置 を 正確 に 狙 
つて くる の だ 。 な ん だ か 怖い けど この 習性 を 逆 
に 利用 し て 、 奥 の ほ う を 向い て 風 
と ま を 連射 し こい よう 。 ス フ ォ 
ー ク を 簡単 に キャ ッ チ する こと 
が で きる 。 


【 還 


























NN ア 


ジャ ンプ 中 に 敵 を 捕まえ て ら 段 ジャ ンプ と 

いう 、 比較 的 高度 な テク ニッ ク が 要求 され て い 

る 場面 だ と いう の に 、 また また ササ ルン に ジャ マ さ 
れ て いる 。 ササ ルン が 中 央 より 右 へ 、 フラ ム ゥ が 中 央 
より 左 へ 行っ た と き を 狙 つ っ て 、 スプ リン グ か ら ジ ャ ー ン プ ! 

































ルー ト が 分 岐 し て いて 、 避 
こ か ら 進 ん だ らい い の か が 泥 
各 す る が 、 矢 EJ の と お り に 人 遂 
め ば ム ダ が な い 。 と りあ 移 
ず 、 まず は グリ ッ ジ ヅ ジ を 捕 
え 、 フラ ム ゥ が 一 番 下 へ 降り 
て きき た タイ ミン グ を 見 計上 
っ て 乗り 換え ら 段 ジャ ンプ 若 
キメ て 、 右上 か ら 行 こう 。 
の が けら が 並ぶ 坂 を 降り 久 
前 に 、 フラ ム ゥ を 捕まえ て い 
く こ と 。 さも な いと 、 スイ ツ 
チ の ある 場所 まで ら 段 ジャ 
ンプ する こと が で きま ない が 
ら ね 。 で 、 次 に 扉 ⑦ を 目指 
し て 。 扉 の め に 入る の は 一 番 
あと だ 。(P1 11⑧ へ 続く ) 











開い て いく 。 


きり リ の 中 に 閉じ 込め られ て いる 


) 


クロ ノン ア の や る べき こと は 、 4 つの スイ ッ チ 
人 捧 作 し て オリ の 扉 を 完全 に 開け 、 そ の 中 の ム 
を 捕まえ て 、 扉 ⑦ か ら map 5- ら -1 へ 戻る こ 





ウ 。 が ね お いそ うだ か ら 、 と いう 


2 段 ジ ャ ンプ に 必要 だ か ら 助 
上 時 まう 。 


ずり の な が の ムウ を 助け る !? 


この 柱 に は オリ が あり 、 ム ゥ が 1 匹 閉 じ 込め ら 
1 て いる 。 そ し て 、 柱 の 回 り に は 4 つの スイ ッ チ 
か ゆめ り 、 1 つ 操 作 す る た びに 少し ずつ オリ の 扉 が 





と だ (P101 参 照 )。 そし て 、 ら 段 ジャ ン 

プ し て 扉 @ ざ に 入る と 、 この マッ プ の 別 ア 
ング ル バ ー ジ ョ ン で ある map 5-2-6c の 
上 部 へ と 出 て くる (P1 15 参 照 )。 な に は と 
も あれ 、 最初 に や る べき こと は 、 スイ ッ チ の 
操作 だ 。 柱 は 右 に 回 る より も 、 左 か ら 回 る ほ 
う が 簡 単 だ よ 。 





全 map 5-2-1 に 、 取 れ な い 記 憶 の 
置き 時 計 と ハー ト が あっ た で し 
よ ? そこ へ 2 段 ジ ャ ンプ で 登る 
た め に 、 ム ウゥ が 必要 な の だ 。 





扉 ゆ の 上 に ある ス 
イッ チ か が ら 、 左 回 
り に 数 えて ら 番 目 
の スイ ッ チ は 、 飛 び 
降り る 際 に 風 だ ま を 当 
て て 探 作 し よう 。 

さて 、 こ の マッ プ で は 柱 
の 裏側 が カゲ に な っ て 確認 で 
きき な い 。 次 の ペー ジ に 、 こ の 
マッ プ を 違う 角度 か ら 描 いた 
imap ら - ど -6D と 5-2-6c が ある 
の で 、 参 照 さ れ た し 。 ち な み に 、 
この マッ プ の 左側 は 、 マ ッ プ c 
の 右側 へ と 続い て いる 。 マ ッ プ 
b で は な い の で 気 を つけ て 。 
(P115②⑧ へ 続く ) 





























KTonoa 
OF 


Phantomije 








(@⑱)3 つ の マッ プ を 見 比べ て ね 。 


この マッ プ の 右側 は map 5- ら -6c の 左側 に (P1 15 参 照 )、 こ の マッ 
プ の 左側 は map 5-2-6a の 右側 に 続い て いる (1 13 参照)。 











IaDS- 愛 -6b 


114 

















(2 時 0 マッ プ の 別 アッ クル モノ 


: の マッ プ の 右側 は map 5-2-6a の 左側 に 、 この マッ プ の 左 
旧 和 imnap 5- ど -6b の 右側 に 続い て いる 。 

いて 、 ご の マッ プ に ある スイ ッ チ は 、 金 の よろ い ム ゥ と ジャ イ 
"ント よ ろ い ムウ が ウロ ウロ し て いる と ころ に ある 。 倒す こと は 
な い の で 、 進み た い ル ー ト 上 に ヤツ ら が いな い タ イミ ング 
W 見 つけ る し か が かない)。 

お 、 夢 の か けら 150 個 取得 を 狙っ て いる 人 は 気 に な る と 
時 が 、 こ この ジャ イア ント よろ い ム ゥ は 倒せ な い の で 、 か けら 


j ぎ 出さ な い 。 
ここ まで 来れ ば 
も う ひ と いき まき ! 


map 5- ら -1] か ら こ こ へ 出 て 
寺 た ら 、 ゴン ドラ に 乗り っ ぱな し 
で オー ケー。 自動 的 に map5-2- 
6d の 扉 ② ま で 運ん で くれ る 。 
も ちろ ん 、 災 は 避け て ちょう 
刺し お 。 

さて 、 ゴン ドラ の 進む ル 
ー ト 上 に は 、1UP が ある 。 
クロ ノア が 残り ひと り に 
な る と 、 そ の 隣 に も 
うつ ひと つ 、1UP が 
出現 する 場合 が あっ 
て 嬉し い 。 
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145 
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WISIO NN 5- タ 
BOSS$ 


明 が ざれ る ガ デ ィ ウ ス の 胸 の 内 








、 喝 の 祭壇 に は 、 5 9 
Se た cc. プッ | は か つて 自分 を 詩 じ っ 

- め た 世界 に 後 橋 する た め 、 まき 
葬 つう と し て いる こと を 打ち 明け る 。 
手下 の ジョ ー カ ー は 、 自ら クロ ノア 
た ちの 相手 を する こと に ! 


ーー 
レコ 


ガト AAKS NII に YOt9 に 0 
DAKS EKSASUI TGM 3 は ッ た に 」 








信 クロ ノア の > 
まで き て し まっ た ジョ ー カ ー。 名 営 挽 
回 の た め 、 自ら 出 概 ! 


11 6 








引 asa ビー ズ スト ジ ショー カー 
委 の ベン ダン ト が 太陽 の 神殿 に 捧げ られ た こと に 
まり 、 音 PE その 

詩 の 下 で 力 を 得 た ジョ ー カ ー の 姿 が 、 無敵 の 幻 
貞 で ある ビー スト 
ジョ ー カ ー だ 。 日 
食 が 終わ り も と の 
ジョ ー カ ー に 戻る 
と 、 基 る る に 足り 
な い ボ ス に 成り 下 
が る 。 











了 east Jolker 











の 光 が 、 


。W 沈 来 び の 飼 邊 史記 人 rrTy 計 
いさ 党 E 百 世 ③ 和 生肉 均 一 





| キーmN 半 守 稚 生 倫 ささ 口 さ 


信太 陽 の 神殿 か ら 大 地 に 向け て 発せ られ た 区 に 、 硬め 
村 の 風車 、 水 の 国 の 水車 、 木 の 村 の 


ジョ ー カ ー、 尊 菅 の 消 減 

クロ ノア た ち を 始 示す る と いう 仕事 を や り 誠 ば 
られ な か っ た ジョ ー カ ー は 消滅 する 。 忠 放 を 革 
、 必ずや 復讐 を 遂げ る こと を 人 


ー 方 、 月 の ペン ダン ト が 捧げ られ た 太陽 の 
神殿 か ら 地 上 に 向け て 、 光 が 発せ られ た 。 こ ご こ 
月 の 国 の 封 EH を 解 こ うと し て いた 





音 吉 に 忌 デコ 


困 学 +- 三 ょ = 












_ 月 の 国 が つい に その 容 を 現し た ! 参 
_ を 悪 基 に 変え よう と クレ ス に 乗り こん 
_ だ ガ デ ィ ウ スズ ス を クロ ノア は 追い か ける 。 


5 雲 全 
て - 語 、 ジ ここ 


2J で は な か っ た ! 月 の 国 ク レス が 、 


つい に その 姿 を 現し た 。 意外 に も 、 ファ 
ント マイ ル の 風 の 村 、 木 の 村 、 水 の 国 の 
瑞 間 の 地表 を 突き 破っ て 。 そし て 空 高く 
FCGUUS / 

月 の 国 に 集まる 夢見 る 力 を 、 悪夢 に 変 
えよ うと する ガ デ ィ ウ ス を 追っ て 、 太陽 の 
神殿 か ら パ メラ に また が り 、 クロ ノア は 
た だ た び 空 を 飛 記 。 そし て クレ ス の 入口 
で バ メ ラ と 別れ 、 ヒ ュー ボー と 点 た り で 
満 入 を 開始 する の だ っ た 。 


St へ 放し のみ 計り 


3 
ョ z 


(YX で ご 溢 @ ぷ 。 め 痕 Gt 


HG は の 全 山 XX 


SQ いす は どん へ 
許 明 生 本 圭 8 ミ ささ パー 


nn の と つり 0 


CE 


0 で NN 


ー 愉 で 品 旋 半 
9 まこ ERPIIE 


NSJ 
う cNifi 


RSC SESOL et 


x ニム へ 
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(2 ) 消 える の も 復活 も は や い 足 坦 


いよ いよ 終り に 近づい て きた 。 マッ プ 右 端 が スタ ー ト 地点 。 扉 め を 
いる と mapG- 1 - ど (P18 ら 0) に 出る 。 で も ここ に くる の は P1298 へ 行っ 
か が からだ 。 

時 色 の 足場 を 次 か ら 次 に 飛び 移っ て いっ た と ころ に 、 住人 が いる 。 
『… 肖 え て し まう 足場 を 飛び 移っ て いく の は 、 さぞ か し 反射 神経 が い 
り そ う だ が 、 実際 や っ て みる と そう で も な い 。 この 足場 は 、 消え る の も 
因 い が 、 復活 する の も 早い か ら だ 。 だ か ら 、 うっ か り 足 を 滑ら せ た と ぎ 
W、 まだ 復活 し て いな い 足 場 へ ベジ ャ ンプ し て し まっ た と きも 、 は ば た き 
"中 ん 張れ ば な ん と か な る 場合 が ある 。 また 、 ら 段 ジャ ンプ な ど は 一 
崩 使 う 必 要 が な く 、 通常 の ジャ ンプ だ け で 移動 で を る の も 嬉し い 。 

草 色 の クリ スタ ル も 、 紫色 の 足場 の 先 に ある 。 いっ た ん 、 黄色 の 柱 
の 前 に 行き 、 フラ ム ゥ を 捕まえ て 下 の 足 場 に 飛び 降り 、 クリ スタ ル に フ 
ハウ を 投げ て 壊す 。 その あと 、 左上 の 足場 に 飛び 乗り 、 扉 ⑦ へ 。 最後 
り マップ 、 mapG- 1 -8 へ と 進む 。 








令 こ ん な と ころ に 住人 が い 
人 が ん て 。 も ちょ よっ る と ビビ る 
が 、 普 通 の 床 と いう 気持 ち 


で 飛び 移っ て いこ う 。 





信 こ ん な と ころ に クリ 
スタ ル が ある な ん て 、 
また また ビビ る が 、 住 
人 の 救出 より も 簡単 


導 :tys 平気 平気 。 







1 ) 実 際 の 画面 で は 左右 反転 


の ビジ ョ ン の スタ ー ト 地点 に ある 扉 ⑦ を くぐっ て 出 て 
: の は ここ 。 な ん だ か モニ ター に うつ っ て いる 場所 と こ 
尋 う と ころ の よう に 見 える し 、 進行 方 向 も 逆 で 

| 」 その 通り 、 扉 めか ら の まで の 区 間 は 、 こ の マッ プ 
| 生 反 転 さ せ た も の が 画面 上 に 映し だ され る 。 正確 に 

中 ぇ |、 この マッ プ と は 違う 視点 で 、 奥行 き の 豊 か な 立体 

中 見 を 見 て いる ワケ だ 。 混乱 し な いで ね 。 


り 床 を 電 測 か m 赴 る 8 


扉 ② を 入っ た と ころ に は 、 電気 が 流れ て いる 床 が あ 
る が 、 こ れ を クロ ノア が 踏む と 、 ダメ ー ジ を 受け て し ま 
う 。 ム ゥ ボゥ か ら 乗 り も の を 拝借 し て 、 上 に 乗っ て 進 も 
う 。 

ちな み に 、 クロ ノア が 残り ひけ とり に な る と 、 ここ に 
1UP が 出現 する 場合 が ある 。 


N 才 」 電気 床 の 上 を 安全 に 進む に は 


ら 度 目 の 登場 と な る 電気 床 。 ま た 、 
ム ゥ ボゥ の 乗り も の を 利用 すれ ば 
いい の だ が 、 今度 は ムウ ゥ ボゥ は 進 
行方 向 と は 反対 に 向かっ て く 
の で 、 た だ 乗っ つこ いる だ け で 
は ダメ 。 果 り も の か ら 生 り も の へ 、 飛び 移っ て い 
か な けれ ば ぱ ば ならない 。 

CE すべ て の 乗り も の の 上 に ムウ ゥ が いる ワケ で は な 

\。 無人 の 乗り も の に 乗っ て フラ ム ゥ を 捕まえ 、 前 方 に 授 
NH 次 々 と 乗り も の を 無人 に し て いこ う 。 その 上 を ジ 


ャ ンプ で 移動 。 途中 に いる 住人 を 助け る に は 、 ら 段 ジ ャ ンプ も 
必要 で 、 忙し い 区 間 だ ! 


(@⑳) よ ろ い ムウ ボゥ 5? 


ム ゥ ボゥ の 乗り も の の 上 に 、 よろ い ム ウ 
が 乗っ て いる この 区 間 も 、 短い 時 間 に や る 
こと が 多く て 忙し い 。 この 通路 の 右端 ( マ 
ッ プ で は 反転 し て いる の で 左端 ) か ら 上 へ 
と 進む た め に は 、 まず フラ ム ゥ を 捕まえ て 

















| ] (9 ' よろ い ム ゥ の 鎧 を 壊し 、 次 に 青い ム ゥ に 成り 下がっ つた その よろ い ム 
VISIO | 5 ] つつ 
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ゥ を 捕まえ る な り 、 フラ ム ゥ を ぶつ ける な り し て 乗り も の を 無人 に 
し 、 そこ か らら 段 ジ ャ ンプ 。 これ を 、 乗り も の が 通路 か ら 転 落 
し て し まう まで に 成功 させ な けれ ば な ら な いか ら 、 忙し い 。 
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| ) この マッ プ の 歩き 方 


か た だ くさ ん ある こと か 5 推測 が つく よう に 、 

リカ マッ プ を 拠点 に 、 ほか の エリ ア を 行っ た りき 
りす る こと に な る 。 簡単 に 説明 する と 、 こ の ビ 
の どこ か が に は 、 赤 、 青 、 緑 、 茜 の 4 つの クリ 
テル が ある 。 ク リス タル を 壊す と 、 それ まで 同 
し 紀 の 柱 で ふさ が れ て いた 扉 が 開く 。 で 、 それ ぞ 
1 ロリ ラリ スタ ル を 壊し た あと に は 、 いっ た ん この 
"ッッ プ に 戻っ つて くる 構成 に な っ て いる の だ 。 そ し 
『 、 扉 づ を 通り D、 ク リス タル を 壊し た こと に よっ 
「 開い た 扉 か ら 、 新た な エリ ア へ 潜入 し て いく 。 
『 の 完 で 、 ほか の 色 の クリ スタ ル を 探し て 破壊 し 、 
li た び こ の マッ プ に 戻る 。 これ の 繰り 返し だ 。 
四 休 的 に も 説明 し て お こう 。 ク リス タル は 赤 、 
衣 、 届 、 の 順に 壊し て いく 。 最初 は 扉 ② を 入り 、 





ここ に ある 赤い クリ スタ ル を 壊す と 、 その 隣 に 

ある ゲー ト を ふぐ ざい で いる 赤い 柱 だ け で な く 、 この ビ 

ジョ ン じ ゅ う の 赤 い 柱 が 壊れ る 。 新た な ルー ト を 開拓 で 
ざる と いう ワケ だ 。 次 は 扉 ゆ へ と 進む 。 


(@) 柱 の カゲ で 見 えな い 部 分 は 


マッ プ 上 で 柱 の カゲ に な っ て いて 見 えな い 部 分 に 
は 、 クロ ノア ひと り 立 つの が や っ と と いう 狭い 足場 に 、 
ブッ ピ ィ と いう 先客 が いる 。 左 で ブッ ピ ィ を 捕まえ て 飛 
び 降 り 、 先客 の 真 上 で 2 段 ジャ ンプ を キメ る と いい 。 た 
と 、 左 で ブッ ピ ィ を 捕まえ た と き に 、 うっ か り サ サル ン に 
融 れ る と 爆発 し 、 クロ ノア も ケガ を する か ら 気 を つけ て 。 
また その 先 に は 、 ササ ルン に か こま れ た 住人 を 、 ブッ 
ビィ を 捕まえ て の ら 段 ジャ ンプ で 救出 する ポイ ント が 
ある 。 下段 の ササ ルン が 左右 に 大 きく 開い た と き が 
どら 段 ジ ャ ンプ の タイ ミン グ 。 た だ 、 住人 を 助け た あ 
と 瘍 地 し よう と する と 、 まだ 爆発 し て こない ブ ッ ピ イィ 
が うず くま っ て いた りす る 。 も た も た し て いる と 
爆発 に 巻き 込ま れる の で 、 投げ 捨て よう 。 扉 

の を くぐる と 、mapG6-1-8 へ と 進む お 。 











床 の ク リス タル を 壊す と 、 
」 7 この 扉 も 開く 。 





lg 有 め ⑥-『- ラ 


赤い 柱 が 消え て 












赤い クリ スタ ル を 壊し て 扉 ② か ら 戻 

っ て くる 。 次 に 扉 づ を 通り 、 赤い 柱 に 
ふさ が れ て いた 扉 を 入る 。 そ の 先 で 青 
い ク リス タル を 壊し 、 扉 の か ら 戻 り 、 ふた 
た び 扉 ⑦ へ 。 青い 柱 に ふさ が れ て いた 麻 
を 入り 、 その 先 で 緑 の ク リス タル を 壊し 、 扉 
か ら 戻 り 、 今度 は 扉 の を 通っ て map G- 
1-4 へ 。 緑 の 柱 に ふさ が れ て いた 扉 を 入り 、 
扉 め へ 入る 。 そ の 先 で 黄色 の クリ スタ ル を 
壊し 、 扉 め か ら 戻 り 、 ま た また 扉 の へ 。 青 
い 柱 に ふさ が れ て いた 扉 を 再度 入り 、 扉 
(へ 。 あと は 道 な り に 扉 め を ぬけ て map@- 
1-8 へ 。 
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1 ) 新 た な エリ ア へ の 玄関 品 


クリ スタ ル を ひと つも 壊し て いな い 
し ここ を 訪れ て も 、 来 た 道 を 引き 返す し 
ぃ いる いろ な 色 の 柱 が 、 ここ に ある 扉 








ぃ いい で し まつ て いる か が からだ 。 上 の ほぼ ほう に 、 
いさ が れ て いな い 扉 も 見 える けれ ど 、 
は ゲー ム の 終 毅 に な る まで た どり 着 

ない し ね 。 
事 最 初 に 入れ る よう に な る 扉 の ⑦。 こ 
ぐる と 前 真 の map6- 1 -3 を 通過 し 
iD6- 1-5 へ と 進む こ 


どど 多 な る 。 
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見 えな い 部 分 に 





。/ ーー 回 呈 3 
肝 季 の 扉 が 
この 柱 の 裏側 に は 、 重要 な 扉 ゆ が ある 。 そ 
れ ぞ れ の クリ スタ ル を 壊し た あと クロ ノア は 、 
扉 ゆ を くぐっ て 、 この マッ プ に 戻っ て くる の だ 。 





(③) 貢 と 青 の 柱 が 立つ 扉 
青 の 柱 に ふさ が れ た この 扉 の 上 に は 、 

な ぜ か 黄色 の 柱 も 立っ て いる 。 この ゲ 

ー ト は 青 の ク リス タル を 壊す と 開き 、 

その あと に 立ち 寄る こと に な る の 

だ が 、 それ と は 別に 黄色 の クリ ス 

タル を 壊し た あと に も 、 ここ を 入る 必 

要 が ある の だ 。 覚え て お いて ね 。 











育 筋 も 凍る !? オバ ケ 通 路 


この 付近 を クロ ノア が 通る と 、 数 え 切れ な い ほ どの プ 

ラウ ム が 一 斉 に 出現 する 。 ちょ っ と ビッ クリ する が 、 無視 し て 

前 進 す る の が 一 番 。 事前 に 敵 を 捕まえ て お け ば 、 プラ ウム と の 接 
触 か ら 1 回 身 を 守っ て くれ る バリ ア に な る の で 重宝 する 。 

な お 、 この 通路 は 少な く と も ら 回 通る こと に な る 。 最初 は 、 青 の ク 

リス タル を 探し て いる と き 。 進行 方 向 は 右 で 扉 ② を 目指 す 。 この あと 、 

次 真 の mapG- 1-6 を 通 軸 し て map6- 1 - フ へ と 進む 。 
また 、 ら 回 目 は 、 緑 の ク リス タル を 壊し た あと 。 扉 か ら 入 っ て 、 扉 や 


を 目指 すこ と に な る 。 
(②) 夢 の か けら を 取る に は 


map6- 1 -8 の 扉 を くぐる と この 場所 
に 出る 。 高 いと ころ に 並ん だ 夢 の か けら を 
取る に は 、 ら 段 ジ ャ ンプ を し た いと ころ だ けど 、 
回 り に 敵 が いな い 。 いっ た ん 右 に 行っ て 捕 ま 
えて くる と 、 白い 柱 に 敵 が つか えて 、 それ 以 
上 左側 へ 戻る こと が で き な い の だ 。 

だ か ら 、 いっ た ん 扉 ⑥ を 出 て 、 ブッ ピ ィ を 1 
匹 調 居 じ ここ よう 。 





map6-1 -5 













































() フ ラム ウゥ の 群がる 住人 


フラ ムウ が 群がっ て いる 
住人 を 助け る に は 、 フラ ム 
ウゥ を 1 匹 ず つ 捕 まえ て いて 
も ダメ 。 ブッ ピ ィ を 投げ つ 
け て フラ ムッ ゥ を 一 気 に 蹴 散 
ら す こと 。 で も 、 その あと 
も た も た し て いる と 、 すぐ 
に また 集まっ て きち ゃ う よ 。 
扉 の を くぐら ず に 、 左上 へ 
と ひき 返す 。 そ し て 扉 
を くぐり mapG6- 1 -3 
へ 戻る 。 
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) ぷ D お け ば プラ ウム 


2 また 3 機 の ゴン ドラ を 乗り 継い で 、 空中 を 移動 。 最初 の う 
ーー 生 ニ コ ち は 、 乗 つて いる だ け で 夢 の か けら な ども 取れ て ラク チ 
ーー ニ ン だ が 、 最後 の 1 機 は そう も いか な い 。 ジャ ンプ し な い 
全う と アイ テム は 回 収 で き な い し 、 背後 か ら プ ラウ ム が つ 
いて くる ん だ けど 、 だ ん だ ん その 数 が 増え て いく ん 
ど よ ね 。 前 方 に 現れ る プラ ウム を 捕え な が ら 進 
み 、 ゴン ドラ を 乗り つい だ 先 に ある 青 の ク リス 
タル を 壊 そう 。 
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ここ も 、 マッ プ と 
実際 の ゲー ム 画 面 と 
は 、 左右 が 反転 し て い 
る 。 写真 と マッ プ を 比べ 
て みて 。 実際 の 進行 方 向 
は 左 だ 。 

ざ て 、 黄 色 く 光る 足場 は 、 
乗っ こし ば らく する と 消え 
て し まう の で 注意 。 


夢 の か けら 150 ロ 個 取 得 へ の 乏 件 


ここ ら へ ん に ある 緑 の か けら 14 個 、 青 の か けら ら 個 を 、 鏡 の 精 に 
ら 僅 に し た も ら う 必要 が ある 。 

敵 の 精 を 出現 させ た ら 、 その 真 上 の か けら を 取っ て 飛び 降り 、 道 
ば た に 並ぶ か けら を 取り つつ 左 へ 移動 。 空 中 に 浮か 上 ぶ 紫 色 の 足 
場 の 低い ほう に 乗っ て か けら を 回 収 、 次 に 高い ほう に 乗っ て や 
っ ぱり か けら を 取る 。 

この 系 色 の 足場 も 、 乗る と 消え て し まう が 、 すぐ に 復活 す 
る 。 高い ぼう の 定 場 の 上 の か けら を 取る た め に ジャ ンプ し 
た と ぎ 、 上 空 で は ば た いて 復活 を 待 と う 。 復 活 後 着 地 し 、 
そこ か が ら 右 へ ジャ ンプ し て は ば た き ぎ 、 青い か けら の あ 





































全高 い ほ う の 足 場 の 上 に ある か けら 信 足 場 が 復活 し た ら そ こ へ 降り 、 す 
を 取る た め に ジャ ンプ し た ら 、 上 空 ぐに ジャ ンプ で 右側 へ 。 は ば た け ば 
で は ば た いて 足場 の 復活 を 待つ 。 青い か けら の 混じる 列 ま で 届く 。 
川 
「 
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旧 
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(る ) うつ が り 転 落し な いで ね 


| か ら 飛 び 降 り る 際 、 柱 に そっ て 降り て くる と 、 足場 に 乗れ ず に うっ か り 転 落 死 し て し まう 

し し れ な いか ら 気 を つけ て 。 飛び 降り た ら す ぐ 、 方 向 キ ー を 右 に 入れ て 着地 の 準備 を し て お 
リリ 、 足場 付近 で は ば た き を する な り し て 、 確実 に 着地 し て ね 。 扉 め を くぐる と 、mapG- 1 - ら 
いけ る 。 












扉 ⑦ か ら 出 て 、 飛び 降り よう と する と 、 そこ に は 
ブッ ピ ィ の 和 群れ が 。 そこ で 扉 の 前 で 1 匹 だ な け は ぐれ て 
いる ブッ ピ ィ を 捕まえ 、 群れ の な か に 投げ 込ん で お け ば 、 
は ぐれ ブッ ピ ィ が 爆発 する 際 に 、 み ー ん な 巻き 込ま れ ち ゃ う 
の で 一 掃 で きる 。 

ちな み に 、 クロ ノア が 残り ひと り に な る と 、 ここ ら へ ん に 1 UP 
の 入っ つた ン ガ ポコ の た ま ご が 出現 する 場合 が ある よ 。 
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の っ けが か ら ブ ッ ピ ィ が 行列 を 作っ て 階段 を 隆 
り て くる 。 一 掃 の 方 法 は 、 先頭 を 捕まえ て ら 2 段 ジ ャ 
ンプ し 、 空中 に いる 間 に 行 列 を 連鎖 爆発 させ て し まう 
や り 方 、 階段 を あわ が っ た と ころ で 先頭 を 捕まえ 、 最後 尾 
の ぼう へ 投げ て 階段 を 飛び 降り る や り 方 、 先頭 か ら 捕 まえ 
て は 奥 や 手前 な ど に 投げ 捨て て し まう や り 方 な ど が ある 。 


ッ ビ イィ で クリ スタ ル も 爆破 












緑 の ク リス タル を 壊し た いけ ど 、 そ の 手前 に は 緑 の 柱 が あっ て クロ ノア 
。 。 の 行 < 手 を 阻む 。 上 か ら 入る に も 、 サ サル ン と ブッ ピ ィ が ジャ マ し て いる の 
導 2 で ハリ だ 。 








ここ で 2 段 ジ ャ ンプ を する 
| 間 を 節約 で き 9 














そこ で ブッ ピ ィ を 捕まえ 、 サ サル ン め が け て 投げ よう 。 す る と 投げ た ブッ 
ビィ が 爆発 し 、 ジ ャ マ し て いた ブッ ピ ィ も 連鎖 的 に 爆発 、 そ の 爆風 で 緑 の 
クリ スタ ル が 壊れ る 。 ク リス タル が 壊れ る と 手前 に あっ た 柱 も 壊れ 、 
P126 の 扉 ⑥ へ と 進め る 。 





















この ビジ ョ ン で 夢 の か けら パー フェ クト を 狙う に は 、 ここ ら へ 
ん の 緑 の か けら 個 と 、 青 の か けら 1 個 を 鏡 の 精 に ら 倍 に し て も 
ら う 必要 が ある 。 

鏡 の 精 を 右側 か ら フ ラム ゥ を 投げ て 出現 させ 、 すばやく か けら を 回 
収 し て いく 。 途中 で ブッ ピ ィ を 捕まえ 、 写真 の 場所 か らら 段 ジ ャ ンプ 
で 紫色 の 足場 に あがる と 、 ちょ っ ぴ ぱり 時 間 を か せ ぐ こと が で きる 。 扉 
@⑤ を 抜け て map6- 1-3 へ いこ う 。 


DD の -『- の 


ここ は ビジ ョ ン の 終点 。 総 仕上 げに 、 白 の ク 
リス タル を 壊す と 、 ビ ジョ ン 6- ら へ の 道 
が 開け る 。 





























ガ デ ィ ウ ス を 捜し て 、 月 の 国 の 奥深 く 
へ 入り 込ん だ クロ ノア 。 ま る で 夢 の よ プリ ズム の 回 廊 の 構成 
うな g m 広 が 
うな 記 表 的 で 神秘 的 な 世界 が る 。 の 中 心 に ある 塔 は 、 その 外側 に ある 三 
申 月 の 滞 、 半 月 の 塔 、 満月 の 塔 の 3 つと 結ば れ 

いぶ クロ ノア は 、 中 心 の 塔 か ら 上 部 に ある 
用 ^ 配っ つて それぞれ の 塔 へ 移動 し 、 攻略 後 、 
用 の 通路 を 使っ つて 中 心 の 塔 へ 戻 つ て こく る 。 

の マッ プ で は 左側 に 三日月 の 塔 、 右側 に : 

当 の 上 后 が あり 、 それ ら と 中 心 の 塔 と を 結ぶ 4 つ 





aqD⑥-- 朋 











の 通路 が 確認 で きる 。 だ が 、 半月 の 
塔 に つい て は 、 中 心 の 塔 の カゲ に な っ て 
見 えな い 。 

半月 の 塔 へ 向かう 通路 に つい て は P141 
で 解説 する が 、 中 心 の 塔 へ と 戻 つ こく る 通路 に 
つい て は 、 その ほか の ふた つの 塔 の も の と 同じ 
で 、 た だ 強制 的 に 中 心 の 塔 へ 戻さ れる だ け な の 
で 、 首 略 し た 。 


どこ まで 歩い て も 同じ 景色 !? 
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『 8 可 表 1 
《》 友情 と いう 絆 を 信じ て ! 


ERIEREREORRIENRHRIREREERIRIERERER ーーーーーーーーーーーー…- 


プリ ズム の 回 廊 で クロ ノア を 待ち 受け て いた の は 、 
月 の 国 が すでに ガ デ ィ ウ ス の 手 に 落ち て し まっ た と いう 
知ら せ ! だ が 、 あ る 意味 、 そ れ 以 上 の ショ ッ ク が クロ 
ン ア を 襲う 。 

短い 間 に 、 あま り に も いろ いろ な で き ご と が クロ ノア 
の 身 に 起き た 。 プ ァ ント マイ ル を 揺るが す 歴 史 的 事件 
Aichi X の や っ 1 の 】 に なみ) と っ ya) 過 KG クル =I に Ei【 の の 】== 財 / 
が 、 実は ヒュ ユー ボー は 最初 か ら な に も か も を 知っ て いた 
CRep70alr2U CWCNEE、 十 反 で ある クロ ノア に 話さ 
な か つた の か !? 思い 返せ ば 、 最初 は ワケ も わか ら ず 、 
じ っ つっ ちゃ ん や ヒュ ー ポ ボー の 言う まま に 動い て いた クロ ノ 
ア は 、 い つの 間 に か 一 大 事 の 中 心 に 巻き 込ま れ て いた 。 
で ぞ れ で も 、 こ の 友情 を 信じ きれ る か !? 

と も あれ 、 ここ まで きち ゃ っ た か ら に は 、 も う 途 中 で 
冒 了 葬 を 投げ 出す こと と な ん て で き な い よね ? ガ デ ィ ウ 
ス へ がら 月 の 国 を 取り 戻す ……. そ れ が クロ ノア の 存在 意 
義 な の だ か ら ! 


配 な い \。 


玉出 の 村 を 出発 し て か ら こ の 冒険 
の 間 ず っ と 助け 合っ て きた 、 ヒ ュ 
ニー ニ ボ と の 絆 。 この先 、 な に が あ 
っ て も 、 そ の 絆 だ け は 真実 だ ! 








ICiomoa 
OF 


Phantonire MM 


プリ ズム を グル ッ と 取り 囲 
ゝ この 廊下 。 歩い て も 歩い て 
も 同じ 景色 が 続い て いる よう 
と し 、 こ の マッ プ で は 埼 の 婁 側 
\ カ ゲ に な っ て 見 えな いし で 、 
一 骨 不 安 に な る か も し れ な い 。 
し か し 、 その まま グル ッ と 1 回 
転 す れ ば 、 クロノア を 上 へ 運 
ぷ ぶ ゴ ンド ラガ が 出現 する の で 心 


























さま を 見 て 跳ね る ムウ (三日月 の 培 


[ ー 日 月 の 塔 へ の 通路 。 モニ ター 上 で は | ( ォ や (0 
左 か ら 右 へ 進む こと に な る 。 M し 4 
ここ に は 、 どら 段 ジ ャ ンプ し な いと 届か な い 位置 

に 住人 が いる 。 通路 の 上 を ピョン ピョン 飛び 跳ね て 
や っ て くる ム ゥ を 捕まえ て 対処 。 ク ロ ノ ア の 進行 方 向 

か ら や っ て くる ム ら も 捕まえ て 投げ 捨て よう 。 
ムウ を 捕獲 する 際 、 通路 の 上 で ジッ と 待ち か まえ て いる 
こ 、 ムウ が クロ ノア を 無視 し て 蔵 地 し よう と する の で ダメ 

ー ジ を 受け る 。 そ の 場 で ジャ ンプ すれ ば 捕まえ られ る 。 

な お 、 クロノ ア が 残り ひと り に な る と 、 ここ に 1UP が 出現 
する こと が ある よ 。 


( 5 ) 夢 の か けら 150 個 取得 へ の 双 件 (満月 の 塔 ) 


%。、 朗 和 この ビジ ョ ン で か けら を 150 個 集め る に は 、 満月 
時 較 較 上 訓 の 措 へ 向かう 通路 で の ガン バリ が 決め 手 。 鏡 の 精 
を 出現 させ て か ら 消え る まで の 問 に 、 道 な り に 並 周 
3 つの 緑 の か けら 、 縦 に 並ぶ 緑 の か けら 3 個 と 青い 
か けら 1 個 、 そ し て 通路 の 右端 に 並ぶ か けら の う 衣 
一 番 下 の も の ひと つ を 取れ ば 条件 クリ ア 。 右端 の 
か けら を 全部 取る 必要 は な い 。 また 、 ジャ イア ント 
よろ い ム ゥ を 倒し て 夢 の か けら を 取る こと は 考え が 
く て も いい 。 

さて 、 右端 の か けら に は じっくり ら 取 り 組 め る 。 今 慮 
は 、 最初 に ヘ ゥ を 捕まえ て か ら 3 匹 フラ ム ゥ に 乗り 
換え る 、 より 高度 な 乗り 換え ら 段 ジャ ンプ が 必要 だ | 


(人) 中 央 の 増上 部 の 裏 に は 


扉 ⑦ を 出 て 道 な り に いく と 、 この ビジ ョ ン の 終点 
の ゲー ト が ある の だ が 、 こ の マッ プ で は カゲ に な っ て 
いて 見 えな い 。 「 

ゴー ル ま で の 通路 に は 、 ハー ト や 1UP と いっ た ク 
ロン プア の 回 復 を 手伝う アイ テム が 並び 、 それ だ け に 

それ ら が 必要 に な る な に か を 予感 させ る 。 クロ ノア 

が 残り ふた り 以 下 に な る と 、 さら に 1 UP が 出現 す 

る 場合 が ある 。 





。 Mtlonoa 
、 Phantomile 









この マッ プ の 拉 訂 (中 の 丘 ) ()C9 馬 6E 


- が 中 心 の 塔 の 内 部 だ 。 中心 の 培 の 外側 か この 扉 の 先 は 、 半月 の 塔 へ と 向 か 
の 和信 日 の ほ か に 、 三日月 の 塔 へ の 入口 ( 扉 ⑦)、 う 通 路 。 ど 度 目 に 訪れ た と き に は 開い 
月 の 境 へ の 入口 、 満月 の 塔 へ の 入口 、 そし て て る ハズ だ 。 議 議 半生 RE 
の 中 心 の 塔 の 上 へ と 続く 扉 が ある 。 最初 は 三 P135 の map 
月 の 漠 へ の 扉 し が 開か な い 。 攻略 し て ここ へ 6- ら - ら で は カカ 詳 語 
員 い て いく と いう ワケ だ 。 扉 〇 を くぐる と 、 三 日 見 えな い の で 、。 
肖 の 者 の 内 部 へ 入る こと が で きる 。 P141 を 参照 

















し て ね 。 


ンク / 
( 記 油 局 
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Phantomire 了 


(@) 箇 WW の に ED<K 


(②)3 つ の ス ッ チ の 入れ 方 


weds 


jm 卓 え な い 部 分 は 
次 の ペー ジ で ね 


11 P140 の map 6- ら -5D 

 。 日 月 の 塔 の 外側 と いう 同 
を 、 それ ぞ れ 別 の アン グ 

邊 お かい 恒 い た も の 。 それ ぞ れ の 
















扉 ゆ に た どり 着く た め に は 、 ま 紀 
床 が 一 段 低く な っ て いる と ころ に 
り て 、 ウロ ウロ し て いる た て ム ら を 捕 
まえ る 。 そ し て 普通 の ジャ ンプ で 泌 
へ 戻り 、 そ こ か らら 段 ジ ャ ンプ で ポ 過 ー 
な か の 足場 へ 。 そこ で は ササ ルン 沖 Nd 
左右 に 行っ た り 来 た り し し て いる の 選 本 の 雪上 は 。 ロラ ー25 の マウ ン 
登る と き に は タイ ミン グ を 見 で 栖 証 還 還 間 の 人 れ て いる ぞ 。 還 
足場 の 上 で は ササ ルン を 左 に 右 に 商 本 の ISIDGPGSI2368 計 ERRH 
ャ ンプ (本 必要 な ら は ば た き ) の 縄 いけ る 。 
り 返 し で 避け 、 左 に いる フラ ムッ ゥ が 罰 
場 に 近づき 、 な お か つ サ サル ン か 痢 
へ 移動 中 と いう タイ ミン グ を 待っ 
フラ ムッ ゥ を 捕獲 。 すか さ ず ら 段 ジャ 
プ で 扉 の 前 へ 。 




















ここ か ら 先 へ 行く に は 、 この 部 屋 @ 
スイ ッ チ を 、 3 つと も 赤く する こと 六 
必要 だ 。 だ が 、 いずれ の スイ ッ チ 四 
入れ て か ら 数 秒 後 に は 青 に 戻っ で M 
まう 。 一 瞬 で も 、 3 つと も 赤く な っ 軒 
いる こと が 、 進路 を 開く 条件 な の / 

その た め に は 、 最初 に や り ム ゥ を 捕 
まえ 、 左側 の スイ ッ チ の すぐ そば 4 
いく 。 そ し て 、 そこ か ら や り ム ゥ を な を 失 
げ て 右側 の スイ ッ チ を 入れ 、 速攻 軒 | で 兄 て 跳ね る 
風 だ ま を 当て て 左側 の スイ ッ チ を 巨大 た て ムウ 
れ 、 フラ ム ゥ を 捕まえ て の ら 段 ジャ 市 = この ジャ イア ント た て ムウ 
プ で 、 上 の スイ ッ チ を 操作 し に いる | 合 、 と と と ど キ ジャ ンプ を する 。 そ 
半月 の 塔 へ の 扉 や や が 開か れ て いれ | 講 とぶ すかさず くぐり 抜け れ ば 、 
そこ か が ら map6- ら - ら へ 戻 ろ う 。 リッ の うし ろ を 取れ る ぞ 。 あら 


し め 、 [naDp 56-P ど -5b の ゴン ド 


事 上 D り た と ころ に いる 敵 を 捕 回 
東 えて お いて 、 投げ つけ て 倒し こし まお う 。 合 は 、 い っ た ん 右端 まで 行っ て 、 奥 の ス イッ 


に の スラ ッ ツ ァ の 武器 は ブー メラ ン 。 も し 、 チ を 入れ て し まお う 。 そし て その 下 で ムウ を 
引け られ た ブー メラ ン を 避け て スラ ッ ツ ァ を 捕まえ る 。 ム ゥ が 壁 に つか えて 右側 へ は 移 
剛 頂 し 、 倒し た と し て も 、 一 度 投 げ ら れ た ブー 動 で き な い が 、 その 場 か ら 投 げ つ ける こ 
ラン は ちゃ ん と 戻っ つて こく る の で 気 を つけ て 。 と は で きる の で 、 ジャ イア ント た て ムウ 

て 、 ス ラッ ツァ を うっ か り 割 っ て し まっ た 場 が 接近 する の を 待 と う 。 


ーーーーーー ーー ニー ニー ーー ーー 
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の マップ は 、 map 6- ら - ら で 中 心 の 塔 の 
ョ "| 姜 れ て 見 えな く な っ て いる 部 分 。 中 心 
中 の ら 、 半月 の 塔 へ と 向かう 通路 だ 。 
















に の 通路 の 傍 中 に 、 住人 と 夢 の か けら が 
因 | ズラ ッ と 並ん だ ポイ ント が ある 。 これ 
年 部 回 収 す る に は 、 横 に 3 匹 並ん で い 
所 フラ ム ゥ を 、 次 々 に 乗り 換え て の 3 段 ジ 
ンプ ブ が 必要 だ 。 





















ブー メラ ン の よう な この あたり に は スラ ッ ツ ァ が ウロ ウロ し て い | は "が かく ウル トラ 級 の 9 回 乗り 換え ど 自 
に こい つ は 、 頭 の ツノ を 投げ て 攻撃 し て くる 。 ツノ 司 ャ ンプ を キメ て も 、 飛 距離 が 伸び ず に 一 

ノノ を 投げ ける スラ リツ アニ = プー メラ ン の よう に 一 定 の と ころ まで 飛ぶ と 、 元 上 罰 | の 青い か けら を 取れ な い 場 合 も ある 
も どる 。 タイ ミン グ を 見 て ウツ ウン が くる と ジャ ンプ し | / う ろう 。 フラ ム ゥ はがす が か に 上 下 し て いる 

風 だ ま を 投げ て つか まえ よう 。 で 、 一 番 下 の フラ ム ゥ が も っ と も 高く 上 


所 し た と ころ を 捕まえ 、 そ こ か ら す ば や く 
還 り 換え て いく の が コツ か な 。 



























キキ ーーー 
誤 れず に 陣 


上 へ 移動 鹿 鹿 
する に は 、 氷 
くら ませ た ジャ 
イア ント ム ゥ の 上 
に 、 ム ウ を 捕まえ 
て か が ら 登 り も 、 そこ か らら 段 ジ ャ ンプ で ゴン 
ドラ へ 。 そし て 、 フラ ム ゥ を 捕まえ て の ら 段 
セン ンプ 大 オー ケー 過 。 
で も 、 その 前 に 、 ジャ イア ント ムッ ゥ を 倒 
し て 夢 の か けら を 取っ て お こう 。 ジ ャ イア 
ント ム ゥ は 倒し て も 倒し て も 、 ご どこから と 
も な く や つ て くる 。 そ し て 三日月 の 塔 へ 。 


に ニー ウメ ッ チ の 
4 ( N 入れ 方 




















SL YA さい 

州 護 過 へ 帰 詩 画 のび oy 
ン と 叶 び 測 rr 

(て 沈 計 計 星 の へ の 時 
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(( 叶 
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IaID の - る - プ 





手前 に 投げ て 一 番 右 側 の スイ ッ ゥ を 捕 ま 更 議 
上 に の ぼる 。 これ で 、 ゴン ドラ の 上 に あ が 調 
る は ず だ 。 そし て 、 ゴン ドラ が 右 へ 移動 し 旗 

き に 、 た て ム ら を 手前 に 投げ て 一 番 右 側 の 
イッ チ を 入れ る 。 その 直後 に フラ ム ゥ を 捕 記 
え 、 ゴ ンド ラ が 左 へ 戻る や 知 や 手前 に 捜 | 

て 、 右 か ら 2 番 目 の ス イッ チ を 入れ る 。 娠 
て 左側 ヘ へ ジャ ンプ し て 飛び 降り 、 その 途中 


三日月 の 溢 で や っ た よう に 、 この 先 へ 行く 
に は 、 づ つの スズ イッ チ が 同時 に 赤く な っ て い 
る 必要 が ある 。 3 つの うち 、 右 か らら 番目 ま 
で の ふた つの スイ ッ チ は 、 クロ ノン ア の いる 
位置 より も 手前 側 に ある ぞ 。 
模 男 攻 略 例 と し て は 、 最初 に ジャ イア 
ント ム ゥ を 倒し て 、 夢 の か けら を 回 収 。 
次 に ジャ イア ント ム ゥ を 、 ヤツ の 行 








WISIOM 


る 2 。 動 男 囲 の まん な か へ ん で ふく ら 風 だ ま を 当て れ ば 左 の スイ ッ チ が 入る 。 
ませ 、 左 の た て ム た て ム ゥ を で 満月 の 塔 へ の 扉 が 開か れ た 。 
Po 
Pham を omile 用 夕 


、 2 
に う 
電 記 








馬 見 えな い 部 分 は 
の ペー ジ で ね 
1 上 1 P ロ 145 の map 6- ら -8b は 、 
月 の 塔 の 外側 を 、 それぞれ 別 の 
リル か ら 描 いた マッ プ 。 ここ で 見 え 
目 い 川 の 県 側 は 、 次 の ペー ジ を 見 て ね 。 


語 | える 足場 の 上 上 に た まさ 


執っ て し ば らく する と 消え て し まう 、 
上 時 いい 場 の 上 を 探す と 、 目 に 見 えな 
" ョ / ガ ポコ の た ま ご が ある 。 た ま ご の 
中 で りら 段 ジ ャ ンプ し て 割っ て お いて 、 
生 呈 中 活 し て か ら 中 身 を 取り に 行こ 
ちな み に 中 身 は 1UP。 




























展 ) スイ ッ チ を 入れ る に は 


し め に 下 の ゴ ンド ラ に 乗り 、 下降 し 
『 い る と き に 右 の 消え る 足場 へ 飛び 移 
うう 、 そこ か が から 上 の ゴン ドラ へ 飛び 移 
て 弟 一 段階 終了 。 も し 、 下 の ゴ ンド 
の 上昇 し て いる と き に 紫色 の 足場 に 
直り 艇 れ ば 、』 ( 

還 の ゴン ドラ 

桂 動 す る 夕 刻 
ダグ 閥 見 
| られ な い 、 (0 / 
に 足場 が 消え て し まう の で ペク ケ 。 ー 。 リン 

% に 、 上 の ゴン ドラ か ら 左 の 足場 に 

層 て 、 窓 の 奥 に いる フラ ム ゥ を 捕まえ 、 
「 の コン ドラ へ 戻る 。 そこ か ら ス イッ チ 
革 が け て 、 ジャ ンプ し て フラ ムッ ウゥ を 投げ 
邊 ば 、 作戦 完了 だ 。 
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乗っ て し ば らく する と 消え る 紫色 軸 
足場 が ふた つ あ る けど 、 その 下 に ば 
の か けら と 、 ン ガ ポコ の た ま ご が 避 衣 
つ あ る 。 これ を 全部 キチ ン と 取る に 骨 
次 の 手順 を 厳守 。 

まず 敵 を 捕まえ 、 左 の 足場 に 乗 尋 
足場 が 消え て も ひる まず に 落ち て 、 
いか けら を 取っ た ら 、 速攻 で ら 段 
ンプ 。 これ で 上 へ 戻れ る 。 続い て 敵 
捕まえ 、 右 の 足場 へ 。 足場 を 消し で 前 
2 aoM 0 _ 原 ら 真 上 で ら 段 ジャ ンプ を し て た ま ざ 
チッ ーー ーー 一 湖 ひと つ 割 り 、 も う 1 回 同じ こと を し で 
度 は その まま 下 へ 落ち る 。 これ で 完 請 

右 の 下 の た ま ご の 中 身 は 、 3 つの 秘 
の か けら だ が 、 これ は 出現 し て か 絹 | 
秒 で 消え て し まう 。 また 、 いっ た ん " 隊 
落ち て し まえ ば 、 も う 足 場 の 上 へ ば 
れ な い 。 だ か ら 、 上 記 の 手順 を 踏む 革 
要 が ある の だ 。 も し 、 アイ テム を 取 
逃がし て 、 後悔 が 残る な ら 、 わざ と 良 議 
を し て 記憶 の 置き 時 計 の と ころ まで 
る し か な い 。 











































































































金 の ジャ イア ント よろ い ム ゥ に 

ーー は 、 鎧 を 壊す の に ら 回 、 裸 の ジャ 

っ イア ント ム ゥ を 倒す の に 1 回 、 合 

1 計 3 回 敵 を ぶつ け な け れ ば な ら 

な い 。 時 間 的 に 厳し か つた ら 、 と りあ え ず 鎧 だ け | 

に は 壊し て 、 一 度 裸 の ジャ イア ント ム ゥ を ふく ら ま ' 
せ て や りす ご そう 。 

ぶつ ける べき 敵 は 、 窓 の 奥 ( 写 真 上 ) に い 

る 。 と きど き 窓 か ら 顔 を の ぞ か せる の 

で 、 風 だ ま を 奥 に 当て て 捕まえ よう 。 
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凡 ) フラ ムウ は ここ に いる 
1 ノッ クル を 倒す た め の 敵 は 、 ちょ っ と 見 え 


いこ ころ に いる 。 通路 の 奥 を 上 下 に 飛ん で 
叫 の が 見 える か が な? 写真 で 確認 し て ね 。 





3 つの スイ ッ チ の 入れ 方 


- の 先 の 扉 を 開け る た め に 、 スイ ッ チ を 3 つ 

も 赤く する 必要 が ある が 、 例 に よっ て スイ ッ 
『 し ば らく する と 青 に 戻 つ て し まう 。 3 つの ス 
『 ョ ブナ の うち 、 下 の スイ ッ チ だ け は 、 クロ ノア の 
いい 通所 より も 奥 に 位置 し て いる よ 。 

尼 則 以 略 例 と し て は 、 まず どら 匹 の フラ ム ゥ の 乗 
中 机 え ら 段 ジャ ンプ で 右上 へ 登る 。 風 だ まで ス 











リナ を 操作 し た ら 、 速攻 で 飛び 降り 、 下 の スイ 

を や は り 風 だ まで オン 。 そ の ころ に は ら 史 

リフ ラフ ムウ も 舞い 戻っ つて いる か ら 、 乗り 換え ら 段 
ャ ンプ で 左上 に 登り 、 ス イッ チ を 入れ る 。 





き W ムウ の 乗り 換え 2 段 
で 上 に 登る ろう 。 


角 ド の ズ イ ッ チ 信 。 ダ ロア グ ア 
胃 路 の 奥 に 位置 する 。 





























ここ ら へ ん に は 右 に も 友 由 
も スラ ッ ツ ァ が 待ち か まえ 
いて 、 上 へ 移動 し よう と ず 書 
クロ ノア を ブー メラ ン で 員 
軸 し て くる 。 ス ラッ ツァ を 
まえ て の ら 段 ジャ ンプ で 、 暗 
ンド ラ を 乗り 継い で 上 が っ 者 
いく の だ が 、 捕獲 の 際 に は 扇 
っ て くる ブー メラ ン に 注 蘭 』 


えな い 部 分 ほ 
隣 の ペー ジ で 


この マッ プ と P14 フ の mm 
6- ら - 1 0b は 、 同じ 満月 の 粒 
の 外側 を 、 それぞれ 別 の 庄 
ング ル か ら 指 いた マッ ズ プ 時 
た つの マッ プ を 見 比べ な 
ら 攻 略し て ね 。 
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ツ ャ イア ツ ト ス ヒン クル と 月 合 


ャ イア ント スピ ンク ル の 背後 
人 店 を あけ る た め の ス イッ チ 
あく っ. スイッチ を 操作 する た め 
| も 、 陸 の が か けら を 出す た め に も 、 
ソソ を 倒 そ う 。 

すず 、 ら 段 ジ シャ ンプ で ゴン ドラ ヘ へ 
重石 端 へ 。 そこ で ホッ ピン グ し 
『 い る ムウ ホッ ピン を 捕まえ て ゴン 
ドラ に 戻り 、 ジャ イア ント スピ ンク 
ル の 貞 上 で ら 段 ジャ ンプ ! 

『 の 後 、 や り ム ゥ を 捕まえ て 奥 へ 
中 「、 住人 の 救出 と スイ ッ チ の 操作 
導 績 えよ う 。 
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足ら Qu 功 記 約 ③ 
マ き 山 V 日 合 


テ 





ざさ ざ V 氏 テー 


さ ヾ 





( 生 ) ラ スト ! 記憶 の 置き 時 計 


この あと 、map 6-2-8 に 戻り 、 
| うつ の ス イッ チ を 操作 し て 扉 を あけ 
5 こと に な る 。 その あと は ゴー ル ま 
“、 j 憶 の 置き 時 計 が 出 て こない ! 
まり 、 これ 以降 に ミス する と 、 こ 
のり マッ プ ま で 戻さ れる の で 和 気 を つ 
け て ! だ っ て 、 3 つの スイ ッ チ の 
温 作 は 面倒 だし 、 ふた た び ば やる と 
な る と 相当 ブル ー 入 る と 思う よ 。 


6.6 








信 コレ が 最後 の 記憶 の 置き 時 
計 。 これ 以降 ミス を する と 、 こ 
こま で 戻さ れ て し まう の だ 。 







信 この あと に 控え る スイ ッ チ 部 


性 。 や ポ 9.、 と と 
直し に な る 。 


の 攻略 も や り 














妥 の 結晶 ナル トウ ム !? 。 


月 の 国 で や っ と 捜し 当て た ガ デ ィ ウ ス は 、 | 
世界 を 痢 に 葬り 去る た め に 、 ナハ トゥ ム と | 
5 いう 悪夢 の 結晶 を 誕生 させ よう と し て い 

SS き 科 こ た 。 ガ デ ィ ウ ス の 存在 さえ も 消し て し | 
SN まう と いう ナハ トゥ ム っ て 、 いっ た い | 

















何者 な ん だ ろう !? 「 

つ に を で | 

に 捜 こ 8 

寺 寺 ょ し こ 

上 て は | 

00 

決 た レ 

“ 区 二 ス 

「 の 
ウ 

ス 部 

『 

| | 

| 

に まこ 日 


信 ガ デ ィ ウ ス は 自分 の 存在 が 消え る 6 
こと まで 覚悟 し て 、 世界 に 復 久 を 遂 
げ よ うと し て いる の だ 。 
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ョ a ガ テ ィ ウス 。。。。。 


を 自由 に 操る ガ デ ィ ウ ス は 、 クロ ノア た ち を 
邊 三 売 へ と 引き 込み 、 自分 に 有利 な フィ ー ル ド 
亡 - そ 天 ん で くる 。 ミル バ の 輸 と 呼ば れる 巨大 
な 輔 っ か と 、 そこ を 
通し て 見 る 風 圭 は 、 
どう や ら 5 幻影 ら し い 。 
多彩 な 攻撃 で クロ ノア 
を 惑わ す が 、 己 の 強 さ に 
絶対 的 な 自信 が ある た め 
か 、 意外 と 無防備 だ 。 








肛 を 出現 させ : る 悪 有 は 終わ っ た の か が !? 

ン ガ デ ィ ウ ス は クロ ノア た ちの 攻撃 に 傷つき 、 隻 
れ た 。 し か し 、 ガ デ ィ ウ ス が 姿 を 現し て 以来 、 葬 
は 次 々 と 悪夢 に 取り 込ま れ 、 その 悪夢 の エネ ル 
ギー は 相当 な も の と な っ て いた 。 ガ ディ ウス は 
その エネ ルギー で 、 悪夢 の 結晶 ナハ トゥ ム を 
誕生 させ よう と し て いた 。 ガ ディ ウス を 倒し 
た 学 、 EGOAUG2 


さき wtS…… 
38Gt 押 全 碧 謀 S(y 皇 束 蝶 筐 





。 吾 吾 は ud 届い 当座 叶 則 半 


プペ ベッ ーー イヌ 
で Ne、 ゃ て 


ミ で ドー 





レン レン ン ン イン シレン ンー ブン ーー シン の フン ンク の アン の アン ム ッ シ ルアン ィ 


] 人名 影 か ら 解放 され 、 月 の 世界 へ 戻っ て きた クロ ノア 
| 。 ガ デ ィ ウ ス も そこ に 倒れ て いた 。 





FINAL VISION 
ガ デ ィ ウ ス は 倒れ た が 、 彼 が 誕生 させ | 
よう と し て いた 悪夢 の 結晶 ナハ ルト ゥ ム 
と は !? まだ 冒険 は 続い て いく の か !? 


本 夢 の エ ネル ギー を 得 て 自 ま る ナル トゥ ム の 胎生 


ガ デ ィ ウ ス を 倒し た クロ ノア の も 
と に 、 学 ま で 出会っ た 人 々 が 駆け つけ 、 
『 利 は 取り 戻さ れ た の だ 、 と 喜び あう 。 





| ! 
| 





語っ た の だ っ た 。 ナチ / \ ト ゥ ム が 産ま れる の に 

必要 な 悪 腔 の エネ ルギー は 、 すでに 十分 に 
満ち て いる ……・ に 

ファ ント マイ ル で は 、 人 々 の 見 る 夢 の エ ネル 

ギー で 、 世界 の すべ て を 形作っ て いる 。 な か 

に は 悪夢 も ある が 、 月 の 国 の プリ ズム で 分 解 

が 可能 で あっ た 。 だ が 、 カス だ け は わずか に 

残り 、 そ れ は 悪夢 の 銅 に 捨て られ て いた 。 

実は 、 それ が 積もり に つも っ て 悪夢 ナハ 

トゥ ムー の 卵 た ま ご と な り 、 胎動 を は じ 

め て いた の で ある 。 世界 に いい 夢 が 溢 

れる と 胎動 が 弱まる の だ が 、 現在 で 

は 悪夢 に 満ち 溢れ て いる ! 
「 ナハ バハ トゥ ム は 、 夢 と 夢 で で きた 
世界 だ け で な く 、 悪夢 さえ も 食 ら 
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pp 上 | 己 塞 を 真 の 虚無 に 還 そ う ] 7 が 792 それ は どう か な :……。 すでに 悪 誠 の 
と する 存在 で ある 。 だ が 、 存在 し て | エネ ルギー は 十分 に 満ち くい 3 る 。 


いる と いう こと は 、 ナハ トゥ ム も また 、 唱 


。 の リブ プン イリ フ プ 7 人 カテ ィ ウ スロ ナー 所 
ファ ント マイ ル の 人 々 の 夢 が 作り 出し マイ プス ズ の ょ だ の 











CGU の と いう ウケ だ だ まり ら 、 大 々 に 回 宮 貞 M の 誕生 を 促す た あ 、 計 請 請 請 
夢 を 見 る 力 が ある 限 り は 、 ナハ トゥ ム を 6 リム 沼 は で 
消し 去る こと は で き な い 。 ファ ント マイ Proto 細 = 主 
ル を 形作る 夢 を 見 な い 人 物 が いれ ば 語 」 

は 別 だ が ……。 









言い ム よ 呆 
さ う に り 月 香 
れこ 対 伝 の | 
て と 抗 わ 女 6 和議 
い は し る 王 
で よ 方 た 1 
"そう 法 ち 
還 と で は 
キッ ナ い k 科 。 更  90aaaale) ーー 
0 ボ - い 、 8 し CU808 
予 と ウ え は LA 
8 = ho 下 人 ナハ トゥ ム を 合せ る の は ファ ント マイ 半 
Kg を 見 な い 人 物 、 異 の 夢 だ け 。 そし て と =ー 請 


意外 な こと を 打ち 明け る の だ っ た -。 
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現実 で は な いこ と を 、 すべ て 夢 と か 作り 話 だ と か 、 置 
の 言葉 で わり きっ て し まっ て も いい の だ ろう か 。 それ 麻 
ほか の 存在 に と っ て の 現実 で ちる か も し れ な い 。 

あの 日 の 夢 。 それ 以前 の 記憶 。 そこ か ら は じ ま っ 志 計 
険 。 あの 日 開け た 扉 は 、 も う ひ と つの 現実 へ と つ な 寺 = 
て いた 。 そし て 今 、 ふた た び 扉 は 開く 。 自分 に と っ て @: 
ァ ン トマ イル へ 帰る た め の 扉 

扉 を 出 て し まえ ば 、 こ の 冒険 の 記憶 を 真実 と する 記 
は 双 気 が いる 。 どちら も 現実 に は 違い な か っ た の に 。 
この 現実 の な か で は 、 非 現実 を 現実 と し て 認識 す 
る の は 難し い 。 

それ で も ここ ろ は 知っ て いる 。 な に が 真実 』 

だ っ た の か 。 ひと りき り じ ゃ な い 。 別 の 現実 有 
に も 、 それ を 知っ て いて くれ る 人 た ち ' 








- ほ 。 記 の 栖 も あな ムカ シム ら と いう ムウ 
_ の 先祖 的 亜 種 を 起源 と し て 、 300O 年 
。 に 濾 り 独自 の 進 多 を 遂げ て きた も の ば 
がかり だ 。 最近 、 間 の 帝王 ガ デ ィ ウ ス の 復 
活 に より 悪夢 エネ ルギー が 増大 化し 、 
その 影響 を 愛 け て 、 生物 た ちの 攻撃 
能力 が 飛躍 的 に 向上 し て きた 。 

その 進 E は 新種 の 発生 を も 


ムウ フィ 


手足 の よう な も の が ある が 、 
棲 生 物 で あっ た よう だ 。 現在 も 


フィ フィ に その 面影 を 残す 。 


7 


偉 し て いる 。 また 、 ガ デ ィ ウ ス 自 ら も 三 
体 融 合 を 行なっ た り 、 超 能 力 を 負け る 得 
ど し て 新種 を 誕生 させ て お り 、 ファ ン * 
マイ ル の 生 量 系 に と っ て 脅威 的 で あ 。 
これ ら の 新種 も 芝 め て 、 進化 の 過 竹 書 
賠 形 図 に つい に まとめ あげ た の で 、 こと 
に 発表 する も の で ある 。 な お 、 令 自 
で は 見 られ な い 亜 種 に つい て 。 
特別 な 解説 を 加え て お いた 。 


な 7 
ムカ ジム ワウ 
ファ ント マイ ル の すべ て 
の 生物 の 先祖 的 亜 種 。 俗 
称 タ コム ゥ 。 水棲 生物 で 
あっ た ら | 


ik、 ミ 

ムカ シフ ラム ち ョ 
大 空 へ の 憧れ を 抱く ち 訪 = 寺 論 
が 、 環 の よう な ヒレ を 奈 コ 捕 議 
っ た 。 が 、 水 棲 生 物 だ っ た 


ジン ッ ピ ー 
突然 変異 に より 、 陸 
上 生活 に 対応 し た 生 
命 体 が 発生 。 スピ ー ド 
へ の 憧れ か ら 生 まれ 
だ ど さ れ る 。 


ウィ ビィ 


ジッ ピー が 進化 を 全開 
持っ た も の 。 その スピ ー RF 
受け 継い で いた よっ = 









村 の 進化 と 還 消 エネ ルギー の 影 導 剛 し 


ち カ シム ウ の 直系 で ある ム ゥ 科 の 生物 は 、 先 祖 の 面影 を 外見 に 受け 継ぎ 進化 を 続け て いる 。 ムッ ゥ 
叶 の 生物 か ら 進 化し た も の の 、 そ の 面影 の な い 亜 種 も 存在 する 。 また 、 ム カシ ム ゥ の 突然 変異 に 
より 生ま れ た 数 々 の 生物 は 大 ま か に 3 つ に 分 類 され 、 防 御 力 に すぐ れ た ほ ぢ ょ 科 、 走 力 の ジッ ポ 
ー 料 、 飛 行 力 の ダビ ィ 科 と し て 、 進 化 を 重ね て いる 。 ガ ディ ウス 復活 に よる 悪夢 エネ ルギー の 影 
殿 を 受け た 種 は 、 独 自 に 進化 し て いる 。( 色 で 囲ん だ も の ) 


カテ ィ ウ ス 復 酒 に よる 
純 夢 エネ ルギー の 増大 化 


EZEZ ゆ ニー ニー:zzzze 


の まま 進化 












ガ デ ィ ウ ス か ら 
超 能 力 を 授かる 






” ゲー ム に は 登場 し ませ ん 
探し て みよ う 






157 


0 














6 ファ ント マイ ル の 病 キ ャ ラク ター 紹介 





ムカ シム ウゥ を 超 


“ 源 と し 、 3000 年 に ムウ 
“ 濾 っ て 独自 の 進化 を 送 げ ーー 
て きた 、 フ ァ ン トマ イル の 生 2 
物 た ちの 名 称 、 形状 と 特徴 を 縮 て いな いと き 枯 


えて いな いと さ 柏 洋 証 
縄張り と 見 ら ゎ に 
区 癌 で 、 ワ ウロ ウロ 抽 議 
回 っ て は と きど 寺 計 
まる と いう 単 半 凍 

繰り 返す 。 


介し て いこ う 。 現在 で は ほぼ ほとん どの 
生物 の 目の下 あたり に 、 三角 形 の 模 
様 の よう な も の が 見 られ る が 、 これ は 
"くま ”" で あり 、 ガ デ ィ ウ ス の 影響 を 受け 
て 行動 する ( 操 ら れ て いる ) 生物 に 共通 











し て 束 れ る 特徴 で ある 。 
。。 mwu、、 。 全 
鎧 を 装備 し た ムウ 。 鐘 は 風 だ ま を 無効 NNM 
た て ムウ に する 生 備 力 を 誇る が 生物 を 投げ つ 


「 あら ゆる 攻撃 を は ね か えす 盾 を 装備 し た けら れ て の 衝撃 に は 表 く 、 銀 の 鎧 は 1 回 、 

ム ゥ 。 防御 の 際 、 そ の 反動 で 少々 後退 する た 金 の 鎧 は 2 回 の 衝撃 で 壊れ る 。 間 
め 、 崖 か ら 転 落す る ケー ス も 。 捕獲 する に は 、 
背後 に 回 り 込 む 必 要 が ある 。 


や り ム ウゥ 


盾 の 役目 も 兼ね た 槍 を 装備 し た ムッ ゥ 。 
英 の 気配 を 感じ る と 、 す ば し っ こい 動作 
で その 方 向 へ 移動 する 習性 が ある 。 






ムウ マン キー 


お も に 森林 地帯 に 棲息 
し 、 い つも 木 の 枝 に ぶら 下 


ムウ ホッ ピン 
ホッ ピン グ で 移動 する た て ム 
ゥ 。 蔵 の 気配 を 感じ る と よ 


ー 
ルコ 


り 高く ジャ ンプ する 習性 が っ て いる と され る ム 2 の 胡 識 
が 。 タ イミ ング を 見 て 一 種 。 遠く まで 響き わた る 


G 豚 @HMWIGS  、 痛 後 に まわ りこ め ば 鳴き 声 が 特徴 的 。 


、 |、 捕獲 可能 。 


JCiornoa 
dioor 


PIhantomnlle 










Pr = 由 = 

ム プ 泊 ウ 

ボー ル の よう な 乗り も の 
で 移動 する ム ゥ 。 こ の 業 り も の な 
較 識 ら ム ゥ だけ を 降ろ し 、 利 用 する 
ド が 可能 。 乗 り も の 自体 は 触れ て 
か れる だ け で 、 ダメ ー ジ は ほ は 受 ( 


ーー 
ーー 
ー 一 
ニテ リー 
ニー 
チン 
太 
に 3 
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ムウ 
還 誠 ミー ニー ウ の 一 種 。 あま り 移 動 し た が ら な い 。 
昌和 全 和 琴 で きる た め 、 より 高い と ころ へ ジャ ン 
下着 語 上 の 足がかり と し て 重宝 され て いる 。 


ジェ エル ル スピ ンク ル 
あら ゆる 攻撃 を は ね か えす 、 ク クリ の あら ゆる 攻撃 を は ね か えす うえ に ト ゲ を 和 伝 つ 
実 の 殻 に 入り 、 転 が り 続け る 生物 。 と きど チク ル の 実 の 殻 を 身 に まとう 生物 。 シ ェ ル ル と 


さ 立 ち 止 まっ て 此 か ら 顔 を 出す 。 違い 、 常に 顔 を 出し て いる 。 


あら ゆる 攻撃 を は ね か えす 、 トゲ 』 
つき の 球体 。 ガ デ ィ ウ ス が 作り 出 
し た 書 夢 の 結 晶 体 で あり 、 弱点 は 
見 つか っ て いな い 。 





し 」 0 
ャ ゴリ レン " ウ 
四 還 = 念 き 具 の 殻 に 閉じ こも っ て いる 生物 だ が 、 敵 
還 衝 = 寺 じ る と すばやく 殻 か ら 銃 を 出す 、 早 撃ち の 
障る っ 。 射 殆 の あと 、 成果 を 確か め る た め な の か 、 
昌和 開 を 出す 。 


〇 の 


に 1| 


1 


デ 





計 主 し た 敵 に 向かっ て ま 
ち に ダッ シュ し 、 体 当 
、 2 
テッ ト に し た 敵 は め 
こと で は 見 失わ ず 、 し 
二 講 い か け て いく 。 


es 


5$ ムイ 


特定 の 場所 に 陣取り ジャ ンプ し て ほ 毎 を 
ふく ら ま せ 、 間 地 する と 同時 に トゲ の つ 
玉 を 吐き 出す 生物 。 名 前 は その 苦 き 寺 
に 由来 し て いる と いう 。 


に 


| 











は 










に ー | 
バー ニ イ 
弾力 の ある か ら だ を 使っ て 、 ブ ヲ ン ブ ヲ ラン ブ ヨ ン と ジャ 炎 を 司る 精霊 で 、 常に か ら だ を 和 炎 の 輪 で 囲ん で ul 較 議 
ンプ し な が ら 移 動 す る 。3 匹 くら いで 徒党 を 組ん で 動く の を 唱 球 が 光る と 、 し ば らく の 間 輪 が 徐々 に 広がり 、 全 二 二 
好む が 、 お の お の ジャ ンプ の タイ ミン グ を ずら す 習 性 が ある に 戻る 。 輪 が 広がっ た と き に 内 側 に 飛び 込め ば 三 硬 請 計 













3 ササ ルン 

半 物 質 、 半生 命 と 言わ れ て 
っ いる 不思議 な 浮遊 物体 。 特定 
(を 色 が ピン ク の も の は 幼虫 。 色 が 黄色 の も の の 場所 に 留まり 続け る も の と 、 
と は 成虫 で 、 空 を 飛ぶ 。 い ずれ も 敵 の 気配 を 一 定 の ルー ト に 沿っ て 動き 続 




















ニー 感知 する と 、 ト ゲ 玉 で 攻撃 し て くる 。 ける も の が いる 。 いか な る 攻 
ヨコ oo 刺 も 受け 付け な い 。 

ぼ き 

上 : ス フ ォ ー ク 

こ 敵 の 居場所 を 感知 し 、 そ こ 


を めがけ て 飛ん で いく 一 性 の 
ある 飛行 生物 。 鋭利 な か ら 
だ で 敵 に ダメ ー ジ を 与え る 。 





: > こ 9 

デ ティー バ 
飛行 生物 。 も と も と ファ ント マイ ル で は ポ ピ ュ 
描こ ー ラー な 生物 だ っ た が 、 フラ ム ゥ の 台頭 に より 減少 
- 傾向 に ある 。 天然 記念 物 に 認定 され る 日 も 近い 。 


ブッ ピ イ 

体内 に 危険 な 爆発 
性 物質 を 持つ 生物 。 
物質 は 接近 者 に 反応 ! 
し で 葛 り 出 じ 、 それ か フィ コス 
ら 一定 時間 が 経過 す ジャ グ ポ ボッ ト 王 国 の 主食 凍 論 凍 I 
る と 爆発 する 。 この 生 体 色 が 緑 の 水棲 生物 。 三重 二 詞 記 
物 も 、 そ の 爆発 と と も 飛び 上 が り 獲 物 を 狙う 。 往 計 凍 
に 一 生 を 終え る 。 も の は 、 溶岩 地帯 に 住む 。 



















ーーー 8 QA 
mm 私 放 庁 " 話 
ky 4 。 旋 ア . 


ト o ジ 2 因 還 


頭 に プロ ペラ 状 の 物質 を つけ 、 
常に 空中 に 浮か ん で いる 半 透 明 
の 生物 。 完 全 に 捕獲 する こと は で 
きず 、 捕まえ る と 一 定時 間 、 捕獲 
者 ご と 上 昇 し 、 や が て 消え る 。 









| ニー ニス 委 : 邊 1 | 本 月 
』 イ 用 。 
ンプ 。 ダ 有 ア mm ] ぐず ア 


ひも の 先 に 鉄 球 を つけ た ハン マー 状 の 武器 を 、 移動 し な が 
ら 規 則 正しく 振り 回 す 生物 。 す ば や く 動 く 武器 に 阻ま れ 、 接 
近 は 困難 だ が 、 アル ゴル 自身 の 移動 速度 は 遅い の で 、 ハ ン 
マー の 下 に 入り 込め ば 捕獲 は 容易 。 


層 。 一 定 の 間隔 
四半 げ る 習性 を 持 
る る 程度 遠く ま 

問 症 ミ と 、 や が て 元 の 位 





3000 年 前 の 戦い で 人 散っ 
た 、 兵士 の 魂 で ある と され 
る 。 霊 体 な の で 、 壁 を すり 
抜け る こと も で きる 。 






を ーー っ 
me ププ 
の en 


岬 " ュ フ な 頭 が 特徴 の 陸上 生 
中 三 の 場所 で ジャ ンプ を 繰 
上 上 、 こき どき 頭 を 噴火 させ 
回 に トゲ 玉 を 発射 する 。 


ー 


ファ ント マイ ル の 生物 は 日 食 の と き に 、 エク リプ ス 
へ と 姿 を 変え る 。 陸上 生物 は 紫色 に 、 飛行 征 
青色 に な る 。 な お 、 体 色 が 赤 の エク リプ ス ほ 、 
日 食 が は じ ま る と 突如 発生 する 。 いずれ も 、 

ー 切 の 攻撃 を 受け 付け な い 。 






























デス ムウ 
よろ い デ スム ウゥ 


行動 パタ ー ン な ど は ム ゥ 、 よろ い ム ゥ と 

同様 で ある が 、 姿 形 が 少々 異な る 生物 。 

世界 が 聞 に 呑ま れ た と き に 、 本 来 ム ゥ と 

し て 存在 し て いた も の が 形 ど る も う 一 つの 

可能 性 な の か も し れ な い 。 デス ム ゥ は 捕獲 可能 

だ が 、 よろ い デ スム り は 鎧 を 壊し て か ら で な いと 捕まえ られ な 

い 。 鎧 は 、 捕まえ た 敵 を 投げ つけ られ た り 、 なんらかの 波動 な どの ショ ッ ク で 壊れ る 。 世界 が 聞 

に の まれ た と き に ム り と し て 存在 し て いた も の が 形 ど る 別 の 姿 で ある 、 と の 見 解 も ある 。 


4 。 サザ ガード その ほか に … 


柚 和博 隊 SS ム 人 の よう な 強大 生物 は ほか に 

時 生物 。 全 身 を 刃物 の よう な 満 お や 。 そ れ ら に つい て は P1 ど 凍 

鎧 で 包み 、 敵 を 感知 する と ら の 攻略 ガイ ド 「 ファ ント マイ 邊 

= 滑り 込む よう に し て 攻撃 す の 歩き 方 」 を 参照 の こと 。 また を 

や es れ と は 別に 、 た だ 巨大 な だ け 

けた と き の 反動 で 移 ムウ な ど が 存在 し 、 ジ ャ イア ン 押 

する た め 、 転 共 死 す ムウ な ど と 呼ば れ て いる 。 ご 大 
る こと が ある 。 ら も 前 述 の ガイ ド が 詳し い 。 「 

















こさ 





ジャ イア ント 


台座 @ 還 88G き 


JIKionoa 
dioor 


Phantomile 





加 
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9857 選 (の た 


人 


。 アッ トド イル 位 


四 陵 が 終わ 

っ つて も 、 フ ァ ン トマ 

イル へ の 扉 は 、 信 然 と し 

て あな た の 手 の 中 に 。 フ ァ 

ント マイ ル は 確か が に あな た の 人 

お 現実 と は 違う けれ ど 、 と は いえ 
実際 に あな た は そこ で クロ ノア と 
し て 生き た の だ 。 思い 出 が いっ ぱい 
の 、 も う ひ と つの 現実 世界 に 別れ を 





Pantognle imformmatiorn for reGDGater 


風 の 村 の 住人 信 は みな 、 風 の 力 を 探る 能力 を 持 
つと いう 。 な ら ば 、 クロ ノア で ある あな た 自身 
に も 能力 が 備わっ て いる ハズ 。 それ を 試し て み 
よう 。 タイ トル 画面 に ふ ー っ と 皿 を 吹きかけ 
る と 、 ほら 、 モニ ター 越し に ファ ント マイ ル 
へ 風 を 送り 込む こと が で きる 。 その と き ぎ 、 
コン トロ ー ラ ー の L つ と は R ら 2 ポタ ン を 問 

時 に 押す お まじ な い を お 忘れ な く ! 








レフ ィ ス が 再生 の 歌 を 歌っ つっ た と き 、 は の 


じ め て 聴く は ず な の に 、 どこ か で 聞い た 。 イィ ライ ン は 演奏 され る けど 、1-ー34 坦 所 


江 え が ある と は 思わ な か っ た だ ろう か ? ム 


財 険 中 、 ビ ジョ ン を クリ ア す る た だ たび 只 助 ける と パー カッ ショ ン と コー ド が 生還 


に 、 ファ ント マイ ル 全 域 を 描い た 世界 マ メ 
ッ プ が 表示 され て いた けど 、 実は その 
画面 の BGM が 再生 の 歌 だ っ た の だ 。 と 
いっ て も 、 ビジ ョ ン - 1 を クリ ア し た 時 点 
で は 、 た っ た の ら 小 節 し か 演奏 され な 
い 。 その 後 ビ ジョ ン を ひと つ ク リア す 
る ご と に ら ど 小 節 ず つ 増 えて いき 、 ビジ 
ョ ン 6- ら を 終え る と 曲 が 完 成す る 

住 組み だ っ た と いう ワケ 。 

また 、 剖 ビジ ョ ン で 救出 し た 


Phantomile 住 和信 の 数 に よっ て 、 その 曲 の 
ay 構成 音 が 変化 し て いた 
2 ' ロ ら 信 


再生 の 環 の ヒミツ 


Piartomnile mmfoqammatiom for repeater 


土 げ る な ん て 寂し い 。 ここ は ふた つ 
の 現実 を 自由 に 行き ぎ 素 し て 、 フ ァ ン 
トマ イル の リピ ビー ター と な ろう 。 た だ 
っ て 、 パ ハワイ と が の リピ ビー ター に お 
る より お 手軽 だ し ! ファ ント マイ 
ル を 訪れ る た びに 、 きつ と 新しい 葬 
見 が ある は ず 。 ご ここ で は ら 回 目 以 隊 
の 旅 を 楽し お た め の ヒ ント を 紹 分 し 
て み ま し ょ う 。 


朗 の 7 を 操 つ て みよ う 


し: - D 
』 | 議 た 6 / a 

6 アマ oe。 に 
SS 1 で は す 」 
* az sa 2 
い し の の 作 SS 

き 4 
ふ 、 。 / 






で に で す 


人 モニ ター 越し に 風 を 送り 込む と 、 ファ ント で ゴ 症 還 
が 強まり 、 木の葉 が 飛び 散る 。 








に は 向 づ いた ? 誰 も 助け な く て 所 硬 丘 請 


、 4 オー5 人 で ベー スラ イン が 追加 さ 柏 語 


ロディ が 宣 厚 に な る の だ 。 


ご と に 構成 音 が 変わ る 、 チグハグ な 遇 に さき っ 








テハ トゥ ム に 勝利 し た デー タ の ファ イル に は 、 
"=IDN CLEAR と し る され て いる 。 こ れ を 
加計 出す と 、 
ー 三 球 然 状 態 の 世界 マッ プ が 表示 され る 。 実は 
に - 畠 面 は 、 自由 に ビジ ョ ン を 選ん で 遊ぶ こと 
表 ど でき る 、 ビ ジョ ン セ レク トモ ー ド な の だ 。 ゲ 
后 あ クリ ア 後 の お まけ と いう ワケ 。 

ご ころ で 救出 すべ き 住 人 の 数 は 、、 全員 で フ ら 


目 G(AK HO 7 だ 4 YSIOWCCAE オズ ヨン 
na/Z59 9 2pe 記 たと 2 ロ /7 和合 り 2 ロ 04Z の っ 2 ラ A 
ま 人 w 92 住人 『4j 住人 二 ち そり 住 べ w 97 と 


ステ レオ 


ファ イル を 選ん で くだ さい 





まま ミ ゲ ー ム を クリ ア し た デー 5 VISION CLEAR の 
詞 デ し る され る 。 この ファ イル を 選ん で みよ う 。 





ビジ ョ ン セ レク ト の 世界 マッ プ を よく 見 る と 、 
等 ビジ ョ ン ご と に 、 灰色 の つ 夢 の か けら の よう な 
所 の が 描き 込ま れ て いる 。 これ は 夢 の 結 晶 で 、 
生じ め は 石化 し て いる の だ が 、 各 ビジ ョ ン で 夢 
、 演 困 M 130 個 集め る と 緑色 に 輝き 出す 。 
間 ー hd そ ぞ の ビジ ョ 





較 ご の マッ プ に 、 13 個 の 夢 の 結晶 を 部 か せよ う 。 
= テーラ の マス コ ユ 、 ッ ト も いい 感じ 。 


還 っ ここ 


バル ー の 培 が 完成 し て いる !? 


Phantomeile imformaatiom for reGpGater 


昔 ビ ジョ ン で 救出 し た 住人 の 数 が 








人 だ 。 も し 、 ひと り で も 欠け て いた ら 、 ビ 

ジョ ン セ レク トモ ー ド か ら す ぐに で も 救出 
に 向かお う 。 フ ら 人 揃う ころ に は 、 ビジ ョ ン 
1-1 で バル ー が せっ せ と 和 建造 し て いた 塔 も 完 
成す る 。 そし て バル ー の 塔 は EXTRA ビジ 
ョ ン と し て 、 世界 マッ プ に その 姿 を 現す ハズ 
だ ! 塔 の 内 部 に つい て は 、 次 の ペー ジ を 参 
照 し て ね 。 


fb- し 77 ス DP が 他 6EU う 9 の H2 生 


"どの 塔 も を C を 目指 し で 違う と る 。 『| 





信 ビ ジョ ン 1-1 で 、 月 の 国 へ 届か せる ん だ と 、 オッ サン が せ 
っ せ と 塔 を 作っ て た で し ょ ? 


妥 の か けら が 結晶 に 


Phnamtomiile imformatiom for repeater 


あれ が 完成 する の だ 。 





ン を 代表 する (!?) ファ ント マイ ル の 
生物 の マス コッ ト も 出現 する の だ 。 わ 
ぎの 数 字 は か けら の 数 を 表し て いる 。 ま 
た 、 攻 ビ ジョ ン ご と に 、 最高 150 個 の か 
けら を 集め る こと が で きる の だ が 、 それ を 
実現 する と 結晶 は 青く 輝き 出 す 。 


。 武 周 避 和仁 滴 遂 ③ 爺 S 稀 


(ざき ざ は お 。 の OM 人 へ 人 Srr 
Wi 汰 び て SSS 商 


凍 表 凍 所 VC 吹 信 













EXTIRA VISION の 六 
冒険 を 終え て 、 す べ て の 住人 を 助け る 


こと に 宙 し た 人 だ けが プレ イ で きる 。 ご バル 
これ が エキ スト ラビ ジョ ン だ ! 


当分 ファ ント マイ ル に と ど ま れ そ 5 な 予 


ファ ント マイ ル の 冒険 、 お 疲れ 
さま 。 得 ビ ジョ ン に 6 人 ずつ 、 悪夢 に 
取り 込ま れ た 住人 が いた ん だ けど 、 全 
上 只 救 出し た ? も し フ ら 名 救出 し て いれ 
ば 、 ビジ ョ ン セ レク ト に EXTRA の 文字 が 
ある ハズ 。 公 上 員 を 救出 し て いな く て も 、 残 
し て きた 住人 の いる ビジ ョ ン へ セレ クト モー 
ド か ら 戻 れ ば いい 。 
EXTRA を 選ぶ と 、 な ん と ビジ ョ ン 1-1 
で 、 石工 の バル ー が せっ せ と 建 造 し て いた 塔 ーー ー ピー ロ = ロー ココ いさ 
の 入口 に 出る 。 完成 し た 塔 の 内 部 に は 、 いま 0 テ : 回 抽 3 
まで の 冒 陸 で 四 遇 し た こと の な いよ うな 難 人 泡 の よう な も の の な か に 月 じ 込 め られ て いる の 肖 ー ニ 
所 が いっ ぱい ! この 作品 の 開発 者 こと フ ウス に よっ て 悪夢 に 取り 込ま れ た 住人 だ 。 全員 救出 し 計 
ァ ン トマ イル の 創造 主 の 話 で は 、 本 当 は 
クロ ノア の 冒険 中 に 、 敵 を いっ ぱい 乗 っ て こと で 、 バ ルー に 頼み 込ん で 塔 の 計 
り 継 いで の ウル トラ C 級 2 段 ジ ャ ンプ こん な 風 に し た の だ と か 。 
な ど ご ど 、 いろ いろ と 趣向 を 凝ら し た さて 、 この ビジ ョ ン で は 、 クリ ア ま で 引 議 
暴 所 を 盛り 込み た か っ た の だ そ 間 を 競う 、 タイ ム ト ラ イア ル に 挑戦 で 雲 革 
うだ 。 し か し 、 どん な クロ ノア に も 現在 の ナム コ 公 式 記 録 は ら 分 OO 秒 03 評 還 
必ず 最後 まで た どり 着い て ほし いと 1 分 50 秒 台 も 夢 で は な いと いう 。 本 到 味 請 
の 思い か ら 、 難し いし が か け な ど を 極 は 分 0O0 秒 03 を 出す た め の 、 各 マ ッ ー 華 
力 取 り 除 いて し まっ た の だ と か が 。 で の 目安 を 記載 し て お いた 。 また 、 ここ で 補 凍 
も 、 それ で は あま り に も も っ た いな い 。 の か けら は 、 最大 150 個 まで 収集 で 雲 革 
し 、 食 人造 主 の フラ スト レー ショ ン も た いろ いろ や る こと が 多く て 、 当分 ファ ン ン 打開 
まる し 、 クロ ノア も も っ と エキ サイ ティ 。 イル に と ど ま れ そう で し ょ ? 
ング な 冒 陣 を 望ん る で いる か も し れ な い 














お た ぐす すす ナ MM ただ 0 ます 7 まま 
ナ ィ だ の の 上 





人 各 ビ ジョ ン の 住人 72 人 を 救い 出す と 詳 人 右上 の 数 字 が クリ ア ま で の 時 間 を 計 油 で 
ジョ ン セ レク トモ ー ド の 左上 に 、 EXTRA の 自己 記録 更新 に 燃え ろ ! な お 、 か けら 15 着 請 還 
文字 が 光り 出す 。 嬉し いね え 。 ジ も 別途 用 意 さ れ て いる 。 
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AA VISION 


NN NPD 語 


ー の 塔 の 入口 だ 


わ ー、 で き あ が っ て る よ と 感心 し て いる と 、 
一 の お っ さん が 空 か ら 降 っ て くる 。 な ん で 
還 革 の 頂上 に 歌姫 レフ ィ ス を お 迎え し て い 
義 だ 、 サ 人 入 禁 止 と の こと だ 。 どう や ら 、 レフ 
mn を 救っ た クロ ノア に 巡 始 し て いる らし い 。 
ョ テン トマ イル 英雄 の 座 は 譲る が 、 レ フィ ス ち ーー 
まき は 譲ら な い だ の な ん だ の ほざい て る ぞ 。 
主 雪 し て 扉 を く ぐ ろ う 。 (P168 へ ) 










E メ TA VISION 





ホル ー の 告白 タイ ム !! 

ここ は 塔 の 頂上 で 、 ゴー ル 地 点 だ 。 P1 フ Z の map EX-8 
を キク リア し て ここ へ 出る と 、 バル ー が レフ ィ ス に 、 自分 の 気 
計ら を 告白 し よう と し て いた 。 培 の あちこち に レフ ィ ス の 
寺 宜 の プレ ー ト を つけ る ほど ( 先 が つ いた ?) レ フィ ス に ゾ 
コン の バル ー。 果たし て 、 その 結果 や いか に !? それ は 
堅 て お ぎ 、 レ フィ ス は クロ ノア に 、 バル ー か ら プ レ ゼ ント さ 
記 た 蓄音機 を 見 せ て くれ る ぞ 。 詳し く は 、P178 参 照 。 
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の 堪ら を 目指 し て 違う と 8。 5 


に 87 か や うと 攻 UE ま / 
IEzr#- (ルー は 2 742 は 2 ] 
人 す タイ ム ト ラ イア ル の カウ ンタ ー は こ ご を 出 


た 時 点 で スト ッ プ ! あと で セー ブ す れ ば 
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合 レ フィ ス と クロ ノア と ヒュ ー ボ ー タ 
く 音 楽 を 聞い て いる な か 、 を が 」 
と り で 泣い て いる 1!?2 


ぃ TYO ジム IT 


上 ぐ ぬ ぐ (Y 一 練 
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寸 し 議 誕 跡 で 
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も し 、 タイ ム ト ラ イア ル に 燃え る な 
ら 、 た だ まっ し ぐら に ゴー ル を 目指 す の 

み ! 極力 ミス の な い プ レイ と スピ ー ド を 
両立 させ る の は も ちろ ん の こと 、 余計 な こ 
と も 避け る よう 。 この 場合 の 余計 な こと と 
は 、 記憶 の 置き 時 計 、1UP、 夢 の か けら な ど 





す E う こと で 、 記録 を 狂う 
な ら こ この 1UP を 全部 取っ て 
る ヒマ な ん か な い ! 





上 へ 移動 する に は 乗り 換え ら 段 ジャ ンプ が 必要 。 
いつ て も 、 ここ で の 乗り 換え ら 段 は 、 あらかじめ フラ 
ムウ を 捕まえ て お いて 、 1 回 乗り 換え を すれ ば オー 
ケー と いう 、 初歩 の 初歩 だ 。 今後 、 だ ん だ ん ス , 

ゴイ こと に な っ て いく の で 覚悟 し と いて ね 。 





夢 の か けら の 数 を 左上 に 載せ て お いた よ 。 


gdD 大 淡 - ろ 


の アイ テム を 、 わざ わざ 丁寧 に 回 収 し に い 四 
だ だ 』 ギリ ギリ まで タイ ム を 削り 取 ろ 当 
ど 分 O 秒 台 の 、 ある い は それ を 切る 好 記 録 志 
狙え る ぞ 。 

ちな み に 難 ビジ ョ ン の クリ ア 和 目標 タイ ム 記 










(3 ) ササ ルン に 気 を つけ て ン に 賀 を つけ て 


20SOL Zerorhl Je 























小さ な 足場 の 周り を 、 ササ ルン ら 体 が グル グル 回 っ て い 
る 。 まず 、 この 足場 の 上 に あがる の が や っ か が か い だ 。 た だ の ら 
段 ジ ャ ンプ を すれ ば いい の だ が 、 捕まえ た ム ゥ が ササ ルン に 


融 る と 、 割れ ちゃ うか ら ね え 。 左 の ほう で ム ゥ を 捕まえ れ ば 


その 心配 は な いけ ど 、 今度 は クロ ノア が 着地 する と ぎの 夕 
イミ ング を は か ら な いと 、 ササ ルン と 接触 し ちゃ う 。 

上 に 登っ た ら 登 っ た で 、 小刻み な ジャ ンプ で ササ ルン シン 
を か が わし 、 右 か ら 飛 ん で くる フラ ム ゥ を 待た な けれ ぽ が な 
ら な い 。 この ビジ ョ ン で も 、 ササ ルン に は いじ め ら れ 
そう だ 。 







































< ゲート ② を 功 る 騰 点 で の 
古 基 タ イム 0O'75"73 
か の ぢ 雰 芋 り 紀 












( 1 ) ウ ルト ラ 乗 り 換 え ジ シャ ンプ 


上 へ た どり 着く に は 、 左右 ら 列 
に 並 避 6 匹 の フラ ム ゥ を 次 々 に 乗り 継 
いで の ら 段 ジャ ンプ が 必要 だ 。 は じ め 
に 列 の 中 央 に 位置 し 、 右 の 一 番 下 の 
フラ ム ゥ を 捕まえ て 移動 開始 。 ら 史 目 
か ら 左 の 列 の フラ ム ゥ に 乗り 換え る と 
ぎ は 、 左 へ ら 段 ジャ ンプ を 。 


た だ し 、 丁寧 に 1 匹 ず つ 計 6 匹 に 豪 
り 換え な く と も よい 。 ジャ ンプ の 高き 
と フラ ム ゥ の 位置 に よっ て は 、 た と 療 
ば 3 匹 目 か ら 4 匹 月 を と ば し て ら 号 生 
に 乗り 換え る こと も 可能 。 また 、 6 要 
目 を 捕まえ な く て も 、 5 匹 目 を 挿 ま 衣 
て の ら 段 ジャ ンプ で 、 ゲー ト 前 へ ほ 圧 






















iaP 談 - ラ どり 着け る 。 


な お 、 乗り 換え る つも り で 詩 
ジャ ンプ し た の に 、 その 移 に に 識 
は ず の フラ ムッ ゥ が 、 1 ン 短 
い 、 と いう 状況 も 。 そん な と 圭 議 
は ば た き ぎ き で こら えて 、 フラ ムウ 評 
ロ ノ ア の 位置 へ くる の を 待つ 大 
ニッ ク が ある 。 それ か ら 、 振 寺 蘭 
た フラ ムウ ゥ を うっ か り 投 げ ち ゃ コ 拉 
り 、 思う よう な ら 段 ジャ ンプ が き 語 
な か っ た と き に も 、 は ば た まで = 
ら え 、 新た な フラ ムッ ゥ が 発 三 還 
の を 待て ば いい 。 実は 、 は 詩 購 議 
と ら 段 ジャ ンプ の 繰り 返し で 。 靖 
久 に 空中 に いる こと も 可 護 請 還 
(1 フ ら へ ) 










ゲー ト ④ を 貼る 礎 点 で の 
古 旋 タイ ム OO'55" 引 


が げ ら ぢ 夫 柄 95 蒲 


EXTIRA VISION 


Inap 選 談 -5 
続 * ウル トラ 乗り 換え ら 彼 





縦 1 列 に フラ ム ゥ が 4 匹 、 テッ トン が ら 匹 普 
ん で いる 。 乗り 換え ら 段 ジャ ンプ を し て 、 5 叱 
目 の テ デット ン を 捕まえ た 時 点 で 方 向 キー を 左 
に 入れ れ ば 、 扉 ゆ の 前 に た どり 着け る 。 また 、 

ジャ ンプ の 高 さ と フラ ムッ ゥ の 位置 に よっ て 

は 、1 匹 くら い フ ラム ゥ を 飛ば し て 乗り 換 議 議 還 請 還 下 
える こと も 可能 だ 。 (P1 フ 4 へ ) lo に 箇 ー。 
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を 訪 る 辱 応 で の 
ンチ 』 アゴ 
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ュ ッ トン の 列 の 左側 に 位置 し て 、 乗り 換 
= まで 上 昇 。 扱い づら い テ ッ ト ン だ が 、 
W う いろ や り 方 は ある 。 これ だ け 等 間隔 
放 ま を ん で いれ ば 、 テッ トン が 消え て か ら 次 
テント ン を 捕まえ る の だ っ て 、 そん な に 
馬 し くも な い 。 タイ ミン グ が 合わ な けれ 
\N ュ さ た き で こら えれ ば いい の だ 。 また 、 
上 = る 前 に テッ トン を 投げ て し まい 、 次 の 
ョ m ト ン を 捕まえ る の は いい が 、 今回 は テ 
と テッ トン の 間 に 投 げ る の は や め て 
四 、 つ 。 問 に 投げ た つも り が 、 次 に 捕まえ 
台 ほ の テッ トン に 当たっ て し まっ て ……・ 
上 つ 事 態 を 招く 。 左側 や 奥 な ど に 投げ 、 
選 太 後 に 右側 を 向い て テッ トン を 捕 ま 
蘭 と いい だ ろう 。 

記 お 、 タイ ム ト ラ イア ル 中 な ら 、 2 匹 目 
天目 を 飛ば し 、5 匹 目 で 扉 ③ の 前 へ た 
還 言 こう 。 着地 する 前 に 5 匹 目 が 消え た 
四球 ほ は ば た き で こら えて ! (P1 フ 6 へ ) 


ヲ ) テ ッ ト ン を 乗り 換え ら 段 | 


| 
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(⑧) タ イィ ム ト ラ イ アル に 光 え る な ら 


記憶 の 置き 時 計 や 1UP を 無視 する の は も ちろ 凡 
溶岩 地帯 の 上 に ズラ リ と 並ぶ 夢 の か けら も 無視 ! 


ぎ 目 も ふら ず 、 前 進 、 前 進 ! 





(②) 区 の か けら 150 個 取得 を 目指 す な ら 


ここ に 並ぶ 1 の 緑 の か けら と ふた つの 青 の か けら を 回 収 す 
る に は 、 いつ た ん フラ ム ゥ 6 匹 を 乗り 継い で の ら 段 ジャ ンプ で 、 右 
まで 行っ つて しま おう 。 その と き 、 つい で に 最 下 段 の か けら を 回 収 し 


て し まえ ば 、 あと で ラク だ 。 


そし て ぎ た 道 を 振り 返る と 、 フラ ム ゥ が 別 の 敵 に 変身 する 。 これ 
ら の 敵 は 、 も う 一 度 捕まえ る と フラ ム ゥ に 戻り 、 再度 捕まえ る と また 


変身 する 。 


と くに 、 中 央 の ら 匹 は テッ トン に 変身 する の だ 。 コイ ツ を 捕まえ と 来 た 道 を 扱 り 近 る と 、 フ ラ 


れ ば 、 上 の ほう の か けら を 取れ る 。 右 の テッ トン を 捕まえ て の 上 


が テッ トン な ど に 姿 を 変え て り 政 


_、 昇 で 1 列 、 テ ッ ト ン が 消え て か ら の 下降 で 左 の 1 列 を 回 収 で きれ 
ば 理想 的 。 も し 、 か けら を 全部 取れ ず に テッ トン が 消え て し ま 


っ た 場合 な ど は 、 何 度 で も や りな お せ ば いい 。 


/ (③) 扱 いづ らい テッ トン 








縮 に な らぶ フラ ム ゥ や テッ トン を 乗り 
換え て の ら 段 ジャ ンプ で 上 へ 移動 する 。 
下 か らら 番目 の テッ トン に 捕まる と 、 一 
番 上 の フラ ム ゥ の と ころ まで 上 昇 で きる 
が 、 テッ トン が 消え る や 否や 一 生 上 の フ 
ラム ゥ を 捕まえ る と いう の が 難し く 、 運 
よく つか まえ た と し て も 、 その 後に つ な 
げ る ( 左 の テッ トン に 乗り 換え る ) の が こ 
れ ま た 至難 の 業 。 

そこ で 、 下 か 53 番目 の フラ ム ゥ と 一 
番 上 の フラ ム ゥ と の 間 に き た と ころ で テ 
ッ ト ン を 手放し 、 3 番目 の フラ ム ゥ を 捕 
まえ る と いう 地道 な や り 方 を オス ス メ 
する 。 





拉 迷 て MA | ( “ 「 
Pa 0 4 プ ブタ レー 





こころ で 、 タイ ム ト ラ イア ル 中 だ な 身 | 
ここ に くる 前 に ひと 工夫 。 この 手前 (時 
討 め に 4 匹 フ ラム ゥ が 並ん で いる と 己 時 
が ある 。 乗り 換え ジャ ンプ で 右 へ 種 硬 
する の だ が 、 一 番 右 の フラ ム ゥ に 乗 6 眉 
えた 時 点 で ら 段 ジャ ンプ は ヤメ 。 つつ 及 上 月 
ウゥ を 捕まえ た まま 普通 の ジャ ンプ で 中 
側 に 乗っ か れる の だ 。 で 、 その フラ ム 咽 
を ここ まで 持っ て き て ら 段 ジャ ンプ ず 精 
ば 、 一 番 下 の フラ ム ゥ を 捕まえ な く で 得 | 
テッ トン に 手 が 届 く と いう ワケ 。 








h 





ツイ ム ト ラ イア ル に / 記 、 ま の 5150 全 介 す 95 
燃え る な ら 


か けら は も ちろ ん 無視 。 敵 を 捕 ま 
た 直後 に ら 段 ジャ ンプ を すれ ば 、 


ここ に は 緑 の か けら が 93 個 ずつ フフ 列 並ん で いる 。 
最初 の 1 列 は 、 記憶 の 置き 時 計 の 下 に 出 て くる ム ゥ を 


卓 生 方 向 の 敵 の 頭上 を 何 匹 か 飛び 捕まえ た まま 飛び 降り て 回 収 。 一 番 下 の か けら を 取っ た 
湯 そ る こと も 可能 で 、 タ イム の 節約 時 点 で スグ に ら 段 ジャ ンプ し て 、 その 左 の フラ ム ゥ を 捕まえ 


に な る よ 。 








る 。 で 、 その まま 下降 し て ら 列 目 を 回 収 し 、 一 番 下 の か けら 
を 取る や 否や ら 段 ジャ ンプ し て 、 PMP SM 
る 。 あと は この 繰り 返し だ 。 れき 


(@ め タ ィ ム ト ラ イア ル に 燃え る な ら 


3 匹 ず つら 列 に 並ぶ フラ ムウ 。 か けら を 無 
視 す る の な ら 、 それ ぞ れ の 列 の 一 番 下 の ら 叱 
を 乗り 継げ ば 、 左 へ 移動 で きる 。(P1 プ 1 へ ) 


(2 区 の か けら 150 個 取得 を 目指す なら 。 


縦 に ユ つ ずつ 4 列 に 並ぶ 緑 の か けら と 、 青 の か けら ふた 
つ を 、 鏡 の 精 に ら 僅 に し て も ら わ な けれ ば な ら な い 。 

は じ め に 鏡 の 精 を 出現 させ 、 フラ ム ゥ の 乗り 換え ら 段 ジ 
ャ ンプ で 、 一 番 右 の 列 を 回 収 。 上 か ら 中 央 に 飛び 降り て 、 
右 か らら 番目 の 列 を 回 収 。 続 いて 、 左側 の フラ ム ゥ の 乗り 
換え ら 段 ジャ ンプ で 、 右 か ら 2 番 目 の 列 を 。 そ し て 、 上 か ら 
左 へ 飛び 降り て 、 一 番 左 の 列 を 回 収 だ 。 





















































V 字 型 に 並 避 敵 を 乗り 継ぎ 乗り 継ぎ 、 2 段 
ジャ ンプ で 移動 し て いか な けれ ば な ら な い 。 下 は 
全面 溶岩 地帯 な の で 、 ちょ っ と ひと いき 入れ る 間 も な 
い 。 マ ジ が よ ! な ん て こと も 言っ て られ な い 。 
ミス を 坊 れ る な ら 、 1 匹 ず つ 丁 寧 に 乗り 継い で いく こと 。 
は じ め に ム ゥ を 捕まえ な が ら 右 へ ジャ ンプ 。 そ の 後段 ジャ 
ンプ し て 、 1 番目 の フラ ム ゥ に 乗り 換え る 。 あと は 、 敵 を 捕まえ 
て は ら 段 ジャ ンプ を 繰り 返す 。 少し で も 危な いと 思っ た ら 、 は ば 
た まで こら えた り 、 ちょ っ と 逆 方 向 に 戻っ て や り 直 すこ と も 考え 
た 方 が よい か も 。 
タイ ム ト ラ イア ル 中 な ら 、 最初 に ム ゥ を 持っ て 飛び 降り 、 下降 で 
寺 る と ころ まで 下降 し て か らら 段 ジ ャ ンプ 。 そう すれ ば 、 な る べく 
下 の ほ う の 敵 に 乗り 換え られ る 。 それから 、 
数 匹 す っ つと ば し て 乗り 換え る こと だ 。 
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と は ば た き で 左 の テッ トン を 捕まえ に いく 。 捕まえ た 
ら 、 フラ ム ゥ の 列 の 下 を くぐり 抜け て その 左 へ 上 昇 し 、 
右 の 列 の か けら を 回 収 す る 。 か けら の 列 の 中 央 付近 で 
テッ トン が 消え て し まう の で 、 その 右 の フラ ム ゥ を 捕 
まえ て 、 乗り 換え ら 段 ジャ ンプ で か けら を 回 収 が て 
ら 、 一 番 上 の テッ トン を 捕まえ に いく 。 その テッ トン 
で 上 昇 し て 右 の 列 の か けら を 全部 取り 、 消え た あと 
の 下降 で 左 の 列 を 回 収 し よう 。 

回 収 し 終わ っ た と ころ で は ば た き 、 列 の 一 番 下 
の フラ ム ゥ を 捕まえ 、 ふた た び ば フラ ムッ ゥ の 列 を 乗 
り 換 えら 段 ジ ャ ンプ で 上 に 。 一 和 一 上 の テッ トン 
を 捕まえ た ら 、 方 向 キ ー の 右 を 押せ ば 、 扉 
の ⑦ の 前 に た どり 着け る 。 

な お 、 タイ ム ト ラ イア ル 中 な ら 、 V 字 
の 終点 か がら 乗 り 換 えた テッ トン で 左 へ 
行か ず に 、 そ の まま フラ ムッ ゥ の 列 を 乗り 
換え ら 段 ジャ ンプ で 上 上昇 すれ ば いい 。 
(P1 フ 1) 




















ビア グー ト の を 中 の 語 で の 
同 林 タ イム の 2 りり ' ら 8 
/ か げ ら 曳 失 7 5 の 千 


し ) タ イム トラ イ アル に 境 え る な ら 


クロ ノア は 敵 に 接触 し て ダメ ー ジ を 受け た りす る 
と 、 数 秒間 か ら だ が 点滅 す る 。 その 間 は 敵 と 接触 し て 
も ダメ ー ジ を 受け な いし 、 敵 を すり 抜け る こと が で きる 。 
これ を 利用 し て 、 ここ で 大 幅 に タイ ム を 短縮 で きる 。 ます 、 
扉 や 近く の フラ ム ゥ を 捕まえ て ら 段 ジャ ンプ し 、 右 に 並ぶ フラ ム 
ウゥ に ワザ と 接触 。 か ら だ が 点 減 し て いる 間 に 、 溶岩 地帯 の すき ま 
を 埋め る スピ ンク ル の 列 を 通り 抜け て し まう の だ ! 
これ を 直接 、 ス ピン クル の 列 に 飛び 降り て 、 ス ピン クル と の 接触 で 
や ろう と し て も ダメ 。 溶岩 地帯 に は じき か えさ れ て 、 即死 し て し まう 。 


(②) ま と も に 行く な ら 

















(5 時 族 まで ジャ マ な ササ ルン 


噌 段 最 初 の ササ ルン を か わす に は 、 ササ ルン 右 の フ 
ハウ を 捕まえ 、 ササ ルン の 頭上 へ ら 段 ジャ ンプ し 、 そ 
“で は ば た いた り し な が ら 左 を 向き 、 ササ ルン 左 の フ 
ハウ ゥ を 捕まえ て 、 ム ゥ ボゥ の 乗り 物 め が け て ら 段 ジャ 
※ プ ! 飛 距離 が 足り な けれ ば は ば た きだ 。 








暗記 馬 欧 -8⑧ 






まず は 扉 ③ 付 近 の フラ ム ゥ を 捕まえ て ら 段 ジャ ンプ 
し 、 右 の 列 の フラ ム ゥ に 乗り 換え る 。 
そし て 、 右 の 列 の フラ ム ゥ を スピ ンク ル の 頭上 で 
乗り 換え ら 段 ジャ ンプ し て 上 昇 し 、 上 の ほう の か け 
ら を 取る と と も に 、 スピ ンク ル を 倒す 。 

た だ し 、 ス ピン クル の 列 は 5 匹 で 構成 され て 
いる の に 、 フラ ム ゥ の 列 は 5 匹 。 最低 で も ら 
回 は は ば た まき で こら えて 、 新しく フラ ムッ ゥ 
が 発生 し た と ころ を 捕まえ 、 スピ ンク ル に 

ど 段 ジャ ンプ を お 見 舞い し よう 。 


(③) あ り が た い テ ッ ト ン 


ここ の が けら は 、 テッ 
トン を 捕まえ た ら ス グ に 
方 向 キ ー の 右 を 押せ ば う 
まく 取れ る 。 ササ ルン も 
勝手 に テッ トン が 避け て 
くれ る 。 








ここ の 乗り 換え ら 段 ジャ ンプ は 、 map EX-6 

で の V 学 乗り 換え ら 段 を 思い 出し て 。 あの 要 叙 

オー ケー だ 。 タイ ミン グ が あめ わな か っ た だ り 、 

ジャ ンプ の 距離 が 十分 で な い 場 合 に は 、 は 

区 XT 肌 人 ば た きま き で こら えた り 、 は ば た き な が ら 前 
WISIO 財 方 の キー を 押し た り 、 ちょ っ と 引き 返 
し た り し て し の ぐ こ と を 忘れ な いで 。 
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SS バル ー の 塔 の 

頂上 に 登る と 、 歌姫 

レフ ィ ス が バル ー か が ら 有 贈ら 

れ た と いう 蓄音機 を 見 せ て く 

れる 。 そ ぞ その 後 レ フィ ス は 、 蓄音機 

を ミュ ー ジ ッ ク プ レイ ヤー と し て 世 

界 マ ッ プ 上 に 出現 させ 、 自由 に 使わ せ 

て くれ る の だ 。 ミュ ー ジ ッ ク プ レイ ヤー 

で は 、 フ ァ ン トマ イル に 流れ て いた 懐か し 

い 全 44 曲 を 呼び 出す こと が で きる 。 曲名 

は 英語 だ が 、 レ フィ ス に 邦題 を 教え て も ら 

っ た の で 下 に 紹介 する 。 また 、“ 再 生 の 歌 " 
の 楽譜 も も ら っ た の で 、 右 に 掲載 し て お く 。 


IKlomoa Somg Titles 
3 INCOMUISITIVE WWALTZ 
お し えて の ワル ツ 


2 TE WINDMILL SONG 
風車 の うた 
3 MINE OF LIGHTS 
光 の 採掘 場 


4 THE RONGO LANGO 
ロ シ ッ コ ヨゴ ラ シヨ 
5 有 則 ADIOUS APPEAIRRS 
ガ テ ディ ウス 登 
の ら GRANIDPA'S CHAIM 民 
お ん じ の イス 
プ SAD FOREST DIRUM 


か な し い 森 の リズ ム 
ら MELANCHOLY SOLDIE 
兵隊 の 路 う つ 


カ の プッ | FALLS 
ャ グ ポ ッ ト の 浦 
FE WEEPING 用 内 訟 AL 
泣き 虫 カ ラル 
9 4 MAD SEADOPH BLUES 
シー ド フ ・ ブ ルー ス 
42 CUIRESED PAMELA 
呪 わ れ た パメラ 
8 JOICER 交 OOp 
ジョ ー カ ー な 雰囲気 
9124 JUGPOT ICING SEPEEAICS 
ジャ グ ポ ッ ト 王 は 語る 
15 FORLOCIK TIMWWIST 
森 の 木 に まわ れ 
46 TIEUCIK A GO GO 
トロ ッ コ で ゴー 
3 ププ て COUNT 本 内 肥 居 
3 つか ぞ え て 
1 8 BEATS FROIMI AAB 〇 OVE 
空 か ら 撃 て 


19 GRANNY'S WORD 
お ば ば の 言葉 


クウ 1 本 上 ERUI'S 内 I 際 
いにしえ の 空 
2Z22 BLUE て CAVE E て HO 
の ひび き 


ゃ | 
ロ 


23 JOIKEIS'S MOVE 
ジョ ー カ ー 

ァ テイ! BALADIUMM' g Jr 4 ゴ 
バラ ディ ウム 進 尻 

ン 5 記 多 DD 則 EAT COROMNIA 
熱い ぜ コ ロニ ア 

Z の 6 NEVEIRT 避 選 LEE$$ 
に びに に よさ は 

々 プア D 上 内 W 央 OVER DAAW 
夜明け か ら 夜 明け 

28 DAIRIC INTO DAIRIK 
閣 ま た 賠 


み の 9 の OUT OF TIME 
時 の そ と が わ で 

3 う 30 NO JOIKES AROUNp 
も う 冗 談 は お わり 

31 FACADE 
か り そ め の 姿 

32 BLADE 
や い ば 

33 UNTAPMED EAIRT 
抑 えき れ な いこ ころ 

34 DIFFICULT TO SAY 
いま は 言え な い 

F す ] 間 区 必 COUIMTEE 
2 即 

3 の 6 QUIET CHOIR 
静か な コー ラス 

3 う 32 MIG 有 HTMAARES の OM 
悪夢 が 動き を だす 

に:] に ー OF VO 
わざ わい の 車輪 

うり の THE INSTIRUMEINTAILITY 
ほぼ くら は みん な の た め に 
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ファ ント マイ ル 300O 年 の 礎 ! 
ファ ント マイ ル 和 玉 造 の 記録 王 ョ 


も し 、 ファ ント マイ ル に くる こと が は じ め て で は な い の な 
ら 、 歴 史 に 触れ る 旅 は いか が ? ファ ント マイ ル に は 、 有名 な 居 

の 王国 跡 を は じ め 、 昔 を し の ば せる 適 跡 が 数 多く 現存 する 。 また 、 

先 の 冒険 で ファ ント マイ ル を 教 つ た 、 異 の 夢 に つい て の 歴史 的 著 察 も 
は じ ま っ つた と いう 。 と いう こと は 、 自分 探し の 旅 に な る か も し れ な い 。 ' 


4 つの 国 が 動 け 合 9 世界 li 


Phapntomnile inistory 


3000 年 前 の ファ ント マイ ル に は 、 風 の 国 
ブリ ー ガ ル 、 木 の 国 フォ ー ロ ッ ク 、 水 の 国 ジ 
ャ グ ポ ッ ト 、 月 の 国 ク レス の 4 つの 王国 が あ 
っ た 。 現在 で も 似 た よう な コミ ュ ニ ティ が あ 
る が 、 国 と し て 姿 を と ど め て いる の は 、 水 と 

月 の 国 の み で ある 。 また 、 風 の 国 は 現在 の 
風 の 村 の 位置 (ビジ ョ ン 1-1) で は な く 、 
風 の 王 国 跡 (ビジ ョ ン 4- 1 ) に あっ た 。 同 
様 に 、 水 の 国 も 別 の 場所 (ビジ ョ ン ^ ノ - 

の ) に 位置 し て いた 。 
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きき nn 日 プ 婦 
。 
す 作る アマ フ ン ン スム 

















将 国 の 関係 は 非常 に 良好 で 、 水 の 
国 は 無限 に わき 出る 水 を 、 木 の 
国 は その 水 に 育ま れ た 木々 の 果 
実 や 資材 を 、 風 の 国 は 風力 と 石 の 
加工 技術 と を 、 現在 も 各国 に 提供 し 
め つ で ぞい る 。 

月 の 国 は 、 この 4 ヵ国 の な か で も 特 
別 の 存在 で 、 ファ ント マイ ル と いう 世 
界 自体 を 形作る 役割 を 担っ て いる 。 月 
の 国 で は 、 人 々 が 眠り に つい た と き に 


で | に に IE=ー ・ や 9 古 | 時 本 】 | 


上 目 上 較 。 。、 
= 還 』 
し ン 
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door 
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信 風 の 村 ブ リー ガル は 、 か つて 干 国 で あっ た 。 
風 の 王国 跡 (ビジ ョ ン 4-1) に 、 その な ご り 
、 が 残っ て いる 。 遺跡 は 出入 り 自由 だ 。 


人 月 の 国 ク レス (ビジ ョ ン 6-2) を ふた た び 訪 れ た な ら 、 基 お = 
ズム に 注目 し て みよ う 。 これ が すべ て の 世界 の 源 な の で 
見 る 夢 の 一 部 を 、 夢 の エ ネル ギー と し て 置 請 
し 、 それ を 夢 の プ リズ ム に よっ て フ つ の 茜 
に 分 解 し て いる 。 ファ ント マイ ル の 世 玩 請 
と 、 ファ ント マイ ル に 存在 する すべ て の 所 
と は 、 この 成分 の 組み 合わ せ に よっ て 往生 半 
れ て いる の で ある 。 プリ ズム か ら は 、 重 に 識 
分 が 申 射 され 、 世界 て すべ て の 存在 と を 議 
つて いる 。 















人 現在 も 王国 で ある 水 の 国 ジェ 
が 、 300 年 前 に は 、 巨大 急 の = に 地 。 
ジョ ン 4-2) に 位置 し て いた と 』 請 較 


W> 
人 委 
と 。 1 
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二 和 な ファ ント マイ ル に 実 変 が 起 ぎ た の は 、 
厨 の 国 ク レス で 起き た 課 反 が ぎっ か け で あ 
呈 。 ガ デ ィ ウ ス と 名 乗る 男 と その 一 族 が 、 有功 
nm プ リズ ム を 自由 に 操る こと に より 、 世界 を 
軍 友 し た いと の 野心 を 抱き 、 月 の 国 を 制圧 し 
大 。 し か し 、 月 の 国 を の ぞ く 3 ヵ 国 が 連 人 台 
証 庄 成 し て 、 ガ デ ィ ウ ス の 一 族 に 立ち 向かい 、 
呈 デ ィ ウ ス は 月 の 国 か ら の 徹底 を 奈 儀 な くさ 
mn た 。 これ が 、 クレ ス 1 ピロ 日 間 戦 争 で ある 。 
だ が 、 ガ ディ ウス は あき ら め ず 、 その 後 い 
盛 と な く 連 合 軍 に 戦い を 挑ん だ 。 し か し 、 
プリ ー ガ ル の 決戦 に お いて 、 その 戦い は 一 応 
Q 共 着 を 見 る こと に な る 。 飛 空 艇 で ブリ ー ガ 
に 攻め 込ん だ ガ デ ィ ウ ス 軍 に 対し 、 連合 
ュ 識 翔ぶ 巨大 角 を も っ て 応戦 、 ガ ディ ウス ズ 車 


川 | 


削 李 郭 貴 痛 ea 


吊 N 
人 Q き 只 給 替 レ / へ で ざ 計 
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ます ブ リー ガル の 決戦 で 戦場 と な っ た 風 の 王国 跡 に は 、 
誌 士 し た 兵士 の 墓標 が ある (ビジ ョ ン 4-1)。 さま よう 
言 殊 も 目撃 され て いる 。 


90@ 





ク し 210H 間 昌和 に は じ ま る 時 





信 旧 水 の 国 跡 に は 、 戦い に 傷つい た 空 導 ぶ 巨大 魚 た ちの 化 
石 が 眠っ て いる (ビジ ョ ン 4-2)。 神秘 的 な 光景 で ある 。 
を 打ち 破っ た の で ある 。 

その 後 連 合 軍 は 、 水 の 国 の 聖なる 水 を 凍 
ら せ る こと で ガ デ ィ ウ ス を 封じ 込め 、 戦い 
は 終結 し た 。 が 、 決戦 場 と な っ た 風 の 国 や 
水 の 国 は 荒れ 果て 、 多く の 兵士 た ち が 帰 
ら ぬ 人 と な っ た 。 

さて 、 連合 軍 の 兵士 た ち を 背中 に 
乗せ て 活躍 し た 巨大 魚 だ が 、 この 戦 
いで ほぼ 絶 減 し 、 現在 で は 水 の 
国 の パメラ と カラ ル が 生き 残る 
の み で ある 。 旧 水 の 国 跡 (ビジ ョ ン 
4- ら ) で その 化石 を 見 る こと が で きる 
が 、 当時 の 巨大 魚 は 現存 する も の の 数 
倍 も の 大 き さ で あっ た と 推測 され て いる 。 





信 ガ デ ィ ウ ス が 封じ 込め られ た 場所 は 、 今 と な っ て は 定か が で ほな を 
い が 、 旧 水 の 国 跡 に ある 氷柱 で は な いか と いわ れ て いる (ヒン 
ヨ の の 4-2)。 


3 和 を 取り 戻す た め に 


その 戦い の あと 、4 ヵ 国 の 王 が 集 請け 負う こと と な っ た 。 ポ 
まり 、 ク レス 会 談 が 開か れ た 。 話 し 合い 。 夢 の か けら や 、 記 憶 の 置 
の 結果 、, ぬ ふたたび この よう な こと が 起こ き 時 計 、 人 々 の 傷 を 癒す 
『” ら ぬ よう に と 、 月 の 国 を 人 の 目 の つ か な アイ テム な ど で あ る 。 
いと ころ に 封印 する こと と な っ た 。 さら に 詩 E を 解く 方 法 は 、 
そし て 月 の 国 の 封印 を 管理 する た め に 、 太 3 ヵ国 の 王 た ち に 、 そ れ ぞ れ 

陽 の 神 葉 コロ ニア が 建設 され 、 数 人 の 神官 が 部 分 的 に 伝承 され た 。 

お か れ た だ た 。 こ れ 以 降 、 月 の 国 か ら 世 界 に 供給 さ 


れ て いた も の の 一 部 の 製造 を 、 太 陽 の 神殿 が 同 の 王国 跡 の 壁画 の 数 々 








人 比較 的 新しい 建造 物 。 月 の 国 の アイ テム の 製造 人 封印 の 伝承 は 、 風 の 王国 跡 入 口 に 壁画 と し て 残っ て 。、= 
所 と し て の 機能 は 、 こ こ に 移さ れ て いる 。 また 、 異 の 夢 の 来訪 を 予言 し た 壁画 も ある (ビジ ョ ン 4-1j。 


の ひそ し て " ク ロン が 


その 後 、 それ ぞ れ の 国 が 現在 の 位置 で 再建 さ 
れ た が 、 ブ リー ガル と フォ ー ロ ッ ク は 国 と し て 復 
興す る まで に は 至ら ず 、 自治 区 と な っ て いる 。 
そし て 戦い の 3000 年 後 、 世界 の 夢 の バ ラ 
ンス が 崩れ 、 太陽 の 神殿 が 3SO000 メ ルク 隆 
下す る 事態 が 発生 。 その た め 、 世界 の 気温 
が ら ミ ルド 上 昇 し 、 ガ ディ ウス を 封じ 込め た 
氷柱 が 溶け て 、 先 の 復讐 戦 が は じ ま っ た 。 
_ これ を 察知 し た 月 の 国 の 王子 ヒュ ー ボ ポー 
、 は 、 精霊 と な っ て リン グ に 宿り 、 風 の 村 の ' 記 滑 ' 
長 じ っ つ ち ゃ ん を 訪れ た 。 そし て 点 た り すこ の 思い 出 の ムー ビー を 見 偽 
は 、 こ の 世界 の 人 々 を 悪夢 に 取り 込 た 還 2 ら 5、 あ 4 た は ゲー 人 仁 
ん で し まう ガ デ ィ ウ ス に 対抗 で き と いう 世界 に 召喚 さ 鐵 





を Ime  。 答 、 る 、 こ こと は 違う 現実 で 違う で いた の だ 。 
Parttonile 夢 を 見 る 人 物 を 探し は 


historV 層 細 較 s。 じ め た の だ っ た 。 
ItIonoa こ 
_ qoor 


Phantomile ーーー5 | お うろ ーー 


ファ ンド マイ ル 語 旅行 会 話 





還 裕 の 世界 と 同様 、 ファ ント マイ ル で も 、 地域 
5 = に さら リル = に = タマ ざと トロ 三 【 の = 主 に Ya 上 :3 に 7X@ 
る 。 と ころ が ファ ント マイ ル で は 、 異な る 言 
号 を 話す 人 同士 が 会 話す る と き で も 、 それ ぞ 


れ 自 分 の 言語 を 用 いる 。 それ で いて 、 通訳 な 
し で も 問題 な く 通じ る で ある 。 と いう こと で 、 
言語 な ど 学 点 必要 は な さそ うだ が 、 まあ 礼儀 
と し て 旅行 会 話 程度 は お さら いし て お こう 。 


つ 風 の 村 プ リー ガル 地方 の 言 


ョ フウ 【 わ 品 う 】 
切ら ゆる 状況 で 使え る オー ル マ イ ティ な 言葉 。 ① 育 定 を 意 
る 返事 。 うん 。 ② 質 問 。 な に ? な ん だ っ て ? ( 語 
上 上げる 発音 に 注意 。 ワ フ ィ ? ワッ フゥ ? と 語尾 が 変化 
== 寺 合 も ) ③ 把 りや 否定 の 表現 。 いや だ 。④ よ いし ょ 、 ヤ 
詩人 な どの か け 声 。 ⑤ た め 息 を つく と き の 言 葉 。 ⑥ 驚 き の 
上 胡 。 ワ ヒ ャ ア と 語尾 が 変化 する 場合 も 。 


まま に や 【 ま に ゃ 】 

フッ ゥ と 同様 、 い ろ い ろ な 場面 で 使え る 言葉 。 ① 叫 び 
上 言い と ころ か ら 転 落す る と き な ど の 絶叫 。 痛み を 感 
ョ と き に 思わ ず あ げ る 声 。② 悲 し み の 表 現 。③ 意 外 だ 。 
結 調 -: | ま に ゃ ! | そん な ! ④ 疑 問 、 質 問 。 な ぜ 、 ど 
し て 。 (語尾 を 上 げ る 発音 に 注意 ) ⑤ 強 い 否 定 。⑥ シ ョ 
ョ ララ を 受け た と き や 、 入 い た と き に 使う 表現 。 


に ゆう 【[ ふ に ゅ う 】 

l 寺 し み 、 寂し さ を 表 す 言 葉 。 ② あ きれ た 返事 。 用 例 :|「 ふ 、 
m_- ろ る …‥…| は 、 は あ ……。 ③ 疑 問 、 質問 。 相手 の 言葉 を 聞き 
還 寺 と き に 用 いら れる 言葉 。【 参 考 】 ふ に ゃ っ : 痛み を 感じ た と き 

= 左 わ ず あ げ る 上 声 。 ふ に ゃ : 和 驚き を 表す 表現 の 一 種 。 ふ に ょ ぉ 、 
ーー よ ち ・ 悲し み 、 SA2Se2 し た ふ に い ー っ : 激しい 怒 り を 

計 3 言明 び 声 。 


> し 肖 2 ァ 且 に ば モ ) 
うん 、 は い 、 分 か っ た な どの 意味 。 決心 を 必要 と する よう 
等 い 育 定 や 、 相手 へ の 同意 を 表す と き に 使わ れる こと が 多 
。【 舌 語 】 る っ ぷ : ラ ・ ド ゥ より も 気軽 な 育 定 の 気持 ち を 表す 
= まき に 使わ れる こと が 多い 。. あ いづ ち を うつ と き に も 使わ れ 
。 わ ふら ど ぅ : ワ フ ウゥ と ラド ゥ が 合わ さっ て で きた 言葉 。 う ん 
生か っ た 、 の 意味 。 


3 いあ 〔 ぷ ぃ ] 

人 称 代 名 詞 一 人 称 単数 主格 。 私 は 、 私 が 。 私 。 用 例 : 
jm っ あ クロ ア | ボ ク は クロ ノア で す 。「 ふ ぃ ー ら ふう クロ ア | ボ 
呈 風 の 村 の クロ ノア で す 。【 参 考 】 ふ ぃ ある : 人 称 代 名 詞 一 人 
貞 委 数 主格 。 ふい あの 複数 形 。・ 我々 (は 、 が )、 私 た ち ( は 、 が )。 


! 


語詞: | ふい ある 、 と うら る うぅ う …… | ボク た ち は こ の へ ん で ……。 


コテ ルレ ルク A 章 ( 王 た と 】:) 

詩 謝 の 気持 ち を 示す 言葉 。 あり が と う 。 (ファ ント マイ ル で 
上 、 て いね い に 発 声 す る より も 元気 よく 発声 し た ほう が 、 感 
庫 の 気持 ち が 相手 に 伝わる と され て いる の で 注意 ) 【 類 語 
フゥ : ま ご ころ を こめ て 発声 する と 、 あり が と う の 意 味 で も 
記 え る 。【 参 考 】 れ こ ば に お むぅ: 感謝 の 言葉 に 対す る 返事 。 ど 
コ い た し まし て 、 の 意味 。 
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ルプ ブル ドウ ー る ぶる ど ぅ -) 

① レ ッ ツ ゴー、 出発 だ 。 用 例 :「[ ヒ ュー ポー、 ルプ ルド ゥ ー! | 
ヒュ ー ポ ー、 さあ 行こ う 。 ⑦ い っ て きま す 、 行く よ な ど 、 自分 が どこ 
か へ 行く こと と を だ れ か に 伝え る 言葉 。【 参 考 】 る ぷら お むぅ: 行か な 
い 、 行く も の か な ど 、 ど こ か へ 行く こと を 否定 する と き に 用 いら れ 
る 表現 。 る ぶる ふう : ・ 道 を た ず ね る と き な ど に 使わ れる 言葉 。 


ゴリ 】E カ ル は ロリ の 3 に 圭一 肝 - 

ふぁ る どう ぅ : 相手 の 容 和 態 、 よ うす 、 気持 ちな ど を 気 遺 う 言 葉 。 
大 丈夫 ? し っ か り し て 。 ぱ ば ら み ゅ ーー: 謝罪 の 言葉 。 ご めん な さ 
い ふぁ る て ま に ゅ う : や っ て みよ う 。 ふ あぁ る と うぅ: と ころ で 。 る ぷ ば 
ら み ゅ 一: 無理 に 話さ な いで 。 わ に トゥ ー ラ ッ フ ィ : き っ と 間に合う 。 
ラフ ィ マ ニュ ー: (日 食 が 終わ り ) 明る く な っ た と き 。 


その ほか が の 名 詞 、 固 有名 詞 
クロ ア : ク ロ ノ ア 。 ヒュ ー ポ : ヒ ュー ポー。 レ フィ: 歌姫 レフ ィ ス 。 
ガ デ ィ : 聞 の 誠 王 ガ デ ィ ウ ス 。 ジャ ー ク : ジ ョ ー カ ー。 ジッ チ 
ー: じ っ ちゃ ん 。 フォ ロク : 木 の 村 フォ ー ロ ッ ク の 村人 の こと 。 
パ メ ッ : 巨大 魚 パ メラ 。 ペ ンダ ンド: クレ ス 。 ら みゅう : 滝 の 。 用 
例 :「 ら みゅう ふわ あ わり ゅ う ] 滝 が 逆 に 流れ て いる 。 





〇 月 の 園 ク レス 地方 の 言葉 





ヒュ ー ポ ボー 【〔 ひ ゅ ー ほ -】 

風 の 村 の ワラ フウ 同様 、 い ろ い ろ な 場面 で 使え る オー ル マ イ テ 
ィ な 言葉 。 下 に 記し た 用 法 以外 で も 使え 、 話 し 手 の 意 志 次 第 
で 、 状況 に 即 し た 新た な 意味 を 持た せる こと も 可能 。 ① 月 の 国 
クレ ス の 王子 の 名 前 。 ② う ん 、 は いな ど 、 衣 定 を 表す 返事 。 ③ 
季 問 に 思っ た と き や 、 質問 する と き な ど に 使う 言葉 。( 語 尾 を 上 
げ る 発音 に 注意 。) 


(に 還 ( た ) 9 

レッ ツ ゴ ー、 さ あ 出 か け よ う の 意 味 で 使わ れる 。 友人 に 対し て 使 
う よ う な 、 カジ ュ ア ル な 言葉 。 風 の 村 の ルプ ルド ゥ ー に あたる 表現 
で ある 。( ヒ ュー ポー な どの ほか の 月 の 国 の 言葉 と 極め て 混同 され 
や すい の で 、 歯切れ よく 、 元気 に 、 思い を 込め て 発声 する こと 。) 
用 例 :「 ヒ ュ ッ ポー! クロア .」 ク ロ ノ ア 、 行っ て みよ う よ ! 


ヒュ ユー ポッ ツ 【O ひ ゅ ーー ぼっ 】 

挨拶 の 言葉 。 お は よう 、 こ ん に ち は 、 や あ 、 と いっ た ニュ アン ス 
で ある 。 月 の 国 地方 の 言葉 は 聞き 取り が 難し く 、 慣れ な いう ち は 
すべ て ヒュ ポ ヒ ュ ピ と 繰り 返し 言っ で る だ け の 似 た よう な 文章 に 聞 
こえ て し まう の で 、 ま ず は この 挨拶 を 覚え 、 こ れ を きっ か け に 会 話 
の 輪 の な か に 入っ て 、 ヒ アリ ング 力 を 強化 する の が いい だ ろう 。 


ヒュ ユビ ピ ビ (oderj 

人 称 代名詞 一 人 称 単数 主格 。 私 は 、 私 が 、 私 。 用 例 : 
| ヒュ ピ ヒュー ポッ] ボク は ヒュ ー ポ ー で す 。【 参 考 】 ピ ィ ク : 人 称 
代名詞 二人称 単数 主格 、 また は 所 有 格 。 あな た は 、 あな た が 、 
あな た の 、 あな た 。 用例 :「 ヒ ュ ピ ヒュ ー ポ 、 ピ ィ ク ファ ン ポ ピ 
ュー」 帰 る と き が き た ん だ 、 キミ の ファ ント マイ ル へ 。 














〇 木 の 桂 フォ ー ロ ッ ク 地 方 の 言葉 「 


イリ は の ま ミ 1 に 土 ー 持 - 

ヒュ ー ピ イィ イッ: か け 声 。 リン グ の な か か ちら 飛び 出す と き な ど に 使 ね 
れる 。 ヒ ュー ピ ィ クビ イー: 木 の 村 の 言葉 を 、 月 の 国 の 住人 が 語 
そう と する と 、 こう な る 。 ヒ ュ ポ 、 ヒ ュ ピ イィ イ 、 ヒュ ポ ピ イ 、 ポ ピ イ 、 ピ ま 
ビィ 、 ピ ボ ッ 、 ビィ : 疑 問 を 感じ た と き 、 質問 を する と き に 使わ 和信 
言葉 。( 疑 問 符 を と も な う 。 語尾 を 上 げ る 発音 に 注意 。) 


ぞ その ほか の 名 詞 、 固 有名 詞 

クロ ア 、 ク ブ ウ ・ ク ロ ノ ア の こと 。 レビ イィ : 歌姫 レフ ィ ス 。 ヒュ ほ 革 
ゥ プ : ナ ハト ゥ ム の こと 。 ヒッ ピ ポ ッ ピ : 水 の 国 ジ ャ グ ポ ッ ト を 未 言 
ヒビ ュー ボッ ピ : 木 の 村 フ ォ ー ロ ッ ク の こと 。 マ ピ ィ 、 マ ー ム : 自 全 請 
母親 を 呼ぶ と き に 用 いる 言葉 。 ファ ン ポ ピュ ー: フ ァ ン トマ ネ 
ヒュ ピ ィ ー: 悪 夢 の エ ネル ギー の こと 。 









チー チク / る: っ 


風 の 村 の ワラ フゥ 、 月 の 国 の ヒュ ー ポ ー と 同じ く 、 広い 範囲 で 使 
える オー ル マ イ ティ な 言葉 。( 怒 っ て いる よう な 調子 で 発音 され る が 、 
他意 は な い の で 、 誤解 の な いよ う 注 意 が 必要 ) ① や あ 、 お は よう 、 
こん に ち は な どの 挨拶 。 ② さ よう な ら 、 さ ら ば な どの 意味 の 挨 挨 。 

【 参 考 】 ヒ ュー ピ ィ ク ピ イ ー: 月 の 国 の 住人 に よる 木 の 村 語 。 


プン コラ [scg】 

(① よ いし ょ 、 それ っ 、 や あー っ と いっ た 、 気合 い の 入っ た か け 声 
の 一 種 。 動作 を お こす と き に 、 自然 に 上 が る 声 。 ② 呪 術 的 意味 
合い を 持つ 言葉 。 ある い は 扉 を 開け る と き に 開け ご ま と 念じ る の 
と 同じ 種類 の 、 儀礼 的 慣習 的 な お まじ な いや 呪文 (人 を 驚か せ 
る よう な 調子 で 発声 され る が 、 他意 は な い の で 、 誤解 の な いよ う 
注意 が 必要 ) 


り (アス ルンルン ニー 瑞 (7 こつ 

プン コラ の 類語 。 ① よ いし ょ 、 それ っ 、 や あー っ と いっ た 、 気合 
い の 入 っ た か け 声 の 一 種 。 動作 を お こす と き に 、 自然 に 上 が る 
声 。 ② 呪 術 的 意味 合い を 持つ 言葉 。 ある い は 扉 を 開け る と き に 
開け ご ま と 念 じ る の と 同じ 種類 の 、 儀 礼 的 な お まじ な いや 呪文 
(競っ た よう な 調子 で 発声 され る が 、 他意 は な い の で 、 誤解 の な 
いよ う 注 意 ) 

















KR て 
_ Phartto 


と マッ ィ 


NOS 
ie 


夢 の エ ネル ギー を 使っ て 舞台 
を 形 作 り 、 そ こ に 全 お 人 々 を 生み 、 
そこ に ある 風景 を 描き ぎ 、 音 を 奏で 、 
そし て 万 物 の 法則 を 弄り 出し た 
人 々 。 そん な ファ ント マイ ル の 副 
造 主 た ち は 、 扉 の こち ら 側 の 現実 


この 作品 は 私 が メイ ン 企 画 を 担 


oe 2 
し SS NM me | 


sn を 叶 NM 
ーー 
5 が プラ 


当 し た 、 ちょ うど 10 本 目 の 記 念 す べ 
寺 き 作 品 だ っ た の で 、 気 合い の 入れ 方 
は 半端 じゃ な か っ た 。 それだけ に 、 
完成 し た と き は ホン ト に 嬉し か っ た 。 
10 本 目 に し て 最高 の も の が で きた 
と 思っ て ます 。 夢 じ ゃ な か っ た ん だ 。 


「 ロ ー プ レ は や る けど 、 ア クシ ョ ン は ちょ っ 
と ね ー」 と か 言っ て る こども や 、[「 絵 本 は 大 好 
き で し た が 、 ゲー ム は 興味 な いで す な 」 と か 
言っ て る お と な の みな さん ! この ゲー ム は 要 電 


注目 で す 。 


クロ ノア を 描く の は 難し いん で す 。 絵描き 


屋 さ ん か ら は 「 描 け な い 」 と 文句 言わ れる し 、 
自分 で 描い て も 似 て な いと 言わ れる し 

や いや 、 描か れ た 数 だ け 、 その と き 、 その 人 、 
それ ぞ れ の クロ ノア が いる ん で し ょ う 。 も と 
も と クロ ノア は プレ イヤ ー 自 身 。 試し に 描い 
て みて くだ さい 。 そ れ が いま の あな た 、 あな 
た 自身 の クロ ノア っ て コト な ん で すか ら 。 と 、 


無理 矢 理 自分 を 納得 させ て お く 。 





に いて 、| 風 の ク ロ ノ ア 」 開発 スタ 
ッ フ と 呼ば れ 親 し まれ て いる 。 そ 
し て この た びそ の スタ ッ フ た ち が 
ら 、 開発 中 の 思い 出 や 開発 を 終 
えて の 感想 、「 風 の クロ ノア 」 に 対 
する 思い な どの 声 が 寄せ られ た 。 


ー 履 を 使っ た ら 段 ジャ ンプ で 、 ずっ と 





EXTRA VISIDN で 一 度 は 遊ん で も ら え た 


で し ょ うか が か? クロ ノア 本 編 を クリ ア で きた 盛 
で し た ら 、 か な り 楽 し め る と 思い ます の で 、 壮 
非 腕試し し て みて くだ さい 。 また 、 EXT 日生 
で 夢 の か けら を 150 個 集め た あと は 、 
ッ ト デ ィ ス プレ イ を スキ ッ プ し て は ダメ で 言 
大 事 な も の を 見 逃し ちゃ いま す よ ー。 


SS 


- 清 空 し 続け る 。 こ れ の 練 財 ま 
SG 4-1 の 遺跡 の 外 で 、 フラ 人 誠 
ゥ が 4 匹 い る と ころ が 便利 で す よ = ee 
足 を つけ る こと な く 、 100 回 ら 科 ジョー 
する こと が で きた ら どこ か 遠 じ ピ 二 
で 、 僕 が 「 す ご い ! ] と 思っ て あけ ま 


重 


ーー aoNo タ イム トラ イプ 


RA VISION の タイ 
ドッ プ に な る た め 日 々 灯 中 。 こ こ ーー 
VISION 5-2 で 赤い 流星 を 兄 
ッ キ ー! 願い 事 は 3 つま で = 





時 


本 作品 は 夢 の 世界 が 舞 合 な の っ 
吉 ! 戸 な の で 、 \ 
局 じ な い 交 キ ャ ラ " を 描き まく り まし た 
50 体 も の 変 キ ャ ラ を 生み 出せ た の は 、 コ 
プン ビ ュー タ の 電磁 波 の お か げ ば です: 嘘 で す 。 


楽し ん で いた だ けた で し ょ うか ? 試行 錯 
誤 を 繰り 返し 、 よい も の を 創 ろう と 努力 し た 
結果 が 「 風 の クロ ノア 」 と な り ま し た 。 いろ い 
ろ と 勉強 不足 な 点 も あり 、 自分 的 に は 100 
点 満点 に は な ら な か っ た けど 、 楽し い ゲ ー ム 
に 仕上 が っ た と 思い ます 。 是非 みな さん で 
楽し ん で くだ さい 。 


ーーー 
ニニ ーー デー 


私 が 担当 し た どら ーー テル と モー ショ ン 、 
テー マ は 感情 表現 
り 歌 っ た りす る キ 


つつ 


ァ ン トマ イ 
いで す 。 


記念 すべ き 本 目 で す 。 ら 002 年 に 出る 予 
定 の 「 ク ロ ノ ア 3 一 伝説 の 神殿 が 出 た . 
ら 、 ボ ス を 担当 し た いで す 。 


り し て いま し た 。 開発 中 は フー ル 生 

あちこち で 、 名 味 不明 の ファ ンー 私 は 、 
s 駐 び 交 っ て て お か し か つと こ 。」 と か 

に ク メー ジ を 受け る と 「V こ と 

作 *ー 


いっ て まし た 。 


ー 2 ロ ノ ア * ヒ ュー 


走ら せ た 









ーー 










っ 


ア -T | 2 昌司 


EN 且 お 半 店 由記 私 は この プロ ジェ クト に 後半 か ら 参 加 し ま 
面白 いよ 。 ジョ ー カ ー の 変身 、 どこ が どう 変 し た 。 短期 間 で し た が 、 楽 し か っ た で す 
わっ て いる の か 分 か る 人 は 、 と て も 偉い ! co 短 ) と が 、 と で すま 





暫 SSSSSSSS 
Se ooGSSSRNSESSSSSSSSSSS 
で 
っ デ 


高山 競 1 ング 
ニー 、 ナム っ oO さ びさ の オリ ジ ナ ルー から 
1 ュ と 、 ほ と 

クロ ノア と ザコ 瑞 の 動き の ブロ グラ ム 計 議 除 ゲー ム と いう し 3 し まし た 。 2D と 3 
を 担当 し まし た 。 思 い 入れ の ある キャ ラ は 、 。 
や っ ぱり ム ゥ で すね 。 ザコ 敵 の な か で は 、 人 

一 番 い い 味 が 出 て いる と 思い ます 。 すご く 半 「 ー ま 

弱い けど ……。 1 こ 楽し 

作り まし た > 


る Pace eee 
/ 7 人 笠 層 


VISION ら ^-6 ま で の ボス 面 を 制作 し まし 
た 。 つま り 、 クロ ノア が ファ ント マイ ル を 束 コ 
の を 阻止 する た め に 、 ガ デ ィ ウ ス の 手先 と し 
て が ん ば っ た わけ な ん で す が 、 いか が だ っ た 
で し ょ うか ? か な り 好 き 勝 手 や らし て も = 
っ て 、 楽し か っ た で す 。 し か し 、 う どん は や っ 
ば り 讃 岐 や な 。 


ir - ーーーーーーーーー ーー ーーーーーー 
ーー オッス 」 オラ 、 中 P。 バ ベ ッ ト デ ィ ス プレ NM FINAL VISION を 担当 し まし た -。 
イ を 作っ た の は 俺 様 だ 一 ! パペット ディ スズ A ホス と まま 下 の ム ら た ち 、 ちょ っ と サイ タテ 
ブレイ の な か で 1 か 所 だ け 、 あ る こと を する 依 。 カツ く て 、 意 地 悪 す る フリ し て いて も .、 計 議 
と 普段 と 違う セリ フ が 聞け る 場所 が ある ん 財 優し いい い 子 た ち で す 。 どう か 仲 計 ぐ 』 開 
だ よね ー。 暇 な 人 は それ を 探し こみ て は い 上 や っ て くだ さい ね 。 
か が か な ? な 





※ 注 パペット ディ スプ レイ : キ ャ ッッ 議 二 生生 RI 1 
ー た ち に よる セリ フ の や り 取 り に よっ て 進行 風 の ク ロ ノ ア 」 に は 、 お も に エフ ェクト の  」 
じ て い く イ ベン ト の こと 。 た と えば 、 ボス 戦 の N。 ヘル パー と し て 携わり まし た 。 あ 、 あ と 後半 。 


前 に 畠 人 され て いる 、 クロ ノア と ジョ ー カ ー は CD 番長 で し た な 。 いや ー し か し 、 い まま 人 


た ちと の や り 取り な ど 。 で 関わ っ た 作品 は ボツ の 連続 で 、 も し クロ ノー 


ア も 出 な か っ た ら 、 これ は も うな ん か が 別 の 才 
、 能 だ よ な ぁ と 思う と ころ で し た 。 発売 で き て 
a、。 ほん と 一 に よかっ た 、 よかっ た 。 








まき 


ーーーー 


ーー ーーーーーーーーー で で 一 番長 い 開 
EXTRA VISION の タイ ム ト ラ イア ル で 、 、ー ュー ム 、 長 か つた < て で 作っ つて いる 問 に 私 は 誠 
トッ プ に な る た め 日 々 精進 中 。 と ころ で 、 . 、 発 期間 で し た 。 ゲ ーー は も う 独 り 立ち 
VISION 6-2 で 赤い 流星 を 見 つけ た ら ラ ッ . 」 妊婦 に な り 、 母 に な 9 て いま 、 子 供 と 
キー! 願い 事 は 3 つま で 。 (?) す る まで に 成 還 ソー 間柄 で す 
は クロ ノア 窟 で お りー ーー 


ー の / 術 友 ビエ ( 
。 弁 村 絵 星子 進 ( ふう 、 や っ と で きま し た 。 担当 し た の は 、 お 
計 四 は 長く て 辛い 道のり だ っ た っ スー “ ン に の 守 を 太陽 の 神殿 の BGM と 効果 3 

、 秩 1 それ に CG ム ー ビ ー の 音 な ど 、 その ほか いろ 。 
上 、 で も 、 苦 労 し た 分 、 いい 曲 い っ ぱい 作 。 M 5 い 
間 = いろ 。 一 番 大 変 だ っ た の が 、CG ム ー ビ ー の 
、 6 4 ご を 効果 音 。 音 を 作る た め に 使っ た 材料 は 、 割り 
-< こ ヽ ファ ン レ タ きゃ プレ ゼン ト な ど な ど m F 3 13 ーー me PS 
還っ し て お り ま する 。 よろ し くね 。 は ば し 、 エプロ ン 、 ベビ ー ス ター ラー メン 、 ビ ン 
夕 ヒゲ …… な ど な ど 。 さて 、 これ ら は 何 の 音 
に な っ つた の で し ょ う ? 


『 一 上衣 答 必 大 人 
L BGM 数 曲 と 、 ヒュ ー ) 
3 ド フ な どの / (ペット を 坦 ML ン 


ーー 


^ 
DK 
さ 


ディ ウス 、 シー 


の が た い へ ん er タ 
て -O - る 


VISIUN 4-2 で じ っ ちゃ ん の 家 が 爆破 ぐれ 

、 る と ころ の BGM と 、 22 ンコ 28 

する 場面 の BGM の ら 曲 を 担当 し まし た 。 上 “ 

月 弱 で 2 曲 を 仕上 ぼる と いう スケ ジュ ー ル | 

動作 緩慢 な 私 に と つて は 自分 の 作業 ベー 

大 きく 上 回 る も の で あっ た た め 、 終 電 に 問 に 
合わ な く な っ て 作業 場 に イス を 並べ て 遂 る に 

本 と も あり まし た 。 


お 手伝い で ナル トゥ ム の BGM を 担当 さ 
せ て も らい まし た 。 いや ぁ 、 こん な に 音 に 凝 
っ た ゲー ム っ て 、 な か な か 無い ぞ よ 。 
BGM や 効果 音 の 多 さ っ た ら 、 す ご い ! ぜ 
ひ 、 よい 音 環境 で プレ イ す べし 。 
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ファ ント マイ ル 漠 甘 の 


いか が に し て ファ ント マイ ル は 浪 ら れ た か ゃ 


ご の た ぴ び 、 ファ ント マイ ル の 宮廷 詩 た ち 
の 手 に よっ て 書き 残さ ざれ て いた 、 ファ ン 
トマ イル 副 和 鞍 の 記録 が ざれ た 。 事 著 
主 の 夢見 る カカ に よっ て ファ ント マイ ル と 
いう 宇宙 が 発生 し た 瞬間 を 描き と ど め た 
も の や や 、 世 界 音 地 の 設計 図 、 ぎ ざま ざま な 
年 物 が 生ま れ た と き の 記 録 な ど 、 その 量 
は 膨大 で 、 今世紀 最大 の 発見 で は な いかが 
と 言わ れ て いる 。 ぞ その な が か が ら 、 と くに 
資料 的 価値 が 高い と 判断 ざれ る 記録 を 厳 
呈 し て で 、 一 般 に 公開 する こと と な っ た 。 R Fo 2 ーー 
これ ら を 鑑 次 し 、 歴 史 の 目 加 者 と な られ すっ 2 お に 
た し 。 イル と いう 世界 が 形作ら れ て いっ た の が よく 分 か る - 











what's famtomailez 












ファ ント マイ ル と いう 宇宙 が 発生 造 主 た ちの 住む お ナム コ と いう 世界 で 、「 蘭 
し た 瞬間 の 記録 と 、 クロノア と い を ふく ら ま せる ゲー ム の 主人 公 キ ャ ラク タダ 
う 特別 の 存在 が 、 フ ァ ン トマ イル と いう 宇 = 計 だ ラキ ギ キーワ ウード に よら つて 集め られ た 5 
責 の な か で と る 姿 形 、 キャ ラク ター 性 を 定 数 々 の アイ デア と 夢 で あっ た 。 






| じ め に お 目 に か けた いも の は 、 め た 文書 で ある 。 すべ て の は じ ま り は 、 廊 
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の @ の 計 放 の ハ の 人 槍 表 選対 許 ロ ビ 寸 旬 
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キマ MK っ 】:H[) 
抱 、、 フロ ノ ア 


lb 


倫 議 書 に は 、 外見 だ け で な く 攻 撃 方 法 も 記 
され て いる 。 生ま れる 前 の クロ ノア は 、 飼 に 0 
慣らし た 首輪 つき の 生命 体 で 敵 を 攻撃 ルル 
し た り 、 指輪 は 指輪 で も 巨人 の 指輪 を 振り ッ ン / / 

| 四 し た り し て いた 。 それ ら の アイ デア を も と 還 「 
) に 、 創 造 主 た ち に よっ て 検討 に 検討 が 重ね 人 バ 
られ 、 ゲー ム 中 の クロ ノア が 形作ら れ た 。 

















シン 


ae の カ が ホ み ぎ 


は じ ま り ' の _ 
LN る KK か 無 商 PT 
人 と 9 胡 釣 


@ こ れ は 、 その 募集 の と き に 寄せ られ た 、 . 選 1 コ が WS で 1 
別 の 主人 公 候補 の アイ デア 。 夢 の 中 に 入 
り 込む キャ ラク ター で 、 攻撃 方 法 の 説明 
に 「 ゆ め の も と を 送り 込ん で 夢 を ふく ら ま 
すん だ ! 」 と ある 。 この 言葉 か ら 、 ファ ント 


2 MP RNN 
に と て) 
4 マテ ング ト 
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タル 4 イネ < レン テー へ み "人 ノ , 刀 数 し に も 
鞍 み ら トラ フ ・ 6 4 人 
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う 宇 | う 世界 に 、 村 や 王国 な ど が 建設 さ 
で の ク | れ が ゲー ム で 言う と ころ の ビジ ョ ン 、 
生 | つた 。 そ の あと 、 そ れ ぞ れ の ビジ ョ 

よ | お 人 々 が 考え 出さ れ 、 誕生 する に 
ミト と で は 、 いま に も 動き 出 そ う と も 


クロ ノア と 、 ファ ント マイ ル 各 地 の 人 




















- ちの 誕生 の 記録 を 展示 する 。 






れ て いつ っ た 。 そ | 





但 フ ァ ン トマ イル の 中 で の クロ ノア 
の 表情 と アク ショ ン を 、 創造 主 た ち 
が 定め た 記録 。 創造 主 の 夢 が 、 デ 
ジタル な 世界 の な か で うま い 具 合 
に 反映 され て いる の が よく 分 か る 。 


紅 蘭 :/ ン ノン 



























-- 右 は 誕生 以前 の ヒュ ー ポ ー の 姿 。 初期 段階 ご で は 風 だ ま の アイ 本 請 
が な く 、 クロ ノア が ヒュ ー ポ ー を 直接 撃ち 出す も の と し て 考 蘭 捕 
れ て いた た め 、 鳥 の よう に 飛び 出す デザ イン が 数 多く 検討 さ 縛 議 | 
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bb 
レフ ィ ス の 役割 は 初期 段階 で は 謎 に 包ま れ て お り 、 と りあ え ず 「 月 
の 国 の 住人 の イメ ー ジ 」、「 人 間 っ ぽく な い 」、「 ヒ ロイ ン 役 」 と いう キ 
ー ワ ー ド で 次 が 検討 され た 。 創造 主 の 試行 錯誤 の よう す を 展示 し た 。 


い ませ し 、 
ダー ーー ほぼ - し を sd て 
る "でき 導 c て 
い ロ IM Wu 
特に 
を つっ \ て で さい 、。 
ンー ィ ニ ンー 了 e (RC あき り 名 な * 
TWA ⑤、 いき 、、 


テー『 


ン 胡 。 モ も な 












































bb = 
き 水 の 国 の 住人 の 帽子 (? ) は 、 当初 員 で あっ た が 、 や が て ツボ らし 
きも の に 変更 され た 。 シッ ポ も 、 や どか り の よう な も の か ら 、 ウ ナギ 
め の よ うな も の に 改め られ て いる 。 上 は 決定 稿 、 下 は 誕生 以前 の 記録 。 





- 水 みき ' 1 3 
0 to も 8 人 / レ 











ぷ 委 U 旦 強 な 


の" き ム 壇 ょ へ イメ ー ジ 。 
イタ スラ 7 げき . わが ほん 









ピン スパ 
ーー 導 起 飲 O 先 記 な 
PAN 入 ッ W きん る 3 。 
っ ペー ノ SRI) イツ ズラ 5 きき ク 
〈⑨ お そよ て 抽 8 で =" 


fyf 本 ポス 和 キオ) 、」 き S」 い * で ッッ と ん と マー 


1 の き 


0 6 

























bb = 
久木 の 村 フ ォ ー ロ ッ ク の 人 々 に つい て も 、 右 の よう な 、 現在 
の 外見 と は 似 て も 似つか な い デ ザイ ン が 検討 され る な ど 、 い 
ろ い ろ と 試行 錯誤 が 重ね られ た よう す で あ る 。 結局 、 下 と 右 
下 の ら 枚 の 記録 に 見 られ る よう な デザ イン に 落ち 着い て いる 
が 、 こ の 前 の 段階 で 、 島 の 巣 の よう な 服 を 来 た 、 鳥 と 猿 の イメ 
ー ジ を 兼ね 備え だ た キャ ラク ター と いう アイ デア が 出さ れ て お 
り 、 それ が 強く 残っ た も の と 思わ れる 。 また 、 下 の デ ザイ ン も 


よく 見 て みる と 、 パッ チリ し た 目 な ども 考え られ て いた こと (< 、 き 老 SAug 欄 -… 遇 = 
が 分 か っ て 興味 深い 。 オバ バ に 代わ っ た と 見 られ る オ サ や 、 を 美 う っ な い 。 


で か いや つ な ど 、 生ま れ な か っ た 夢 も 書か れ て いる 。 


CANvsc 
AN 6 
/ 2 1s 


7 レゴ 3 は 
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こっ る xs * 
上 2 うる の 


PEH【 の ) 
人 々 


信 最 初 に も 書い た よう に 、 は じ め に ビジ ョ ン と な る 村 や 国 が 8 
凡 ら れ 、 そ の あと に 住人 た ち が 設 定 さ れ た 。 その た め 、 ビジ 
ョ ン の 設定 に 基づい て 、 右 の よう な アイ デア も 出さ れ た よう 
だ 。 下 の ン ガ ポコ と 神官 の デザ イン は 、 ほぼ その まま 活か さ 
れ て いる よう だ が 、 も と も と ン ガ ポコ は 氷 の 国 、 ク リス マス 
の 国 の 住人 と し て 産み 出さ れ た キャ ラク ター だ っ た (詳し く 
は 右 ペ ー ジ 参照 )。 そ れ が 氷 の 国 は な く な り 、 設定 を 少し 変 
え 、 太陽 の 神殿 で 生ま れ 変 わっ た と いう ワケ だ 。 
























4 5 唐 和 本 2 ce 、 
し 栓 所 0942 
沈 、>. > ク バ < る / と 三 _ 











② 攻 U ば - 『 軸 余 。 
公俊 い ロッ ト づ す 。 






























\4( り JH【 の ) 
人 々 


ss っ 
人 当 初 、 創造 主 に よっ て 、 ファ ント マイ ル に は 全部 で 
プア つ の 国 が 考え られ て いた 。 な か で も 氷 ま た は 寺 、 
クリ スマ ス の 国 と し て イメ ー ジ され て いた ビジ ョ ン 
は 、 か な り 細 部 まで 創り こま れ て いた の だ が 、 諸般 
の 事情 に より ファ ント マイ ル か ら 消 えて し まっ た 。 し 
か し 、 アイ テム を 製作 し て 配達 する 住民 シンガ ポコ な 
ど 、 いく つか の アイ デア は 生き 残り 、 太陽 の 神殿 な 
ど に 採用 され る こと と な っ た の だ 。 
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も (の て 人 末 3 て を も です. 
も も て まっ も を み ハ へ を 、 で っ た る 
7 て あみ すく 3- で て て <. 
ォ ー ま 3 ト に また を 二 で 等 
で きる < て り 」 で あき う 
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1 の 5 





か っ た 。 だ が 、 ーーー 記録 だ け ほ ハ 


bb 
介 ク ロ ノ ア の ライ バル が 操 る は ず だ っ た ドラ ゴン 。 途 
中 で 、 魚 に し た ほう が 面白 い の で は と いう 声 が あがり 、 
デザ イン の 方 向 性 が 変更 され た 。 そ し て 創造 主 た ち の 
間 で 話し 合い が 持た れ 、 い ろ い ろ な アイ デア が 出さ れ 
て 、 現 在 の パメラ に 沙 ち 着 い た ワケ で ある 。 こ の 記録 
を 眺め る と 、 ひ と くち に ドラ ゴン 、 巨 大 魚 と いっ て も 、 
いろ いろ と 個性 的 な 次 が 検討 され て いた こと が 分 か る 。 


ライ だ 擬 








Wa を 's \ コ nm を opnile? 


| ッ キ リ と 残っ て いる の で 、 と こ に 公 
ライ バル は ドラ ゴン な 押 る は < 


、 途 中 か ら 巨 大 魚 に 変更 され た 。 
連 5 匠 は \ メ ラ や カラ ル < 


無事 ファ ント マイ ル へ 産ま れ た 
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クロ ノア より 
ト も ハン サム !5 


の 








信男 性 ライ バル の 外見 を 設定 し た 記録 と 、 そ の イメ ー ジ イラ スト 。 
左 ペ ー ジ に も クー ル な 男性 ライ バル の デザ イン 案 が ら 例 見 受け ら 
れる が 、 こち ら は も っ と 快活 な 印象 だ 。 海 を また に か ける 冒 陣 者 
と いう イメ ー ジ が 、 クロ ノア より も 強く 打ち 出さ れ て いる 。 また 、 
パッ と 見 、 外見 の 特徴 は クロ ノア と 似 て いる が 、 風 の 村 の 住人 の 
特徴 で ある 長い 耳 は な い 。 さす らい の ライ バル と いっ た と ころ か が 。 




















ミ ング な 娘 も 

依 実 は 、 女性 ライ バル や ヒロ イン の 登場 も 攻 え られ て いた らし 
い 。 ヒロ イン は か な り 初 期 の 段階 で 、 また 女性 ライ バル は 女 っ 
気 が な いこ と か ら 検 討 さ れ た と いう 話 だ 。 彼女 た ち が 誕 生 し 
て いた ら 、 クロノア の 冒険 も や 違う も の に な っ て いた だ ろう 。 


































What's fantonmmjje? 


垣間見 る こと し か で き な い 。 こ 

2 に ジジ Eo に 半 
村 や 国 を 、 その 細部 まで キチ ン と } 
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2 しい 
績 は 略 、 ホ 、 本 


この 世界 を 見 渡し て 
みれ ば …… 


価 石 は 、 フ ァ ン トマ イル 各 エリ ア の 高 さ を 
比較 し た も の 。 月 の 国 は 、 太陽 の 神殿 よ 
り も 低い 位置 に ある こと が 分 か る 。 下 は 、 
ファ ント マイ ル の 全景 。 ゲー ム 中 で は ム 
ー ビ ー で 説明 され て いる が 、 これ を 見 る 
と 月 の 国 が 、 風 と 木 の 村 、 水 の 国 の 中 央 
に 封印 され て いる こと が より よく 分 か る 。 
よく 見 て みる と 、 音 ビジ ョ ン に 実際 に 登 
場 す る エリ ア や ルー ト が キチ ン と 描き 込 
まれ て お り 、 創造 主 の 芸 の 細か さ に 感嘆 
する と と も に 、 それ ぞ れ の エリ ア の 位置 
関係 を な ちゃ ん と 把握 する こと が で きる 。 
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その 一 点 に ⑳2 
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2 ワサ ズ 学 し 
し > に の 還 の ペッ ンダ 千 と は ほめ こえ? | 
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候 村 や 国 を 建設 する に 当たっ て 、 創造 主 た ち は いく つ 
か の 設計 図 を 描い て いる 。 その な か か ら 現 存する も の 
を 展示 し よう 。 右 は ビジ ョ ン 5-1 、 5-2 で 冒険 する 、 太 
陽 の 神殿 コ ロニ ア の 外観 だ 。 ゲー ム 中 で も 、 な ん と な 


な 応 め に な が) な ブ ェ < まう 





く 上 へ 上 へ と 上 昇 し て いっ た の が 分 か っ た が 、 な る ほ 一 叶 
ど 、 こ うい う 構 造 に た なっ て いた ワケ だ 。 月 の ペン ダン ト 反 
を 捧げ る 祭壇 の 位置 や 、 月 の 国 の 封印 を 解く た め の 仕 


組み な ど 、 冒険 し て いる だ け で は 分 か ら な か っ た よう 
な 秘密 が 、 いろ いろ と 明らか に な る 興味 深い 資料 で あ 
る 。 また 、 下 の ら 枚 は 、 水 の 王 国 ジ ャ グ ポ ッ ト に ある 、 
貝 の 城 の 設計 図 。CG 画 面 で も 、 か な りこ の 図 に 忠実 
に 再現 され て いる こと が 分 か る 。 それ に し て も 居住 塔 
や ら 監 視 の 塔 や ら 、 そ し て ジャ グ ポ ッ ト の 国旗 や ら 、 こ 
ん な に も キチ ン と 定め られ て いた と は 驚き で ある 。 設 
計 者 は や は り 創 造 主 と 呼ぶ に ぬ さ わし い 。 この ほか に 、 
オバ バ の か らく り 屋 敷 、 風 の 村 の 遺跡 な どの 細部 も 気 
に な る と ころ だ が 、 残念 な こと に この 形式 の 設計 図 は 
残っ て いな か っ た 。 夢 の 力 で 生ま れ た 現物 を じっくり 
県 よう 。 
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What's 『fantomaije? 


ーー 
時 間 と 労力 を 費 や 





の みか 箇 の 上 に 





ss 。 = つっ 

信 最 初 に 、 フ ァ ン トマ イル の 生物 全体 
の イメ ー ジ を 固め る た め に 創り 出さ れ 
た の が ム ゥ で ある 。 あま り に も いろ い 
ろ な アイ デア が 重ね られ て いっ た た 
め 、 し まい に は どの 創造 主 も オリ ジ ナ 

ル と 言え る ム ゥ を 描け な く な っ て し ま 
- つた と いう 有名 話 が 残さ れ て いる 。 右 が 、 
現存 の ム ゥ に 近い デザ イン 。 その ほか 
は 、 ム ゥ を 誕生 させ る た め に 検討 され 
た さま ざま な 案 だ 。 
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_ その ほか の 


生物 た ち 


EE 

価 「 こ の 世に な いも の 」 を 飼 頭 に お い 
て 、 創造 主 た ち が 生み 出し た の が 、 フ 
ァ ン トマ イル の 生物 た ち だ 。 どこ が ど 
うな っ て いる の か イマ イチ 分 か ら な い 
生物 も いる が 、 創造 主 た ち の 資料 を 見 
れ ば 一 目 瞭 然 。 右上 は バー ニ ィ を 描い 
た も の だ が 、 バー ニ ィ が どの よう に し 
て 水晶 球 を 抱え て いる の か が よく 分 か 
る 。 また 、 実 際 に は 最初 か ら 災 の 輪 に 
囲ま れ て いる も の の 、 当初 は この よう 
な 攻撃 が 検討 され て いた こと も 分 か っ 
て 楽し い 。 その 下 は 、 テッ トン の 資料 
と な っ て いる 。 外見 は 実際 の も の と あ 
まり 変わ りな い が 、 こ の 段階 で は 、 テッ 
トン は プロ ベ ペラ を いく つも つけ て いた 
こと が 分 か る し 、 実際 に は あり 得 な い 
首 地 の ア クシ ョ ン も 考え られ て いた こ 
と が し る され て いる 。 また 、 上 か ら 見 
た テッ トン は 、 ここ で し か 見 られ な い 。 





どこ か で 見 た !? 、 


幻 の 生物 た ち 


EE = 
倫 右 の ら 体 も 、 実際 に ファ ント マイ ル で 
見 か ける も の と は 若干 の 違い が ある が 、 
ほか に も 、 基本 的 な コン セプト は その 
まま に 、 か な り 姿 を 変え て 生ま れ た 生 
物 た ち は 多 い 。 た と えば 、 下 の 図 は 、 あ 
きら か に ブッ ピ ィ の も と と な っ た アイ デ 
ア で あろ う 。 また 、 その 右 の テル ル と 名 
付け られ た クラ ゲ の よう な 生物 は 、 そ 
の 後 テ ッ ト ン に 生ま れ 変 わっ た の か 、 そ 
れ と も テッ トン と 似 た よう な 生物 と 見 な 
され て 消え た の か …… 。 この ほか が に も 、 
ダビ イィ に 化け た と 思わ れる 、 お 尻 の トゲ 
を 発射 する ビィ ブ ィ と いう 生物 や 、 シェ 
ルル に 姿 を 変え た と 推測 され る 、 クル 
ミ の 殻 を 身 に つけ た クル ミキ ング 、 フ 
ィ フ ィ や ス フ ォ ー ク に つなが っ た と 思わ 
れる 飛行 生物 な どの アイ デア の 記録 が 、 
数 多く 残っ て いる 。 
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What's #amtomaije? 


悪夢 の 創造 過程 


の 上 造 主 た ち は 、 フ ァ ン トマ イル に 
居 悪夢 を も 与え た 。 これ ら は ポス 

記 放 な ど と 呼ば れる 、 凶悪 に し て 強 
大 な 生物 の 創造 記録 で ある 。「 敵 を 心 くら 
ませ る 」 と いう アイ デア か ら ク ロ ノ ア や フ 









アァ ント マイ ル が 生ま れ た よう に 、 ポス た ち 
や ほか の 生物 た ち も 、 外見 より も 先 に " 仕 
標 と 言う 名 の キー ワー ド が ある 。 その た 
め 、 そ の 外見 な ども 、 仕様 の 変更 と と も 
に 見 直す 必要 が あっ た らし い 。 
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ULO ム ネ = = つ 〈ー〈ー て て 


人 ビジョン 5 の 最後 で 、 クロ ノア の 前 に 立ち は だ か る 
敵 と し て 創造 され た 悪夢 ・ ビ ー ス ト ジ ョ ー カ ー。 太陽 
の も と で は 、 いつ も の へ ナチ ョ コ な ジョ ー カ ー だ が 、 日 
食 に な る と 姿 を 変え 、 突然 威力 を 発揮 し 出す 、 な か な 
か や っ か いな ボス だ 。 記録 を 見 て みる と 、 当初 は 一 番 
下 の 2 枚 、 アル コ ・ ア ルカ と カル ア ・ コ ル ア と いう 、 日 
食 に よっ て 変身 する 太陽 を イメ ー ジ し た 敵 が 、 ボス と 
し て 想定 され て いた らし い 。 と ころ が 、 その 後 好 余 曲 
折 を 経て 、 こ れ が ガ デ ィ ウ ス の 部 下 で ある ジョ ー カ ー 
と 、 その 変身 し た 姿 に な つて し まっ た と いう こと だ 。 日 
食 に よる 変身 の アイ デア は ちゃ ん と 活か され て お り 、 
日 食 時 の ジョ ー カ ー も カル ア ・ コ ル ア に な ん と な く 似 
て いる よう だ が 、 な ぜ 変 更 が 必要 だ っ た の だ ろう ? 案 
外 、 シ ナリ オ 上 の 都合 か も し れ な い 。 
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価 ビ ジョ ン 3 の 終わ り で ジョ ー カ ー が 連れ て くる 
の が 、 こ の ゲル グ ボ ルム 、。 巨大 な 種子 を 吐き 出す 、 
毒 花 の よう な 外見 の ボス だ 。 と ころ が 創造 の 過程 
の 記録 を 見 て みる と 、 か た つむ おり の よう な イメ ー 
ジ の マイ ム ・ マ イム や 、 ナメ クジ 怪獣 ヌメ ラ な ど と 
し る され た 資料 が 残っ て お り 、 か な り 大 掛か りな 
変更 が あっ た こと を 知ら され る 。 いずれ も 、 ゆっ く 
り の っ た り 移 動 し そう で は ある が 、 デザ イン 的 に は 
現存 の ゲル グ ボ ルム と は 似 て も 似つか な い 。 この 
ほか に も 、 へ ヘビ の よう な 外観 や 、 クモ と し て 検討 さ 
れ た 期間 が あっ た らし い 。 
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eb = 
@⑮ ビ ジョ ン 4 の 終点 で 登場 する バラ ディ ウム 。 現存 の 
次 の 原 率 と な っ た の が 、 下 の ら 枚 の スケ ッ チ で ある 。 
ヘビ や タツ ノオト シゴ を 連想 させ る ノッ ト ・ ソ ッ ト 、 ク 
リオ ネ そ の まん ま の くり お ね な や つ 、 ど ちら を 見 て も 
バラ ディ ウム に 化け た 過程 が な ん と な く 分 か る デザ イ 
ン だ 。 と くに 、 くり お ね な や つと 名 付け られ た キャ ラク 
ター は 、 ファ ント マイ ル の 創造 が 完全 に 終わ る 1 ヵ月 前 
まで は 、 その 世界 で 実際 に 動い て いた の だ と いう 。 そ 
の 後 、 バラ ディ ウム に 交代 せ ざ る を 得 な く な っ た ワケ 
で 、 さ ぞ か し 無念 で あっ た こと だ ろう 。 創造 主 の 苦労 
も 忍 ば れ る エピ ソー ド だ 。 
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ms 
代 風 の 村 を 旅立つ と きか ら そ の 笑 
威 を ちら つか せ 、 つい に ビジ ョ ン 6 
で 自ら の 強大 な 力 を 見 せつ ける 、 闇 
の 帝王 ガ デ ィ ウ ス 。 悪役 に 迫力 と 魅 
力 が あれ ば ある ほど 、 その 世界 で の 
冒険 が 印象 深く な る も の だ が 、 創造 
主 た ち は その 点 を 踏ま えて 、 な か な 
か スタ イリ ッシュ な キャ ラク ター を 
族 み 出し て いる 。 中 世 の 仮 面 を モチ 
ー フ に 、 正体 不明 な イメ ー ジ を 漂わ 
は だ と の と と だ 。 た だ し 、 気 に が る 
の が 右 の 資料 に ある 、 凶 魔 赤 ラ ラプ 
ー プ の 文字 。 ガ デ ィ ウ ス と いう クー 
ル な 響き と は か け 離 れ た 、 な ん だ 
か 吹き 出し て し まい そう な ファ ン キ 
ー な 名 前 だ 。 こん な 名 前 を つけ ら 
EGO デイ ウツ ウ 欠 つら で 、 も つた だ 




































































ho 
旬 と いう ワケ で 、 創造 主 た ち は 当初 、 
ラブ プー プ と いう 名 の 、 ファ ン キ ー な 、 計 
る で トラ ンプ マン の よう な 、 イン チキ ー 
ぽい キャ ラク ター を 用 意 し て いた - 甘 
か が 、 な に か が 違う と 気づい た らし Ll。 
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氏 引 と 消え た ガ デ ィ ウ ス の アイ デア は まだ まだ あ 
る 。 と くに 、 下 の 資料 中 に 見 られ る 、 生き て いる 
武器 に つい て は 、 ファ ント マイ ル の 創造 が 終わ る 
1 ヵ月 前 まで は 、 実際 に 世界 の な か で 、 クロ ノア 
を 苦し め る べく 動い て いた の だ と いう 。 
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価 ナ ハル トゥ ム は 、 FINAL VISION で 
遭遇 する こと に な る 、 いわ ゆる ラス ト 
ボス 。 初期 段階 で は 、 ナ イト メア と 呼 
ば れ て いた らし い 。 創造 主 た ち は 、 ナ 
ハト ゥ ム に 3 つの 姿 形 を 与え 、 段階 的 
に 変身 させ る よう に 定め た が 、 右 の 図 
は その 第 1 形態 で ある 。 悪夢 その も 
の で ある と され 、 で きる だ け 俗 物 的 な 
イメ ー ジ を 避け て 創 ら れ て いた の だ 
が 、 や が て 万 人 の イメ ー ジ する と ころ 
の 悪夢 で ある 、 怪物 の よう な 姿 に な っ 
て いっ たら しい 。 今 回 発掘 され た だ け 
で も 、 33 枚 も の アイ デア スケ ッ チ な 
ど が あり 、 難産 の 未 、 よう や く フ ァ ン 
トマ イル に 生ま れ た 悪夢 な の だ と い 
うこ と が よく 分 か る 。 
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お Sts 、- 





人 @33 枚 の 資料 の うち 、 幻 と 消え た ナハ トゥ っ 拓 
の 姿 の 一 部 を 公開 する 。 人 の 形態 に 近い も 入 
か ら 、 いつ っ た いな ん な の か まっ た く 想 像 が つ 意 
な いも の まで 、 創造 主 た ち の アイ デア は 多 雄 
だ 。 実際 の ナハ トゥ ム と は 全然 似 て いな い 非 、 
確か に こら ら の ほう が 悪夢 と いう 感じ は する 。 
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候 民 物 然 と し て いる デザ イン も ある が 、 仮面 を か ぶっ た 
脳 、 眼球 の まわ り に うず まく リン グ 、 プラ ズ マ と 闇 と 煙 が 
か ら だ の 一 部 で ある 生命 体 (? ) な ど 、「 俗 物 的 な イメ ー 
ジ を 避け て 」 創 られ た と いう の が よく 分 か る 資料 だ 。 た 
だ 、 巨大 な 七 面 島 の よう な キャ ラク ター は いっ た いな ん 
だ !? 俗物 その も の と いう 気 も する が 、 ジョ ー カ ー や ラ 
ラブ ー プ が いる 世界 な らち ば 、 これ も アリ だ ろう 。 
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